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:;;rτ1 ~奪r.

1. [Jふの合桜 r'支の現状

わか[kjにほしめて合板 1:.)"が泌(1;したのは明治t10 ~ドと《うれている".可初は、 J: に Jt

AijJl!の広食品J会IIJいての似合wmしていたが、 f上白1taiのt曽川lとJ七に院l;j.;i: I句作材に求める
ようにな勺 t~ • 

AlE時代のぬ'1:には‘fでに号 ワン合tfi.が作られるようにら!り、以夫、日ふの合lfi工業tι

開作付1.-f~企片i する ア ム で 発 h~ し て いく こ とにな勺 fこ.

1¥ :どにiil1半κ帆I!d ， I ，t 、 íÑ 内 J宅地に入、期の合 ti~ :r~がi"~<.\ 札、ラソ J 台板の，，:苫生正E

IJ' frわれるよ')I 仏 >tニ."j I!J(J Y)' 1)カ紅どへの紛IIIi: .，.心に免以し fいったが、日本

n済のi.lil)iJと共に、{)自民山;Li汲Jむ鎗111<1'心からI吋内:，，;~~ ?--IHJうことに11{点が代かれるよう

にはり、その，~; ~7， f，¥ L閃 I• 1 z.に51:!4 ように急誌な 1ft 人司令 ...1~寸に七司たのである。

{j' t&の住民包tが;11叫した 'W(，t、‘ニれまで2，i -~， 0..のP}みのいわゆる必物合阪が中

心であ『た公安h、11・・山F互いれ以に転検されるようにな， /~ ζ と にある.、 a奇初n、ら F五物

への符f';度転t告がif打 nたことにより、従兄;よりむci品!:t_<l) It;t，j、1_'・かつAfiIに使うようにな勺

た こ とがぬ~の :jí:品全 ..--::'，.._¥ t~ た .

合仮jflj);l:.;;として、うワ J はとのI材料Hの裕入品、:.:.t.t曲してい 司た.7当初はソィリッピ t

4-内心に仮みが縞入占 h(いたが、ノィリ γピンにおい C泊Hが減少するにしたが勺て、

J~ 4--の入手先(;t{ンド4シf市 γ レ ン Fなどのi叫に r?り、むりヤやメランティ はどか

紛入される ιとには勺た.

こ孔らのti1.il!l'(' Iよ、よくて|制りれた倒神の合li<jjj ;適uのみを択{えしていた。しかし b~ み

の需震か~':"，1¥'し、 fil'i iJI j狗Hかイ、l!14十るにしたか)，(その緬裕(.tL'ilしCい勺た.その結

¥ZE偏紅白硲の弱いふHやふやIml封樋fiどを舗〈して合li<IU O"tlふとして!古島lするように

f!勺てJきた.

また、合阪の 'tffih:l骨加し、1h，Hll の綬争が厳しくなるにしにがラて今~裂品の価絡か

トrr.tるようにはり、 0lbtl均I.tコ λ ト削減のために、よ寸tt・4正いI収本を求めると川崎

に、'11板歩的 主りペ Ahめ('1¥ li< 'Jλ 卜の仁fI.i: IJlJえるみt駐合名えるに全今た。

その対応策のひとつt1 ，、いJ.よCはやJj甘されていはか，た4占'i>liあるいはi史いにくい

と倣 i量されていた制 争1' 1 W 怜的に合仮 JTJ の b~ 木 として úèJII する助占が(' "占た.それに JJlI

- 1 -
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えて111ft.1~.悦必寸る際に:'\本閉会ぷi めに仕上げて歩留まり1-高め、別dhのコ λ トタウン 4ι

:Qる納品むみられるようには勺た。しかし ζ れらの対応ifiはIHiにf::JlJi宇佐rることがま5

〈、切 ay，として 1111有したのらに l長符不良であることが発見される例が~えした. nに Fル

かリレゾ ル慢の l.r.I・ル，封筒修行却iによ勺て後狩したカプ ル白紙の短詩イ~f.! It人・8

f.i r.3辺とし ζ知られるようにな勺た.

iた、 l' 1:.・ト J やヲルインは、 ~H 中 tこ泌性のき語版をfEむことで知られているにむかか

n句 4、H'i11J( 均 'I~ で A い LÙ伐の似ホがのられやすいために、合viに使用守れてi主J守不良

"gζ したケ λもん，た. Ii1Ik砂部主りそ疏める目的 -cE~量的に高合ノj(IIIのIi¥似4了{企Jij

して合快喧，1'汚したゆ合11、1喜行11:iaの低ドゃ、ふくれやパノかは どのィ、民A.'，r}) .i> ftなと

のWJA自宅 l'.!ょして、 i:141 山 AJB 刊行l'ì~のlÚJでの mJ~ ま C !lí怖される J とむあ，た.

厄 ~í~ に i: ' ， (、これ.tでf'IJii.似合総rflしていたωが、臼i司のT.JIh悦iのために、I戊ぶr})
総tIIそ::"11:4' '-' +)) ~ {~' JIllるよう仏なり、木材の・jq占は)\占〈変化した.ょたJtiJL主 F有明の仇:

'i:むよひ'1f l l. 'L物の I~ぬの鋭 Jえから、 4草体の仇~~量か強〈叫はれるようにな q たこともあ q

C、11にバ41;山林の{足1，(11、その除外の被検かさらには臼然破鳩に.1-(; *i，びっくとして ll!

1界的に制iい1111心ペ.'I.i けられる状3lにな今て主た。

そのようは~"1;・~，;て、比佼的人 f しやすい針葉似合合以ぬ本に 1* うことが 巧えられ

て、 fl'-"ののぼ Ci，{'む針史跡tから合阪を~.ilìする i主語i開発の努力が~;められた.針~品t

u凶杯IJ("1官ljf.OA州であり、下水久的な託料の制I討を考えていく勾ftでむ、i'P.にかは司 I~

f;沢である.

従~、臼牛・の 合以 E 交 it Itl i芋刊の付m舎がI縫にIll.;:&:備のi:HH:.dtめてさたが、針足取
~i\企Iil寸-G "':'とにより、その tt備や Il lJifilまでむ変わってくるようには叩た.しかし、従

防 (.i'fそめめとした地ほから友偏江合反の製品鎗入品、z骨加し、JIi近ではそnらとu合し

江がら'L.'l:! ひ'ていかれはむらない ìHïJ 紅状況にあるのが円卓の合計i r.~の Jjl jA:-r:;ゐる.

2. i量級Ift'lふ<<の現状

湾 i長i'1 f't:本~，jと1.1、 ~IÍ };tのi主/jl'l::llcはi主将にmJ泌を化rるbの1;・い い、 l喜r:に際して
特lJIJI.(rlt!総{.:必'}lfと-4'-' '" 1イの L とをいう。

l車内晶、測しい木材 1:I.l人}JIJしCiXのようは純矧がある.
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( 1 )本ぷは i主 11 1'1 に!日I :.JHi1i いが、事~t.量処建がイく組 ~/.( ために 1主将しにくいぷ材、寸 1，.

わち，;::;合水・j.l;本"おJび湖q{.*静A<U.

( ? )粍秋な U\'11・(，し'C "'U fI%の )J学的唆kÇにより I~ ~守秘肢がIlí;ぃ Hléliゃ、必 ltrflな

U'I~ で膨ル収納引か人占い紛争11.

(:l) シァやカノ ルの、とみ~~ 'i'1 (ドj に i主将J'iil の ~1込れが ~I: <、欠際金位しやすい樹争11.

(" )将軍k な{ヒ下成分1.:・:\み、 I~i'i J'iilとのIII相性に:r，7.，紛争l!、はらびにl主.?li'iIJの硬化&.氏、

4・開~する成分ふ ~li. t封~~. :tた乾燥叫に然定性i:受りや寸い成分そ合み、 ou量によ
りi韮Z，限切成分を'1・じせしめる桜縄むこの宛ちゅうに“寸る.

i長沼会副灘にする.;!同には、 l長符.1ft!とのぬれ(税制111)や、沿jRiiの硬化以応への影得、

li li k'i・tこ与えられる治胞のひ4'み、A<'i'B.i:/交の脆弱さはどがめり、制絡によってそ孔らの

攻 i尽か'Nな勺 C くる。 1 た、 tll 紋の当~r.将を .n ね符つ紛争'JI b J，り、州iYUのなかには乾鋭'

条件によって|韮li';f.t誌の吹附か91;<刻れてくるものもある.

占らに、問いるi主fjfi!J によ，て潟 I~l;性をぷす樹傾点、持 司て くる . f1ijえは、応沢はI材料

"の王室絡むI'H-弘行がiごと にみ;のlιうに分けている ".

( 1 )アミノ系樹脂1".7mにてIm:;.Liがある説経 :リ γ LI、Tピト ン、クルイン、 fンヘ
ロイなと .

(2) 1;:.ノール樹脂1"i7剤'cJ:自治1かある綴婚 ・カプ ル、マ ラA 、カロフィルム、二 三

シ ランドピ l' 1.. (: . 

(3) I匂l妾{iJ'iijにてmJ:.JJがある制朴 ク'メリナ、チ ?、す ミナリア、シょルトン、 J

リマなと。

ダグラ A ・1ア風、力ラマツ、ムゾマツ、スギなどの針ゑ樹Httソ ιノ ル鋭桁!喜(iJ'ilJ

によ勺て比絞(fJよく 1義行4・7.，/);、 7 ~ ノ糸樹脂 1長?ífi!li・mいてl喜行するときには註ti.を必
妥とする副長量でムる.

俊郎する樹穐によ 同 (:I~i可 m ，を低・い分りることがで占れは、ま量 l主 Jt伐の悶E量は経泌され

ることになる.しか L 、人僚のt:換がJ~ N.になると、乙れらの樹始/);Ilt合使用される勾合

か多く、 1産:nJ'iil や{史いう}けることが ~nIli髭である.

鴛IíHHt:といわれる~jJ ~f\ "C b 、その~'l;_;mや1;η条件、ょた担1・心"のE自分によって1量打

伐の限度のkがあることはたひたび経験することである.それゆえ、重量~(if't木材の 1韮 t~'

tt&湾のためには、 l喜li1llJのI贈収.Lよび改良のみなら J、{世Jljずるみuの乾燥条件訟とを
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会めた鮒11;~、約:喰条約の t次汚む 与え C行く必妥かある. f，~に唱色紙条件um紙面<Ifl;の!長."7!'1 

Aレ('fしく支えるだけに、|分な配慮が必安になる.

3、研究の11tr.J 

4'i!ヲZの1I的4Lfe.?でいうと、 IJf.1;F事涜の変化に対応する臼ふの白紙 rl1:の1長持lftiにお

けるー ズに芥えることである.

n ぶの:i依 l:jほのblUミI!IIであ勺た1960年代においては、 iせ.w1Y1にt，liH: IUi ぃ a ど~物

合艇の刻 1包が伐んな I，~ lVl であり、 (~ii物合板の必品質化、および町久性の向 1 : はとが強〈混

J択び札た I~1111 (!わ η た.

その吋 i~ け、グ，. "jλ ・J I の阪の l婁ù 耐久性むとに限|寸る傾 ?f' は倣 ~l 占れたか、

IVl1li ~~につい C 、~~1二;.'，いf<l如'i¥IIX i~ 悶いた合仮の 1主将耐久性がどのようにはるのか、 191

磁I.'i' $l1iゅはか勺た.そのために、れぬのホルム fル j't ド糸!主 t，m-':_.('kJIIし'ClfHi

した泌物:i11iーのl寄れ耐久性後手、紙々のp.面処i'_gh i1:の効 ~i::育めて鉱よ8 .rるごとか必混

Eありた.その)(Ij!.民に)Ji~; いて1J..j..の佼>>iv:!itに泌する l妄 j''j ~1 の開発を.dLめていく心とか

必‘犯であ吋た.

またその“iø~ I.t、 7メリカのf';!bi工業のf1oJi:引Jijして、 U..j..lこむいても，.がてノふ/

，1-，喜 』可制!J( 総 1I)~ uる時代が;在るとして、病1手Mの係省tこJ t.ノ ル街路随行か'I~・('.!'Hiし

て高耐久伎の反(ト見ぽ)i， ttITしようとする動ebゐヲた.しかしそのHkは、 ~̂it の

i喜a.f-!連合従!Jl免告するうu肢を.iτ、F弱点<<にほ苫に灼.rる 7ι ノ ルtillli!長引かのも.-f'
かしさ Hii切に必ずる.ニとにな .，1.ニ.

その似wをill:民寸るはかで、カプ ルHが還後活性ノドHであること、またノ zノ ル樹
脂 1長?i'frIIによ吋て 1長行したと会に特にr.:l~晶、ノてきくなるごとなどが判明した.そのbUí か

ら、脱水にiHirU を{~JiIすることで先反してきたために、 fJ'"の合tf，(τなの L凶L2偏U.'I'

~ I 糸副総~'(ol! nH ることや前IJ，'にして設討されて占たことに改めて主\1-1占、カゾ ルH

の，~ 1'tに必れ して、か勺 γ ミノ 制桁 l~ll~1なみの~4t条例 cfY量えが'ur(，¥ 61駐仏耐久刊

のよい IHJ 7i1I(/)I泊先が怖く中よれるに~.，た。

、の Ð，~)9111、:i!h<が偽mJllUl築材料として必められた時期と市なり、 U本の:i!h<の，'，，'，'i'i
が人占<~化した目指脚IC もあラた。そのようは背;止にあ勺 C、法鋭化1'1.のツ五ノ ル怯Iij!j 

の4}174を.dlめるはか<:Jムノ ル ・ メゥミン樹脂段~'ì1111の凶発にbJ(1}Jした. 、のi長rf剤は

P
D
 



生ft性のfi'llとfll浴JIj合似の 11.7，¥1支11?化を可能に占せる ζ とで、 fE 紋Ã1~平に，kfX搾や Q き

起こした. 以後、合歓JlJI高;'iJllJメ ーカ の六議長}がフ£ノ ル ・ノラーノ樹紛あるいは

メラミ J ・ノェノ ルIHi~J '.I/1:庁4""るに放んた.

fJ4> 銭前の，:T，IQ J，x J.. t Jll" iI: IJIiした合 阪 工~のbxk AdUIには、あ l次およひ立;2次イJn~ 

Lノ伺ツクを総て、 {i担x)IJb~ 本山，::，J騰、:A:寝減jJjによるfi!1.<製品価怖がト均年した。生I!l-'コ λ

トの';1占トげのため t 、{:， ~*;f' '11敏の使用による'1'1&')> Itlよりの向上告与える動さとな

り、品、穴水Z干¥'I1 阪の I~-nが "1舵な 1婁行 mの開発およびItlihiJ， のαl'lに対する寝'flが強ま勺

た.そ孔と In1 置きに ft 似の泌行、.!ll Wの Im~.ó、大きく取り上 IJ'られるようになり、Itf.mに

J，btZt)J虫惹;亦iを添加寸る }jiJ: によるのぼの p"~Hh 虫処I'Ciょが ír われた.

ぬ~水 .fl 1il l&の 1主'i'ii.耐11~-4"るなかで、そのようえ( Ij1 t;，(そI').!JUしたときのプラス耐とし

c、木材内縁へのM'Jt 'il~1の泌ふが促 111 される乙と1: !，l. 111した.この従i果li'P)J .!llヨii~J の 1主

持 m~/.1法による!y，xz ~Jl ‘I( 処 PI\ んは令 \l[kさせる !VJ 1-fJ_ >たむのと'sえている。

納入:~る日ぶの合I& IJ~ ふ ，l，~ 涜全日1， うために、、これまで刈111δ れたことのない樹鍾 ~Jilhftl，

bX分を合むi京本全般いこ伐す必吹にiI'lられ、紛jjli(ゃに)1_-:奇心fll主将性木材のI喪主ih iL 

に対する安求が前o 弔た.そのうえ、防 il^ H の入子漣と.Itl!LH宮崎の!l!~曹の動さに影響され

E、わが闘の合板主'1::でU ，l.: lf 験 1: 近か勺た量r 主~f.îl Hの f'illl 1) ~える‘ニとが必妥になり、

現状の0:備にあまり H 加えずにそのt-ltl'-Jのため、/エノ ル .)ラミン街路IHiJl'iJをやi

ill したIHih法の研究を(r>た.

これまでの 4 必の研'ftから、ノ d ノ ル ・メラミノ紛titのl対派がfi1& (j ftをふfHlI幸.'Im
として険めとの効、Cわるこ止'.1.2ぶした.さらに針1t晶jのぬれに(， 1，)JなIUi・Jl'iJとして手'I

JIIできることかわか勺たこ .Hl研究の人・占な成*であ，た.

モ乙で、通常のi幸J守糸件'(<<よ1&-?Jが附猿江 宣言 11i-t'i n~Uの街l t，ゅうに入る g包含水司自1[1.t& 

のIHib 合めて、‘ニれ~t.でのiJl :í\:の成 E誌をまとめ ct面白 4 ると J~ に、さらに深 ill 化か進も・

-1'U fJf i~，への対応策としてI.'h'l1 fÆ '1!物 Cあるコ リャンぷをfiJJlIして合1&を製注するtIt術

開発'Hiゥたので、そのLt!民1_・併 Hて綴2きすることにした.

" .コ リャ ン~~を ~IJIJ したボ ト

木材の不足を l!liう代H物とし('1::l~7i J元 東物や 1 年刷物の (，効利 HI が~えられている.す

('1こサトウキビの隙りか 4(J>-!> ハ h λ~.j:IJii1したパカ λホ トはχitl化され、 i話w.の各
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lt!l>c/l:J.'lr占れている.

民間J~!i.'物'\"' 1 ~，:情物の広はとをチヲプやファイパ にしてボ ドj(，t料に州日l .t'!' iII~

には、 γ シ、ムドわら、むみ級、ワ世の~、 ビートかすや竹i;{史 111 した縦 :sal h 削がめり、

総近でuヒマりリの柿皮H)士lilする:式み H むなされている. しかし、これらの4Uiaiはい

ずれむパ ティクルポ ドやノ γ イパ ーポ トへの利m令 tllr.Jとしたものでめり、チッゾ
" 1 rイパ に掴1T.寸る際に泌総問の結合をIuねたり、切E脅してしまうため、 fI伐のよう

に n~~ の織í<<怜Jll~!.l かしに材料にはなり行江い.

コ リャン主の織討t1. 'C' dると" fI然のままの iX~で利 iil するん Jλ8. I:t'~!な .Cifれた強

度i:・ (J噌る，t! トになる . 提のS量級ゐ向を合板のように総みのわせる 4とにより、強度の

h 1"lftが少ないボ 卜が1!1らhる.

しかし、 ;J ，) tン・'foの災伎にはツッ 7^ h"'iがあるため l'lfe れが凶添というmW4がめる。

止た y，の悩 1.1.)7; j{~ u.のように人・占なセルから成り極め C縫秋であるために、をの総う}C'峨

鳩占れや4'いというWI紛らある.それゆえ、コ リャ/~色合{史 m して;t: ト化4・4に隙し

ては、 H'、それらの抗1ill!o'l1争解決寸ることががit足条件にはる.

コ・ リャ.;<))干:It :1占iこ鴛IfUi性材料のひとつに{主i7iHけられるむのであり、そのi長n
ti の改鈎 と tiil!iの ~n強ん 11，/0: 検討する心とによ勺て、いくつかの特徴合 (i し合以にむい !'l

Rを!'t)た，t! ドがi!iられたので、そのt占拠を綴会する玖=~ ... ~でめる.

引111:文猷

I )臼4合"4I m.lll合連合会 『合!&七十五年史 、 p3 9、 ( 1 !l .11 3 ) 
2 )日ふ合町工m.lll~，f合会統計 fi科

:0 ~õl 沢( .J.:. ..;.;H 1 応、 32. 509 (197i) 

1 )世唱えば、 F.1.. ~ort'印刷 t ~dh (， SlVCS agc. 1 (10).3.1 (196.1) 

5) '.lidlt'r lIo1z Roh icrkst.. 38. 393 (1980) 

6) C M.chln 1I0lz Roh官crkst.，51. 235 (1993) 

7) C. lIoch.(~. 11011. Roh官crkSI.. 51. 319 (1993) 

8) 4.~IUj l~j6;J 107f.05、1.¥I刻字 I280538 
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m ~さ ぐt イ、す必X O:>tII寸世ヨミセ主 主A;雇食

しはじめに

合成の 雇JκtU正般に閃申る縦 ~tÎU 従 3E から散見される U が、 11 主 I.. ，ì可 i賓の汚い，1(:高 '11

l'i~.(占JIfしたi汚物ヲリン ・世イゾ 1合板について院外暴証言試験i:ii ..，た例fi.少む い. ，.1.た

耐仮住の仇l'，itll以峨としてウ zザ メ タ による促進劣化以験がある.この )jI}， ri frl外H

EEL正験と H.べてかはり不作が 'R なると与えられる.その照 ÛJ は、h{外対派U~ の再現には、

対外にttF百冶 4l.'Cいるfi!btの表面が風雨によって劣化したり、主たはカピなどにより atう

してボ'('Iimの鼠i，v，j{ヒがおこるnll;g件.がためである。

モこc'a II.m!の1¥.1外ν.Ii以緩やirい、ウェサ j タ による試験との1t校i-したね!.I!

じついてtll:'， '4る.ただし、ごれらのは験にj背いたおt料はluJ・で I.i.いので鰍 l泌な1t鮫ιir

うH.'ltfl!1以があるが、 .つの ぷ験んはーの傾絡なよ呈いや知l る ことはで占ると ~えた。

2. .t.験hlJ.および..1，!品

2. 1. :; {ヅ l、 Yイゾ2f~ 伎のウ五サ メ ター試験

IEl{;阪にIt -if.t合ifiエ以の市販品をfIiい、ウょサー j ・ター filU H:i'P Iヒ~のむのふ æ

Iilした. U r5 ・~ft; Il i:.I'宮 fi5-70'C 、関係温度;1 0" 、持雨，~I'I:U. 1自分で 1サイクル

120 'Iiとした.このぷ件による処即時間iが21li置を陪iで民外民主五 Ilf.mlにfil・'iするとして、

その *M!\~: J<2. I I~ 'J~ し 1; • 

ウ L..， j 世 によるIl!'.t[劣化試験では、.yイゾ 1むよひ品'lイプ2合iiiとむ、 lli'iil

吋のi.(.liilUl I:lIにわい E裕行純度の低ト f:t少むい鈷!甚であった. $'イプ2合肢で LI2ヶHi電

にf:IOKI¥/c.'以上の銭I貰鎖i-示し'Cいた.

2.2 'lイゾ 2、7イ・"/:lfilbiの限外iHli試験

小J<.都}や脱RII人¥1紛'Cl¥'lMしたユリ 7 . メラミン樹脂 lをお ~J によ} 'C I主riしたの歓を以

外，tH印刷占 ~5. "~I~I さ l(' て 1 11' IllI渓iiし、 J^ S 泌総の常慾および耐冷本民点検により lti
;Hllさの粁II ~定化を .J~へた。モのねu!を ..11 2 . 2 に"じした。

l'J 則 1:11の以外泌総ぷ験 tてよると 、 地ちÍ~J による I泊悦の少ない糊械の助作 、 1 'ii後のIHi
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~1. 1 . タイプ 1 、 ずイゾ 2 fi I.IAのウ ιザ メ 5' 試験結果

M外暴露m:当期Jl:l
，t，{.1 (j阪

人'1 ト的 3ヶ月 6ヶJ! 12ヶ月

タイゾ 1合ぽ 21. .1(83) 20.0(85) 19.4(83) 20.0(69) 

世イ /2合仮 17.3(79) 1.1.6(48) 14.1 (61) 11.8(15) 

(ri) 1) fj絞様.j'f強占 fll(弘:~HI/cm ; 、)Jッコ内はホ彼'tl(%) 

2) j主将強さは試験Ji2 0 J~ 山、ドY. J (Ji

3) 'lイプ 1合板li-; .Lノ ル州 jjlll~ .j"j;.m (~年 p 200) I士j日、 :1fi'If:JI.r..l弗処理後

の I~ .j"j;強会

1) '1イプ 2 合抵~ItLk;fi . )うミンJ主総合街路i章者.m(官官if"UV 3 )使用、 J ̂  S 
JlI惰に.lQA4トるタ fプ2!λ駁



/a..2デイゾ 2Lよひすイプ 3(i!b<"のli外録係以験*，IJ!日

ぷ Z長 N O. 

ユリ j' .メラミン

両己 I j~総合樹~ijl~n剤 ιE
.小J<.和}

(i部}硬化 1甲jけ

喰!-1M (耳 /rn' ) 

常~!葺1;強さ‘

以外紙宛O今 JI

1ヶIj

12ヶI!

温冷/Ì(~量せき i長 l( .，'I: ~~ ，. 

lfl外J.Bii() '， I! 

，1 " 11 

12ヶI!

(i土) 1) 3・・I'/.占のうリン(i1sc

2 )号室if:駁油製 UM 3 

(1 ) ( 2 ) 

100 100 

50 

13 

65 

s 

3JO 15~ 

21.-1(100) 20. 5( 100) 

15.8( 54) 16.4( 8is) 

2.9( 0 ) 14.9( ，10) 

1 1. 5( 1 ) 16.9( tilil 

9.6( 5 ) 16. H 86) 

2.2( 0 ) 11.8( 20) 

3 )盗化 rン'(・ニウム 20liI、援盗阪 10d匹、水 100;事の椛波

4)試験片 20 J;の・1;.均1'[、|喜J守強さ単位 以f/c・
カッコ内はふ破中(%) 

10 -

( 3 ) 

30 

100 

160 

5 

.1ui 

15.0( 48) 

3. i( 5 ) 

。(0 ) 

2.0( 0 ) 

。(0 ) 

o (0) 



強度は初J!ilの数値のおよそ70%を維持していた。しかしJi'Ii.t IJ[が53い糊液を使用するよう

になると、 m舟11:日のうちの劣化を生する。

2.3 ，Ii 販のタイゾ l合板の限外i是認試験
，ji 販されていた併比のタイゾ 1合板を臨時入して限外泌iii試験全行った o l語気条件は肉・溺
停I主45。に傾斜さl!"て限外にhltii'iした.そして JAS.Il.!絡 に規定する.(;(台高成 1随uせき試
殺により i主rt強占の経n劣化合測定し、その結果を表2.3およびぷ2.-1に記した。
入手したぷ斜のうち、 A、日祉の烈品はノエノ ル樹脂綾.j'Hillでi菱沼したものであり、

他はメラえ J 糸樹Ar， !k~"'11\'11 により !tclfしたものである。試験に:当たり 一部の合控互には表面

i'.;¥誕の!:IfI'oj('::;-イルチ J パ J)るいはp}J~括処J:1H1: ifい、またクラソト紙をオーバ レイし

たのちオイルナンパ l' ~}J ~処.í'll をMì.した。

フェノ ル合板の場合は、..ïí'I1t反1'/.さか必い I~~ 物合îIïiになると、屋外暴露によ勺て後♂

強度の低下が人さくなる。その場合点目百を庁イルテンパ やクレ庁ソ ト泌l で処J:1~しても

はほlii似したi産lHli1.[の低下を耳、した。いゥぼうぷ偏にクラヌ卜緩をオ バ レイすると

援:u強度の低下は抑えられる結果にはった。

メラミン糸合板のi品会t土、 &l{Ji処Pgをぬしても1i'.外i，i¥ml年後に!:&':j'j強度は大きく低下

し、3年後には合歓がはくりしていた。

fJお、乙のときの!長必強度の試験訟では、 1日JA S 1 郊の評価)j 法であり、 .Q~水に 3

5与r.:1泌せき処思!したのちのItc~'f .:g"交をJ証べている。

3 、 ~J主

ウェサ メ タ 試験によると i年相当の浪花試験後も|喜J守強さの低 Fは緩やかで、タ

イプ2合絞で b1年軒i当の1A.iIt処理!後でもかなり尚い|奇心強度を示していた。

また、1i'.外}t.苦試験によると1¥"1iot，支の低い波dJ'iln樹液の泌合は、 1r，手JH害後もウェザ
j ず による促進試験とlul憾のI:&'Zi強さを保持していた。しかし小麦粉などにより潟地

虫した俊:j'jJjlJ糊波を{史JTIした bのは!Hi強度が急激に低トして、 1年後にはほとんどみl殺

するような状慾であった。

&2.3および或2.4の結果からrYJらかなごとく、 7ェノ ル樹総l:e;.... 11¥'11令色emしたタイ

プ1合板が外務合仮としてメラミン系樹脂懐石J'ilJによるタイプ 1合厳より優れている。
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7エノ ル樹脂によるタイプ 1合板の場合は 3年経過したものも木破唱は100%近くで

あ勺た。しかしi裏打強度1;J:低下しており 、限外主.HiによってぶT宣告自自体が白色弱化している

ことが観察された。このよう江劣化のU¥!!);I;J:、ウェザ ーメ タ ーによる促滋試験において

は見ることができない結決であった。

い勺 tまうメラミン系樹脂1主;j1~I によるタイプ 1 台仮の場合は、初期i のI.Hi 強度は ;ノょノ

ル樹仰による合仮とあまり変わらはいが、 3年総過すると 1四万;潟水処忽の試験によっ

て完全に府l荷量した。また、全般的に 3n合仮は屋外4こ3年おおする、ニとによって、表明板

がl'Ilヲないしはlimして部くなゥているのが観察された。
&.前1保誕の目的をも ゥて 、 オイノレデンバ ー あるいは防腐処J'J~i:するιとによって、多少

の効果はみられたが、己主湾は不|分であ勺た。'lラ γ ト紙をオ ハ ーレイし、そのうえに

オイルテンパ ーあるいは紡腐処樫をすることによゥて 、面J候性にかはりの改iiJ効果が認め

られた。

五ilii保泌を胞さはい場合は、乙れらの結果から、&.tjllf(をi'l-くすることか必変であるこ

とがわかった。また fi外~;害試験の場合は、 I~若 年22の劣化現象に }JU えて木賞絡の劣化も目

立ち 、これがウ£サ ) 9 試験の紘:誌とA!起を生ずる!l;tt討には勺ていると考える。

4、まとめ

市販のフ ふノ ル鋭iiii緩和.i¥1Iをj再いたタイプ 1合板とメラミン系樹脂後umによるタイ

プ1合板について、ウェサ ーノ タ ならびにw外袋箆による耐候性試験を行った。
その結束、メラミン系樹脂による合仮よりもフェノ ル樹絡の合板のbが俊れた耐候性

をf;jすることが lii泌された。ノッミン糸樹脂 I~ð~j によるの阪は 、 w外 3if. U Wì後に 、 ほ

とんど姥必強度を火うことがわかゥた。また 7ι ノ ル制胞による合板は、 1t1れ尽の劣化

というよりも友m販の縦1';あるいは品Heによって合歓肉体が符しく脆弱になる。

これらの結束より、合仮i: 外袋 I目途に~mする場合は、 m朽や j宮廷に耐えるよう五ua 仮

をff-くするか、または表lillに何らかのオ ーバ レイ処l'iiをすることが必'}，i!である.

引JIl文献

1 ) F. L. Nor lhco tt: Adhcs i ves agc. 7 (10). 34 (1964) 
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気τ3 ì-:'~ ノ 事ι ノ ノレ働メ ラミン 全Ldsl苛-r2e-i:J ~j <)つ

.f9i: ，，-t 

1 はじめに

7 ... J Jレ樹脂 IH1~jIこ t り ItHt された合板は、以外\km :.t験 lζ よって、優れた耐候性

ふ(jすることが量産~占れた. ・般に合磁のIHlに使iil占れる 1s.ノ ル樹脂Iti'i 1il1 は fル

カリレゾ ルタイプ fあり、ア ミ ノ併桁f喜 ã~に比べて、然lE叫にぬ温度、 Ik時間の t韮 i'i

:，件を必要とする.

そのためにIt{j i，~における 'i\Ih( ~育成 l i-~1と厳しく k起訴せねはならず、それか'il磁の歩留ま

りを・減少させ、合阪の~，む : 1 ^ト~: t河させる i材にはっている.t 丘、 Tミノ鋭絡l主将

舟lの使用手前似にし (i生 。;H ' ~ れている[l本の合仮仁場の ~J九条例に越のし縫いために 、 と

か〈小 i込十\h'l的加する b~l持 I ~ L t.正吋℃いた。

/ xノ ル樹脂Itj''j llIH・J' ~ JωRl1lt l，舟!と iriJf革な条例でl主将する 、二 とは、過去に科々

のん有地、倹討されてきた.

その ーつは 7.l:.ノ ル樹脂の反応+JI め、~総合IJt ti封筒とし て !:I! III 寸・ る h'F.主である . 

このんlt:ii!硬化絵のi量:;/illhl i!IられるJx也、貯正産性が{;しく低ド寸る、 i長J苦剤受付授の
ドライ 7 ウトヨ~~が起 こ り Vサくむるはとの欠点(h、現札る

M硬{t~ の 7... ノ ル品Uli全.fiJJnするみが‘むJSえられたが、初続料の敏{ti'ilJを配合して

{企m するため、ノト"の 1í{t: i: 引 ~g 、こす心配があり 、 止た It1'，' 1lI1の水泌ftl!唱が怒〈 、取 り

i且いにくい乙と、さらに合成/1'1の111;ぃ'1¥Ih( i>、浪人すると、 1&i"i llIJか必iliして1童必性能を低

トさせるはとのJllIJiJiLあ勺た.

餓硬化噌ソェノ ル樹R}j~そ: . [~ r< ルン μ ン{ヒすることによ 吋て .-+;M 内線への IIδ 1ilJ の 71~

が仰えられる.しかしホルム fル・戸ヒド系樹脂のエマルシリンは、共同I慢性樹脂のエマル

ノ B ンに比べて自化しゃ寸〈、 Iti'1111Jの均一fJ皮鮫を形成し I< ¥、.

以上のように、 ノェノ、JL-I.iIRIiItlilllJのi車硬化後己!(;jのぷみは、ぃ rれも成功したとは

H いま置い状況にある.

そ」で、Jふノ ル似Hliと F込/樹脂とを共総合させることにより、そ れぞれの長所会

J，~D，~に引き出し、 t量れた 削 水 1111指令 (ì する 1~71 i'ilJになるの Fははいかと考え、共総合樹脂

による l~û JílJ の開発を ír った.
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2. ;:，t駿}j訣

2. 1. .;，t料およびぷ験材料

"̂ 験にel!flIしたノょノ ル、 ) j 主ン、 iポ耳障は工XiUJグレ トのものとし、ホルマリン

U4J%のものをun、た。ょた・ ;潟のぷ験には市販の/ふノ ル樹郎、))ミ/';1.リ 7共

総合甚Uliおよびユリ γ晶1l1iI喜i"'i1111そiIIl、た.

1( i1:占駁に際しては、 111."I1ilIに小J< λ; 骨}およびIlt泌総脳人・ 1;粉~:加えて滑位した.また

.!lI悦に1;1.:ioとしてn己1.5..のけiii.<< Ijlj&を使用した.

2.2. j葺(;1ili の凋~

IH1 1il1 の J!I事~h tl:のJ純HよH災によとめて記した。反応淀川(J慣れ'綴むよ<F.iil疏冷却2:-i

亭備えた三つUノノ λ"i.Jlll、、 1，/.t可タ パスで80"(;にiJu然してf>dむさせた。

2.3.ll芯以験

主に恥よ~不ット・f レ Á 1.mいて;'!，P!3プライのf;依そ調製し、 JASr:通会復綾織に

縦定寸る浅沼強さ:正験んn.1ζ勾;じて:式験を行司た.

2.4.1主:n耐久性d験

IH;耐久伎のふ緬}iiょとし℃、 30c・x30c圃の合ぜ託金 以外にItiIllí~5. 'C 2年11月暴露する以

外泌鍔試験、ウふザ メ す による 3年制当のi足ill;劣化ぷ験、およびぷ潟水中に t¥a与ml

または60"ClJ"l水中に3B~lm~ t! .:!!したのち 60.C に CiI与した悦土地お '1' にて唱え織する 245.~1m 1 

サイ?んの促進劣化試験を Jト・た.

3. :正駿結束およびJ雪銭

3. 1. Il {i 1111 の凋~

ノA ノ ル樹ijHI喜.n1i!]I~ (lt 必勝~ij1j )日伝都}と小ムー紛はどを配合してJi1r，lして、.Ii1hll!tと 面J

i}q主:l1'強度との関係i-j予備がjに倹討した結果、関3.Jにぷ 4ょうは!日l係がi耳られた。

ノ孟ノ ル樹脂 j~.('I1i!JIよ、 j ノミン樹ijlil.主将I'ilJと'JU.i.り、 WILil交を 113めていったときに
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H~長. 実験に供 し た緩 ~"l m の洋側

( 1) J.<.ノ ル ・メラミ J 樹脂泌合矧の J.Lノ ル必jijll 

7.<.ノ ル94If! rJ 0$、ホルマリン225.ft r，~需拡 、 25% カセイソ ダノ'i< i符彼 10~事情泌を

反応Õ~に加えてがJ30 分r.1Iで滋 lJt を 80.C までヒメさせる。以後 luJ温度に保持して反応

を進め 、60$}経過後に3主主主に常必まで冷却した。

(2 )ノェノ ル .j.ラミン樹脂混合Hlのメラミノ樹脂

メラミン252.[0 i.t 郎、ホルマリン450ill j北部、メタノ ル108'u li1l1i1、ポリヒニル

r ルコ ル8.5・fClJffllおよび25%カセイソ ダ水島幸液 20ï苦境係を反応夜~に )JU えて約

30分間で泌j立を80"Cまで k舛させる。以後I..J温度に保持して反応を進め、 60分経過し

たところでは%浪11のギ般水I脅威を約 8i苦itt3i!加えて反応液のpli会90にお渡して1;?

E詰まで冷却lした。

(3 )γ ェノ ル樹新 1実行 ~J

市販の合&rn t~ l; J'ílJ で .~2 年 ~i!ll 製 PL l09i:1J!!J1iした。

(4) j ラミン ・ユリ r樹Jilil書.;'1J¥1j 

，fi販の合板)11隠れ 1甲jで~年製油製 M L 0 t1 .jを使用した。

(5 )ユリア樹脂 l~lfm

市販の合板JlJ l主i'i J'ílJ で~~ i手製品i1~ U L 0 0 2を使瓜した。
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Ill帆IHf強度は緩やかにOi;ド吋るAAI司令示す. i曾m .llll とホと~~・加えて I~符剣の 3ITHil くら

いま.(!i骨量I しても、 JASn~~織はによる 耐水 i霊 行 強さ 11 8Kllf/c.'以 1:の鎚を示して

いる.

この結集より 、fi'lJえIJ.I ，ノ ル制服に メラミン樹snやユリ γ俗IHlii'i!IIえてJi'j!o.lした幼

i"'ilニb、ιれらの Yミノ 制sIi1 かなりの ~/JllfJ まで IMJ えてらノェノ ル倒防の耐水後着強

度I!r~n される可能性がある、と巧えられた.

そζで.ii販のユリ '7tHll1l喜行.IIl1(以下、 UF)と 7...ノ ル樹桁1&符.IIlJ(以下、 Pt')

とを樋々の ;';4 会で配合し、/7.~.j.5.. の主宰173 プライ合低金調却して、.?1.~Ij<;，こ 4 時間泌

白書伎の耐水機r: 銭占を謝~!した.その際、合板 t玉、治&135 'c、圧力 IC時 Ic.'で-1-

6分間の然圧によ B てi裏打した.

その払!思はk3.1 に記しにように、ソ L ノ ル樹脂の傾化n:llLむように然任音寺聞を T分

にとると、 pド/Uドの配合H.が 1/10)とさでも (J.沸ι耐える耐水l主将性能がmら孔る
ことが砂iら力、にはった.

J.c3. I P F /しド裂のltと拘沸Jklj的関浸せき後の創ぷl産指性能

!t芯刻の配合{金fUI)

1・F!主i'iJl!I
U F 係者剣

先域Jl!J 10 

品

"

u

A

H

V

A

H

u

avt"

の
提
u

・・・

G 

100 

10 

100 

0 

10 

50 

50 

納札:a~tHl (分) ，1 6 

平均l韮22強さ 11 16.6(6.0 16.ti(98) 6.S( 0) 10.2( 0) 0 0 0 u 

(iL) 1) I韮?i強さInl主.~，:lIc.' 、カヲコ内 l孟不俊郎、ド ~i 値( " ) 

J，i3. 1の結果から、さら，-.1，)< I長n.判:1港会I.'Jよさせるために、ユリア 樹脂の符わりに j

ノミ J樹桁(以 ト、M F) 也JIlいると j~ に 、 ノェノール刷版および j うミン樹脂の反応に

ついても検dをfi，た。
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その結果、必合使1ll寸る刷f';、 j ラミン必1mの反応的におけるメラミン.M"とホルム
7ルデヒド [FJとのIx比、tル!t [F)/fM]が2.0-3.0の剃Rllでは 耐水後お性総に

人Jきな7"が必められはか aた. ;1.た J.Lノ ル樹脂については、 ).Lノ ル [PJとホル

ムfルデヒド [F1とのJxめ Lル!tI I~ J / [P] が必くなるにしたがって耐水m.u'性能

1)1.1:11する傾向がみられた.しかし以応 Eル!tがおくはり寸Ji/.)と、樹脂の貯IQ!(t主が著し

く低ドするので、 3.0 IÎ~ í~ のIxJt.-t.ルltが泡吋である‘ニとが目。lの試験 Cわか勺た.

そこで 7ェノ ル剣桁むよぴ j う tンbilr.1を3.0のゼル比で反応させた樹路を調裂し、

両縦断を絹々の.河合 r彪合して、それそれの耐水 j藍ü性能~調べた.そのf.'i!1!を 凶3.2 に

::._'した.

関3.2 の総~さは n さ 2.45..の '1\ 担d"{il: m し 120 'cの角lE溢I証で::r;I'l 3ブライ合軍立をi妻お

した bのでゐる.メラミン品UHと)， ~ノ ル樹15とを従合 dトる fili 'C、120.Cの詣皮下で

しかむ短時間lの然IE条例により J^ s tHU合散の.tJl絡に M抗 4 1.>{\-~ 泊、 i!l られることか判

明した。

そして MF/Pドが 7/3-5/5の:t:ll合で混合されたと占、む η ともi'Jjい耐水俊zi独

占ふ，Rした.また J^ S 1 ~合惚ーの試験においてむ j ラミン樹脂のみよりむノェノ ルt}j

Iliが2.~くらい混合された )jIJ(高い耐水1.l1i強さを示4卜乙とがわかリた.

その際メラミン街路と I..L) ル到桁とそ混合したのら、~~らに加.似して柊絡会反応を

はみたが、 i妾Ti・JIIlの永 III仰併がおしく低下して~m伎のある!{ 1'l JIIlIJ{ i!lられはかった.ま

た水泌初憶を維t与するために総合l主iが'R.なるツェノ ル樹脂そiJff'iしたか、初期総合物を

IJefflすることが必吹でめった.このようなお点にf'efiT.i-寸れば、 IJ，jr. ~.・ ~J ーに従合するだ

けで健れた耐本 I~ .ni't1配1:(J.4 る Ilrn~1 になることがわか ')た。 i'" こ 'C以下に、この懐古

剣を JL ノ ル・メフミン抄IRIi 1 長~'ì1111と称することにした.

3.2. '}五ノ ル ・メラミンtillii11< 1'i剤の硬化住

通常のアミノ樹術後.d剣l!dl綬化剤1:111えて俊民1する.そこで J品ノ ル ・メ ラミン益t

r.t (以下、 PMF)1:似dll4'->際に、歯磨化1111として極化γン世ニウムそ添加して、i妾お性

能にうえる最長轡1:~べた.

定訟により、J<~化 r ン-l_ウム~}木の添加蛍を~えた糊 nk 1: ，J，'l {¥-し、 1'1さ2.4..の惜仮

を|喜1"lして等W3プうイのf)lIi 1: r.l唱烈し、その後お~!IJJ:1:泊Hどした.そのth来を凶3.3に

ぶした。
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側3.3の....1担によると、 tお化'j'ンモニウムを樹脂液に対してO.5 ~以上t品川1; ることに

より甥忽l~ (j'必占にt;けるンド織布および耐水i主4T性能か暗証化7ンモニウムを加えはいとさ

4ニ比へてれr-I;'I.I:寸る傾向企IJ，した. 7孟ノ ル ・メラミン樹llil主{iAl!Ou;はふiI'ルカ，)
位であるが、‘ニれに小災事)1.加えると，喝破はIjJt主にはり、その pHでは j ラ!"樹111の硬

化IX応lidt (j ので、それ江りの1葺持強度がi!lらHる.

俗化r"・f:ニウムi:l，耐えることにより場戒の pHが低下してメラ ξ ン引Iliの硬化以rt;か

占主に促必されると同時に、 7ノモニウムイオンIJ'"/:<.ノ ル樹簡の硬化反応会必める効

飛を，ょした こ'と 巧えら~~る.

6ffiらliワ..I Iレ . /，j{ボ ・ ホルム r ルヂヒド系共翁合詰mの~bX反応について検討し

C ~J 1)、ノ&ノ ルと/，j{Aiとふルムアルヂヒトとを岡崎に従合して以比;するんiJ‘よりむ、

Y五ノ ルと以;.fi と 4・iJlJ 々にホルム γ ルデヒトと反応し 、 そののら凶i 樹~Iiを泌 fY し C反応

f るんが J~総代物{o ' l!J られや 4・ tけと椴仏している。

上た、 iXfl1ll"C NMR{.-JIlい c;.ラミンや以系とソェノ ルとのJt紛('1について.JlI

ベ、 Jう.:"と/占ノ ルと{o.出J正悦 Fで反応させても、共縮合物の他瓜が認められはい

が、".fl:岐に 'CJ止応合せると，15PPBのAべ9 トル付近にメラミ J 樹紛や 7..<ノ ル凶日Iiの

jチレ J以('1L Y~ 1..るシグナルが111現し、それがフ:<.ノ ルのパラ1Il.と-ii'fl負γ ミノほと
が結合したもの r:めることを Ij，した".さらに 7 エノ ルと以みとの共的合物の!l二bl<.l:t)ピ

通 í<jの尿 lf. と械t'tHで反応したとさに認められる"ことそ桜~ L 'Cいる.

4れらの結!IH:~えると、 7:<. ノ ル ・j ラミン副総i喜δ1iI1に酸硬化Iill，を加えてN:JlIし

たと車、 7%.ノ んと j ラミンとの共総合物が:ri F生成して I~ 符性fìをそ向上させている可

能性(，J;えられた.

3.3 ユリ T 併mとの iIl(~!'世íII

合伐のI&.f11ζ{企m寸る 7:7-I - ル樹脂 I~ i'l llljは強い rルカ，)tl:・Cあり、 fttf'1:ドーC硲化さ

ぜるよ1，) l'樹ru，';.ラミン剃lliはとのγ ミノ 樹路jt'芯j'IIlJと泌合して{史jjJすること 1.1.iiわれ
ていI.i.かヲた.oiかt一点3.1に犯したごとく 、ユリ 7樹脂iこγ..ノ ル副附令IMJえただけ

Eは優れた島1*1主治tLl釈がi!1りれない。

しかし、 J.rノ ル ・メ ソ:"樹脂後lHilJにユリア樹脂1:添加14ると 、 JA S ~Ul1 則的

の7261， 1 1 1I .clt総点目障ぷ級 ι ('1~告 するような 俺れた耐水後符性 liËが i1Iら れ るようになる.

例.t1.1:、~11< .<が別似る，，'さ2.0・田のマンガシノロ 憎仮をmい、 J..ノ ル ・メ ノミン
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~~7 )l1J にユリア樹脂を折々の却l合に浪合して等1'l. 3 プライの合板令、 120 .Cの樹皮でわず

か2.5 分の熱庄目指 I~J で!主将し、その 72時間述統派沸処PE による i喜心強lJr1: iIl'JAしたtJ15院を

凶3.4に示した。

そのtAJ具、.!l1仮合水準が低いとさ、ユリア樹脂を1¥2l1lくらい泌合しでも JA S 1寺鎖線絡

に合絡するような 耐水IfUl強さを示していた。!i111ii:合水 1容が尚いときは、ヨ当然、耐水ft.(j'

強さのliiは低下する傾向にあるが、それでもかなり尚い耐成後お性能を保持していた。

ユリア樹桁を{モ惑の部l合で従合することができる佐賀は、二足j目的には桜めて有舟iな特長

になる。すなわら I喜 ð作業会中断することなく、特~1守板から 2~括合援の生広告する乙と

ができるようになり、 i主将織~の洗浄を省いてt&i1 11lJ や作業時間ののロスを p}j ぎ、洗 i'f.A< 

の排出を減らし、さらには位協:性会向仁させる効果そ持つ。

また、";..x.ノ ル ・メラミン樹脂にユリ f樹筋合従合すると、メラミン ・ユリ 7)宅総合

樹胞をユリア樹Mtiでお択するのに比べて、より後れた耐水後活性能がむ}られるということ

らできる。

関3.5 には 、 両樹脂に騒々の割合でユリア樹A旨を混合して、1j~板合水準が~なるラワン

系情仮およびカプ ル'11歓を用いて合絞をIllfし、その耐A<I奮;fj性絡を JA S - ~翼線絡に

規定する派浅くり返し処l'H.行って測定した結果を認した。

その*fi架によると、メラえン・ユリア樹桁に比べて 7ェノール ・メラミン樹脂のみ・がユ

リ 7 樹脂~混合したときの 1葺 1守強度の低下が少なく、~;yにカプ ルのごとき後者し縫い樹

絡に対して、その走車、大さくなっている。、この、ニとはノエノ ル ・メラミン樹脂t&.n)lIjが

j(銭活性木材の1妄liに過していることを示している。

さらに]，，-ノ ル .jラミン鋭>>11に合まれる 7..x.ノ ルとメラミンの ofi1illt恨のキoiI(メ

ラミン ・ユリア紛胞に合まれるメラミン.ifil'it比率に相当するようにユリア樹JiI1を加えて合

~を !1i活し、ぷ沸 4 自主!日j および60・C 乾燥20時間のくり返しサイ少ルによる促遊劣化試験を

行い、滋澗~慾における 1喜才Hll 皮の笈化をi!IIlÆ した。その結JlH 関 3.6 にまとめて示した

が、ユリアI，¥UIHを混合した -).J色ノ ル .jラミン絵jJiljl;t.メラミン ・ユリア樹脂よりも良好

な.~巣を示していた。

この結果は、フェノ ル成分がt妻郡劣化の肋止に釘効に働いていることを示しており 、

このような俊.lii'ilJが 1m合板の性能停11:.に役立つことがわかった。
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このような 7兵ノ ル・メラミン樹脈の特.G:は、雑多t，i桜ぬが泌胤されるコンクリ 卜

型枠合板の1童1'"'作業において生かされ、安定したI1U主役続が í!~ られるようになっている。

また、 JA S 1 m合販が使用されていた締造問合板の俊活性能の向J:にも効!J!を発I¥I!して

いる。

3.4. Jェノ ル ・メラミン樹脂I:&';(iJIIJの綬芯耐久性試験

ユリ 7樹脂、メ ラミン樹Uiや J.Lノ ル樹脂などの憎純はホルム γルデヒド系樹脂f韮Zj

剤は水ifの他民lJ!絡があり、 l葺お耐久性に関するデ ーすも数多<!lHiなされている。特に締

造住用途にHlいられる 7"，ノ ル樹脂やメラミン樹anについてはいろいろな角度から後五2

耐久性の試験...~ 1 )が行われ、その性能もかなり切らかになっている。

ノ£ノ ル ・メラミン桜ijlH葺... "tf 1甲jはt再逮1mのm途にもやJmされる可能性があり、このよ

うは変性会行うことによって 、i主将耐久性にいかなる彰符をうえるようになるのか知るこ

とも必要である。

このような級しいi菱沼知jのI&'n耐久性を調べるにあたゥてもっとも問題になることは、

どのような促進劣化ぷ験を行えは主主やかに長問の耐久性能合後定することができるかとい

うことであり、また実用状況に則したデ タが得られるか、ということである。しかし、

現均点、では ζれらの問泌は解明されたとはいえず、 したが勺て災締のゐるIl:uJliJとJt絞し

て極々の促ifJl劣化試験会行う乙とによって耐久性能をI1UEする以外に道はない。

そこで、 12時r:nの述絞点滅試験はもとより、 60.C滋水に 3a.'1F.lH是せきしたのち21時間乾

燥する乾湿くり返しサイジル試験、ぷ沸7)<に4時f[lIi量せきしたのち20時間乾燥するくり返

しサイクル試験、ウ五サ メ タ による促進劣化試験 、および30c.手hの小さなサイズ

にカットした合板を I判面45ffrの角度に傾斜させて隠外に自主i還する脳外縁id試験むどによっ

て、市販のノェノ ル樹脂やメラミン樹脂と比絞して 7ェノ ル ・メラミン樹iil111idJliJの

後者耐久性を!巴i厳しようと試みた。

いずれの試験において bm洋材の際僚がjな樹狐であるラワン材、および特妹な樹穆とし

てカプ ル材をmいて試料合低金作製した。まず60.C温水 ・乾燥くり返し試験による後利
強害保持唱の定化合側3.7に記した。

この結果によると、ラワン合仮のとさはフェノ ル樹脂の I~ Zi強さ保持if1 1ま 40サイクル

後も初期の!1(.(j強さの60%筏伎であり、フェノール ・メラミン樹脂では約50%、メラミン

樹脂では30% 以下という僚主t強さ保符本になった。フェノ ー ル ・ メラミン樹脂は 7~ ノ
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ル樹脂とメラミン樹âil とのほほ中ml (t'~な I~ .v耐久伐を示す結果であ勺た。しかしカプ ル

合板の場合は、 メラミン樹脂の後五行性低 Fは{也の樹胞に比べて市〈、その他の必/ij!'iはほぼ

同事の耐久性i迭を示した。

関3.8 には .(J.~車 ・乾燥 くり返しサイクルによる緩お強さ保持率の変化を示した。この図

によると行樹脂の俊お耐久性能の~がりJ!僚には勺た。ラワン合歓の場合は関3.7 と同級な

鈷梨にな司たが、い 今ぽうカプ ル合仮のときは、 7:<-ノ ル ・メラミン樹目白は 7:<-ノ

ル樹脂よりやや引く劣化する傾向を示した。しかしその劣化のiXdlはメラミン樹脂よりも

7エノ ル樹Rnに近い耐久性能合有する結果であった。

関3.7 および閃3.8 のt'i !l.!の i皇いは、ぷ~処I'Jlの 1m に γ& ノール樹絡の硬化が進む ζ と

に起関していることであり、このことから 7ェノ ル .jラミン樹脂にfEまれるフふ/

ル樹脂成長}の磁化そ 1.分に巡める条件で i霊おすれば、良好な係省耐久性が1~} られるものと

考えられた。

またこれらの結集会総合して.r;えると、メラミン樹脂は100・C近くの高温度において然

劣化が起乙り、そのために綾符耐久性能が7寄しく備なわれる ζ とになる。いっぽうフェノ

ル ・メラミン樹脂の場合、それに合まれる 7ェノ ル樹結成分がメラミン樹脂の然劣化

を縞う役割合栄たしている ζ とがl量制された。

関3.9はウェザ メ タ による促巡劣化ぷ験の結果である。 4この試験では、降雨条件

とLて水を 18分間 λ プレ しており 、カ ポンア クによる費量外線照射的には試料表面は

iOt:近くの温度にi1する。そして120分を 1サイクルとして216時WIの処碍が 1年間の屋

外暴露に相当するといわれている。したが勺てこの条件は泌尿泌せきによる乾綴くり返し

のサイクル試験に頬似している。

しかし、水がλプレ される自主1l:Jは溢水浸せき自主mlとltべて短〈 、IJH1Mまで浸透する

水分が少ないために水の影響は軽微になる。そのため、関3.9の結果そ凶3.7の結果と比

綬すると、ラワン合板のときは初期の Il芯強度の低下が緩やかになり、 3 事n~ のも封胞の桜

:j'J劣化指動は綴似する傾向にな勺た。しかしカプ ール合販の場合は、ま勺たく!Ii!なる劣化

常勤を示しおり、 J.Lノ ル樹脂でI章者した合自立はま11被告!Eじなかったもののi韮♂強度の

低下がも勺とも大きくなり 、i正にメラミン樹脂の僚折劣化がも勺とも緩やかにな勺た。

カプ ル材会フェノ ル樹脂でl1iおしたとき、その木材に合まれる 7エノ ール般などが

7.Lノ ル樹絡の硬化を悩苫するといわれているS¥それゆえフェノ ール倒防の硬化が不

十分である n!fiHtが考えられた。
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またカプ ル材は氷伝どの低分 f物質が浸透しやすい材であることも経験的に知られて

いる。そして試験中に紫外線によゥて表l侃rn板の;明lれや劣化が促進されるといっそう浸透

設がおめられ、、ニれらの抗原肉が，rrなって水の影獲を強く受けたらのと恕われる。

l[;来、 fルカリレゾ ルタイプの 7エノ ル樹脂は氷括主性であり、硬化反応が進む乙と

によ勺てはしめて耐水位が得られるようにはる。したがって艇化か不十分なl):慾では水を

級収してIHl強度が大さく低下するf'j;'['fがある。向織なことは 7;r_ノ ル ・メラミン樹脂

i重δ舟lに合まれるノ A ノール樹脂成分にむよ主汚することであり、フェノ ル樹路成分の硬

化が十分にjjHi'していない滋合は、 凶3.9のような結果がえられることが十分に考えられ

る.

肉3.10には以外lH苦試験の結果を記した。その結果によると 、ラワン合Ifiのとき、 7.r.

/ ~ ル晶lØljは 2 'Fml i進派したのちも絡;n強度がわずかに低下する筏tJtの良好なj妾省耐久性

を示していた。メラミン必uliは 1年目のI.Hi強度の低下はわずかであ勺たが、 2年1mの展

外暴露によって :';'1. 述な i妾.n劣化合.，~していた。それに虫、i して J ふノ ル ・メラミン樹脂は

両樹脂の中|品l的は傾向を示しており、 E並外1loiii2年討には 7 ェノ ール樹ijliにり〈ぐ俊8耐久

践を1"していた。

カプールu'阪の場合は、 j ラミン樹脂が緩やかな11Hi強度の低下を示すのに対してフェ

ノ ル樹路は1loiii初期における11'-lf強度の低下が大きくい。しかし 、 5.H，~ 1年後から 2年

包にかけてはわすかえ~111必強度の低下がみられるに過ぎない。またノエノール ・メラミン

削旨liメラミン樹脂に返い傾向のi婁ZI劣化のゆ動告示した。

ιの極外線id試験の紡*は 、ウ五サ， ;1 7 による促進劣化試験と比べると桜省強度

の数値に左翼がめるものの、谷樹脂と bl喪主}劣化の栄動にm似した傾向が認められた。そ
孔ゆえ、ウェザ メ ナ - ~験によ勺てある筏 1支のw外暴露試験の傾向を推測することが

できると23えられた。

以上の -ili の i起訴劣化試験の~i 巣地、ら 、 フェノ ル ・メラミン樹脂IHi剤は 7エノ ール

樹脂の筏i'1耐久性に及ばないらのの、メラミン俗jijliよりは優れた11i狩耐久性を有すると判

断した。しかし ζの判断には 、その11h7JllJに合まれる 7エノ ル樹脂成分の硬化が巡むこ

とが前縫となる。

践者mのIii!!化Hil;Jiする凶子として|妾筏自主の憎仮合成本があり 、ゥェザ メーターを用

いた促進劣化試験によってIHi耐久性に卦iする 111仮合水事の影将を調べた。その結果を図
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3. 11に認した。、ニの結果は隠さ2.0...のうりン!l1仮を使用した等jヨ3ゾライ合板によゥて

測定したものであり、フェノ ル・メラミン樹路i妻。1111をjlJい、 120・Cの泌皮で2.5分の

然庇条件で綾おしたときのデ タである。

その結果によると、 '1¥板合ポネがれII合水準計の街僚で4%以 Fの場合、 3年初当の主4

ílで緩やかに I~""l強度地、低下する良併な I~ .j'] 耐久性会 ú' する ζ とが示された。。しかし合

水準 7-8%の 11\ 敏を æJU したと占は、 I~~守強度は 11'( 線が]な低 f i:示し、それ以上のH1仮

合水千1のとさは忽滋tJ，1& ol"1鍛伎の低下合11えした。特に'i¥抵記念水準泊、18-20%にはると筏IJ

耐久性が呂しく低Fした。

~含ぷ恨の憎板i: 1.主将すると I~ ~"1 1刊の説 i査が激しく なり、 lti1i k1のj・1みか溺くなると共

に勾・なI.H1泌が形成されはい刊ので、 i妾8耐久性が低下すると~えられている。

そこで、 lti.j']k1・のJ!J.みをJjIJすためには2受付抵を地やすことが必要でみり、そのような対

策をぬすことにより|妾お耐久性を向上させることが"1能になる。関3.12は、 1ェノ ル -

jラミン紛紛i産省1111によりIfl.さ2.O.罰、会水率 4%以下のラワンtl!仮をillいて等原 3プラ

イの合仮H費者し 、そのlti.j"!耐久性をウェザ メ タ により，J~ べた b のである。 その

t古来、 jli~(1111の明付.:li:約15%地加するだけでbI妾省耐久性が向上することが紛らかに示

されている。

これまでのデ タはノェノ ル樹脂とメラミン樹桁とを 3虫、17のJil合で混合した銭狩Jlil

を用いて得たもの Cある。このようは j~ol"Hill は j原料コストが尚くなるため、実朗上は tí J):

の問泌がある。現在市販されているメラミンl妾刀剣に ついて者えると、 ー般にはメラミン

樹脂の-311をユリア樹ijl1におきi負えて係料コスト合 引きドげるみ法がとられている。

そこでメラミン樹脂のうち約30%弱をユリア似桁にれき換え 、 ノェノ ル樹脂 (pF) 

とメラミン樹脂(M f")およびユリア樹脇 (UF)との比ギを 3/5/2として混合した

3 元凶桁 1~ .j']1IIJを試作し、それらの桜お1IIJi:使m しておl一条件で合仮を i主芯して、ウ ェザ

ーメータ による lti.j'] 耐久性試験全行った。'i11bïには隠さ 2.0問、合点尋~ 7 -8 %のラワ

ン!J¥肢をafflした。

その結果会開3.13にぷしたが、乙のねI支のユリア樹脂が似合されるだけで後者強度の低

下が大きくはり、 lti.j']耐久性にl切らかな彫轡がでることがわかった。このような組成の後

着剤になるとユリ 7樹脂の部分がいJtjJに劣化して俊符似の脆弱点、になり、 lti:iラI必全体の耐

久性を引き下げてしまう *S!，I.!になる、と~えられた。
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したがってフェノ ール ・メラミン紛紛陵.((1¥11にはアミノ樹脂系妓近郊lなみの然圧条件で

使用できる特徴があるj瓦而、それそ{史j司して後利耐久性に骨量れた合仮をi聾訴するためには

fj1 ~mの草ib.正から~Zf耐久性にマイナスとなる成分会少しでも排除する乙とが必要である

と共に、lji:l1条件にも厳しいfil'llが必須であること、特に ft1板合成事はフェノール樹脂!重

~開j なみの ljPI' を必~とすることが、以よの試験結果から判明した。そしてこれらの条件

が満たされる乙とによって、かなり綬れたItU'1耐久性がi4Jられることがf!)jらかになった。

4. まとめ

ソェノ ルとホルム fルデヒトのモルit(P/P)、およびメラミンとホルムアルデヒ

ドのモル比(F'/M)を、それぞれ3/1で反応させたのち、 I品j樹脂を泌合するだけで、

熱足首~1í[ 110 -120・C、i斜庄時聞が合仮Ifl_さ 1..あたり0.5分というアミノ樹脂伝みの熱

圧条件で合壁更をi主将できる!葺.(71i1Jになる。

この11i，，'1 "̂Iには JA S特級綬絡に合絡する優れた耐水i主将性能を干まする他に、ユリア樹

脂と手f易に混合して{吏附することができること 、カプ ルなどの渓~~'1性木材にも良聖子な

fj1Zi性をぷすなどの特長がある。

また、この i葺.(71\1)を m いて r~ -I'(した合板を、-; ，にノ ル樹総やメラミン樹脂により i韮47

した合販と比絞して、その!菱沼耐久ttを磁々の促.iIli劣化試験扶により評価した結束、この

1童ñ JllJの n~務耐久性能は 7:<. ノ ル樹脂には及ばないものの、 j ラミン必jjjl1よりは優れて

いることを切らかにした。

しかし、この 7ェノ ル ・ メラミン樹脂 ~71淘j の綴れた IHl耐久性 4告発怖させるために

は、ユリア樹絡などの11i..v耐久性に劣る成分合混合して俊民iしないこと、傍若条件を厳し

く菅即すること、特に!l1暗記念水曜は 7 エノ ル樹絡を使用するときと|司械に管理し、 t分

IJl'1lHMによ勺てl軍将することが必繋であること告示した。
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1.はじめに

合阪の 6~11画に占める原水コ λトの;1)11合は、 60-70%の筏聞にある。滅備に大きなJlI合会

占める阪本コスト会削減することは、合阪のコ λ トダウンのためにもっとも効架のあるみ

法である。

ロ タリ レ λで!ltlいた生'tl仮をol:燥すると、繊維とui交するみ向に収納して'jl仮の

iiJlí!} 本(歩留まり)が減少する。 ζ の乾燥収縮によるIj~仮の歩留まり口 λ は、 35-~O% と

いわれるロ λ'告の ー却を占めるに過ぎない。しかし船板の乾燥ii!'を抑えて乾織収総事告減

少させる乙とによ司て、わずかは数値であるが印仮のn!~}'t! I正向上し、そのうえドライヤ
ーの生産効期を向 tさせるという大占な効来が得られる。

合If>i工場のトライ l'-'C乾燥する 'jl!f，(の‘ド刷会水不と tlllf>iの収総本との関係は肉4.1 に

示すような関係にある。この凶から、例えば、ド民1'11似合水準を 6%として'fjJlgしていたも

のを12%図録に変更すると、 '11仮の収縮率は約1.5 %減少し、 1m'の阪本からは聞のコ

ンクリー卜型枠合阪が0.94枚、すなわちがd lX余分に生座する乙とができる計算になる。

通常、乾燥自主の$1&の平均合水ヰ1~をおめると、 20% を主主える百五会水準 tl!1&の発生率が I匂

加して、 11i芯ーした録にパンクやふくれという緩む不良がゐ11'1する問題点が生ずる結果とな

り、この間組 J点を解決するための !~.;'i}j 法および1章者/111の改良が強〈常まれた。

そこで、まず高合水準ttl仮をi妻都する際に生ずる問主量点の調伐を行うと共に、後者応接

および銭.?1/1lJの改良を行ってその虫、Il誌について仁来的な検討をi'fった。

2. l正量産h'Tl，

2. 1. 試験材料

試験に使用した尚i.'(，.f，.tの持1仮は.!.1lJii近郊の合板℃織で生産されたものを入手した。そし

て鉱験に際して実験"î!における rl1l&~水彩の滅 寺町は 、所定供の水を持1&にスプレーしたの

ち、ポリエチレン袋内に密封してit坐し、;以般の前に、再度、電気低liL式の水分計 (Kctt

裂)によゥて合水i，flの硲認を!Tった。

後.nJ'll1には、市販のメラミン ・ユリア紛nlJおよびユリア樹絡をmい、l1'lr.1.1llJには主に合
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仮工場でul!fflしている小友永ち}や米粉を朗いた。

さらに 1~ .j'fJ'ílJの改良にはて決 j自の尿袋、メラミンやホルマリンなどを使用し、耳正綴l)に

J~されたJx応 )i法に叩l悔して樹絡会合成した。

なお、本ilの試験に使Jljした媛ね苅jの洋納を以下に，1eした。

( 1 )ユリア樹脂

そE年!l泊より什i販されている合阪府ユリア樹脂緩lUllJ U L 0 0 2を使用した。

( 2 )ユリア・メラミン樹脂

~~王手製油製より市販されている合Ib(fIJメラミン ・ ユリア樹脂後 :;'1J'ilJ M L -0 3 1 

の100・自主I郎と合阪府ユリア樹脂桜71i'llJ UL 002の50illhl昔日と会均一に混合

したらのを使用した。

( 3 )メラ ミン ・ユリ n討粉

号:'-t手製油製より rnJ訴されている合板周メラミン・ユ 1)7樹路傍若J'ilJML-03l 

ならびにML 0" 4とを使用した。

( 4) i沼紛合度樹脂

i賞作線、辺派冷却器そ付した 宅つ口 7ラλコにホルムアルデヒド [FJと尿ポ [U] 

とのモル比 (iF1/[U])が2.0となるようにホルマリンと段状尿系を加え、続い

て10%カセイソ ・ダ水浴泌を反応液の p11がp11試験紙の指示飽で約7.0となるように

加える。さらに25%アン毛ニア水を尿議の 1%相当役1加えてから水浴僧上によ勺て反応

液の泌皮を80.Cまで上昇させる。 i叶温度で30分間加熱したのち10%ギ酸水溶液によって

反応縦pIlが pHぷ験紙のt告示Ilf(で4.3前後になるよう調獲して約30分反応し、さらに10

%カセイソ ダJicit1lf主で反応液pllを4.5に調祭してー二次尿系を加えてモル比を1.75とし

て反応を続ける。反応減給度が80.CjlJi車時の粘j交の1Oll~ にな勺たときに再度 10% カセイ

ソ ー ダ水浴泌を加えて反応滋pllが7.5 となるように J~絡し、ただちに 7言語品まで冷却を行

つ。このようなみ訟によ勺て1!Jた4削日液をElj縮会樹ijl.lIJZ1J'i1Jとして使mした。

2.2.然圧時の後将際溢r.aの調11)主

含}j('軒が11-14%および25-30%となるように調縦したI吹き2.5閥、 30cI平方のサイズ

にカットした南洋材111阪を使用した。その 5&の1.111互に俊liJ'ilJを約330g/・=の:'111合で塗付

しながらEi.いにその繊維Jj向が111交するようにlTiね、センターコアの中央部に然m長lを締
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人して30分mJi反任総をした。つぎに仮圧締した '11板の~VM 体を温度がそれぞれ 120 "cおよ

び145"cに保持された実験室mのホットプレスにNl入して10Kg/c.'の圧力で然庄そ行っ
た.その際、熱庄中に時間と共に変化するおI.!lを測定した。

2.3. 合仮の I~ll強さ試験b・ 2企

合仮のI.Hi条件についてはは験結集と共に記した。また合板の後~'í 強さ.ht験β 法は J A 

S 普通合板試験itに;己破する I頬および2組合板の試験itに慾じた。しかし、試験を促進

するために、 JAS11Ji合板の試験に示す:?:t沸くり返し試験にそ予 4 て、簡便的な}5'rl;とし

て，有線水に 4~fl泊泌せきしたのちに lB' ll強さの調J~ i: íf うみ訟も採朋した.

3. 試験結果および~~

3. 1. jrr，合水率m板IB'芯時のIJZ1J朽の感動

3. 1. 1. ~ 11 1M粘皮および濃度の変化

B.G.rrcc.an らは、常溢硬化l¥'HJm¥HIflいて種々の木材をIB'.aし、そのII芯j必の粘殴:準

動を測定している"。その結果から、 lil板に桜才i1'i1Jを塗付したとき、 IlZ1J"i1Jに合まれる水

やメタノールなどの浴剤が木材内6i!へ吸収鉱散されてIHJ庖の濃度上昇が起こることを示

している。また、 銀聞は、合板}葺.j'，'J"iIJを合水車のnなる噌仮へ塗付し、 1壷11庖の脱水i車m:
を測定して、その巡Iltが tl1~正合水率によゥて J干しく途ってくることを示している 31. 特に

20%以上の含水率の fjl 依.に~:;_'11'í1J をき聖付したとき、~{1阪の浪度がほとんど上昇しないこ

とから、商会水事 fl\阪を i主将したときに j主主1 1'íIJ のち~~が激しく起、ニり、均ーな践者向zi が形

成されないことが)'.~!された。

そこで、はしめに合板を}費者する際と Jñl械な ~I合でユリア樹脂、およびメラミン ・ ユリ

ア樹絡にそれぞれ小必粉、水や面E化1'iI1をIJUえて糊泌を減合し、説話主上で温度を I.C/min.

の割合で上昇させ、そのときの糊主主粘1俊の変化を B~粧i度計でill跡した。

その結袋、滋&の上昇と共に車場泌総l交は低 Fして行〈。そして40・Cを越えた昨年点で、逆

に糊液粘&はヒ好に転ずる ιとがやIJUjjした。品A&1::対的のF樹液粘JJ!'の低下は、ユリア樹脂

に比べてメラミン ・ユリア樹脂のゐーが手干しくなる乙とが切らかになった。

総括主温度が上昇するにしたがって紛絡の硬化反応が少しずつ浴み、糊液粘I.!lがおくなる

はずであるが、温度による低紘l変化を納うことができず、全体的に給Ilt低下告示す。しか
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(.. 4O"C以 1:の溢J.a.I:はると、 Ji'lJ. AlJとして加えた小ぷ紛の膨初および糊化がはじまり、 A

L い t曹鮎効照合 ;J~ すため、 糊議全体としても給m:の急持告示す. 乙のt骨粘効!且と It.n1M 

の ~Ullr化が"t7AlIの満浸.iAi: JJ)此して、安定した緩活性を付うするものと巧えられる.

したがって、従符貯の滋IIl.l:討が期怖されにくい含ホヨド20"以 tの河合水;Y.If1阪の1喜符

においては、 IHJ剣の過1Iの泌込合仰える‘ニとがむずかしく、さらにIt.nJIllh、ノラ ミン ・

ユリ 7樹脂のijjf¥' 1.1 Il符AlJの泌泌防止の対策がい今そうiJi要になることが名えられた.

3. 1.2. JfI f，t ，̂Jの効瓜

関4.2.の弘渋からJiIIfJ.mの:'[(泌f'tが明らかにな司た。乙の試験において使mした小ム紛
はすンパクnと戸ンプン会合んでいる.そのうちタンパク貨には、然1-受けると;s:件し ζ

ゲル化1る1'1'，'!がある. iたi基1iAlJ に ~l れるホルムアルヂヒドと b反応してゲル化合 i厄

il!.するため九、加熱μ.1:勺てl何1仇作JrJと耐ぷ性を付写する乙とが期待占れる'¥

ぃ、11うfン1/は、加納によ ，.c デノプン鈴子治、~籾 し、 60-70・C の溢JQ 'C f!L ，-がhlJ

1費して糊化Lて本的1'1の糊ド 変わる』¥それゆえデンプンは均給効*を不すものの、 湖化

する ι とによ~ .c *1 *1& n性能か低下する欠点が考えられる.そのため河合水市Jl¥1bcの!喜

i.H 与えた制合、 "1'7111にホが，J;< (r {fするために、治安JIljのデノプン 1<1糊イとまで.dlむ可

能性があり " ，それがI.l~ホ収 'It!1iの1蔓荷役能を低下させる一閃にもなる.

その..J能性をii認するために、めらかじめアルファ化したデンゾノを地盤F刊に使用した

!l {'J ，̂J糊政令調合し、埼々のf¥水:._:に凋i1lした 'it援を用いて合阪をIHJし、そのIHI始。

を測定した. その *IJj~~争 点4 . 1.にEどした. その結央では、 7Jt-7 '7化した T/ゾンi:li'i

量測に使m寸ると、民f¥ホ t'11政による合板ととさは、切らかに後荷役能i:!I¥fさせる乙
とが刊号1した.

この結決から、耐穴水:t~ /j\敏の l皇符に際してはlß~mの選択にむ i・分配信寸る必定があ

ることがわか『た.

3. 1. 3. I~ .i"! 1Mの溢Ilr変化

合阪会然応Ifa'lofると占、然政からもっと b泣い{1Jt深It.n応の泌1立変化を匁lる-.eによ、
て然庄町mJ'を;;Jl:iU4いることが Cさる。

そこで、州々の fç 水市の '1\駄を使用して ':'i1'!. 5 プライ合板を熱LE するとき、合lIXの À~7W

IHi胞の[1'心部に然T目刈令l市人し Cその郎会}の話通度変化を測定した.その結果会関4.3.に
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まとめて4己した。

この閣は、~水準 I I-I~% 、および25-30%の明阪を使用した 12.5nF.!:さの等1'}: 5プラ

イ合仮について訓べた結果であるが、合水恨のi勾い鋭敏を然圧すると、 IHi熔の溢m:は1)(

分の気化然により熱を1草われて絞1睡な溢I交I:fl.を示す乙とがIYJらかになった。

通常の合lIi1の I~.(fに使用されているところの120-Cの部度で熱圧したとき、および然1王

極度の影宇警告明篠に杷 i録するために行ゥた 1~5 .cでの然LEの場合について調べた給然、 Ij!

援会水準が25-30%になると、然L1:温度を145・Cにおめもf晶深綾，li婦のiJ.¥m:は80-90・Cに
到迭するに過ぎないことが縫必された。

これらの電It;tfから、 t句会水4i111阪を1妄17するときは、然不足によ勺てtfi.i'l舟jの硬化反応

が卜分によ臨んでいはいιとか Iユ怨された。

3 . 1. 4.~話会水中 (11 智正の I~ -t"fに関する.Jtえん

ílij えE の th尽をもとに r13合点唱 rilltii を l韮おしたときの I~ :j'i筋には、後者mの過度の浸透、

lti δ泌におけるお』本性成分の.ÎfI}Jll、 i~~~~jの硬化不足などの現象がおこり、それらの原図

によ勺てその~.n性能が低下することが与えられた。

そのためにお合ポ事.!ll阪会使用する場合、次のような諸点そ考慮した対応演をとるのが

溺当との~えに交った。

( 1) !主将J'ilJの硬化促池、糊p俊粘1交の上舛などによりI.HiI刊の過度の浸透を防止する。

( 2) .ifl f古河jには、 }JU;終によ勺て耐水性泊、約すタンパク資系のものをーとに使j持する。

( 3) I菱石腕の水分を速やかに鉱散させる )j法をとるか、あるいはtHi院の残存水分が適

iEi止まで減少したとことで然}王俊ZH:irう。

このような仮定のもとに荷!々の対応策そ検討し、その{了効性をおべた。

3.2.11111記念ノk唱のバラツキ減少

沼会水 r~!111 Itiiのltidを検討する究極の口1)'1は、 ドライヤ _，)U量能力とlillli1~長留まりの向

上であり、その結果合仮 E場の生elit主を高めてコストを低減すると ζ ろにある。そのため

に、まず乾燥自主における IUIIi1含水併のバラツキの実態について、二区際に工場に設ぼされて

いる連続ドライヤー設備を使用して試験をiiった。

その調査httは、‘rd句合水市約 8%を目標に隠さ 2.5..の1il仮の乾燥作業を行ゥている

通常の条件から5001:1の試事iをL主主取り、全乾訟によって合水準を測定することによるも
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ので、その分布状!!1Jを調べた。続いて、ド匙j合水準を 2%高める周波で舵繰越J支を変え、そ

のときの~p.11記念泉市の分.{fjを調べて、両行の結果を比鮫した。

会水率調査の総決は1i'44.4.に示したが、唱E燥速度が88・/削nのとき、 tll越正合水準の平

均航は8.3%であった。そして合水中が 8%以ドの'n板の比'flは全体の45%となり、また
含水準が23%以上のお合成本の'11&は約 3%のltヰ1にはった。

品:に乾繰主主Ill'を10.4・1mi n.にi選めて乾燥すると、 '11板合成，f!の、'f均値は 12.4%となり、
会水E巨が8%以下の'11阪の比唱は25%に減少した。しかし合ホヰ3が23%以上のお含水率引

板の比't!は 8%に納刷Iして、かっ30%以上の合成準のものも若干みられるようにはった。

乾燥後の喰阪会水準のバラツキは、生Ijt仮時の初期fE水中、木材の比ill"¥'>組I成のz!、ト

ライヤ ー の t荷造的~図はどによって生し、一般に 'J'. j勾合水準金 i尽くするとそのバラツキは

火きくなる傾向があり.， ，今凶の以験においても向織な結果になゥた。また乾燥後に tl1仮

をj量約紋位することによって含水摘のバラツキは小さくなり均句化してくるので、乾燥し

た市仮は斗~U はいしは 1 日段目E般信してからafilすることが勧められている 4 .

佐久間らは合板工h誌における現場デ タを分析し、パンクやふくれが発生する含水市限

界を24% とし、それ以上の河合水準部分のt主催から計~して、パン少やふくれの発生併が

実際作業で生じたパンクやふくれの発生帯とほぼ一致すると報告している円。

関4.4.の結!某から計算すると、宇佐j合成<tlが約 4%おくなることによ勺てパンクやふく

れの発注する危険工事はー殺に 2-31:11に地加する ζ とにた五る。そのようは危険性を紡止す

るために、パンジやふくれを生ずる限界A本市に近い'11仮は丙乾燥などの処むをとること

が必要である。

さらに吃燥速度合法めることによって生ずる t司会水中係分は 、多くの場合、 q¥鋲全l耐に

わたっているというよりもウェット λポットになっていることが鋭験的に知られている。

このウ .Lツトスポットは放位すると周辺に吸収されて消放しやすいので、 !jl仮は、乾燥後

に!i積し、合水準のバラツキ会均一化してから役!Jtlする配臓が必裂である。

3.3合水準のwなる 111担互の剥1み合わせによるt章者法

一般に合仮を熱圧するとさ、水分は'&II耐から合板内鶴iへ移動する。それゆえ4昼前!11仮の

合成本は相当if5くても、内旅の ljl.1I互に怠るほど低い含水彩にすることによ勺てパンクやふ

くれを生じにくい傾向がある。特に見守L、'11仮の 5プライ以上の多対1膏成か らなる合仮の場

合では、iIJl1.¥"の条件でもl安打併の水分などが然AS寺に.，.心感へ移動するので、パンク会生
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じやすく、そのためセンタ コアには乾燥した巾絞を{史mせねばならはい。
これらの事実は経験的に匁lられているものであり、その確認をすべ〈、心仮'j1仮とぷ誕

の 21i首J:ìl.l!互の合水場合制々剥iみのわせてご草原 3 プライ合板を I~;;'lし、それらの緩む主主さを

測定した。その結果を表4.2.に示したが、 I_&71211さは全般的に低J!Iなll(fliiであった。

この試験においては、 j}_而'1¥tbiあるいは心板'j1仮のいずれか -}jの合水準をi留めたとさ

に綾~1強さがlJtドする傾向はほぼ溺似した結裂になった。しかし、1([函矧板 1;1: 2腕存在す

るために 、.&uiPlt tbiの合点本を苅める ζ とにより 、i主7mの合阪に含まれる水分は心仮俗

世記の合水準を高めたとさより多くなるはずである。この乙とを考慮すると、.&i1ii!iHl正の会

水準は心仮1i11i正に比べてi主n強さに与える修空軍は少ない、という乙とができる。
|菱沼強度に対する tj¥仮f可水i.f3の1影鍔を検討したj.;j本らの報告ドや、野崎らの綴LL・?，によ

ると、心仮明智正のft氷ヰ1のゐがI.lH1強度ヘホ;きな影響4をうえると述べており、コ手1?3プラ

イ合仮について行った今回の試験結果もそれらの報告と同じような結梁がi~1 られたと判断

される。おそらく '11仮借 b.xによ勺てさらに iijj 砿な傾向が i~j られるものと忽われる。

u.ホッ トIj111互のやIffiOdl!

ホットされ板とは、乾燥的に冷却か不 1-分でまだ余熱をfjする'tl仮という。気温がおいIl.

mによくみられる現象であり、 lfizi lllJのプレキュアなとの係閣になる。
高含水準tn l!正を i喜 :li するときは、 i主 ~'í JíVHこ残l7-するぷ分む多〈、 l妾-ûJllJ の硬化反応点、i1li

行しにくい状況にある IC 1 。また j主計}許・ノド分の本HI付告Iiへの鉱倣 bi，品lJl:によって促進され

る， 11 。

このような事実会 考慮すると、 'it板温度を苅くしておけば、合水準のバラツキ会速やか

に減少させることができるのみはらず、 l藍.lir;1の脱水を促滋しかっ水分による緩芯fi11の碩j

Itの溢れを防止できるは喧である、とJ7えられた。さらには、時1仮加熱に11する然エネル

ギーを節約できるためにホットプレ λの熱エネルギ 金銭.:u1llJの硬化反応にイ】'効にや1mで

きる可能性もある。

そこで、紛々の合*唱に調湿した'i1仮そポリエチレン袋に密封して筒泌:mに入れて所定

のiI.l度に保指した。このようなゐ訟によって，鴻製した儲j支の5'ilf.i:る単仮をfliいてユリ 7-1:¥l

i旨やメラミン ・ユリア樹総I.Hi'JIlJを使間して合板.H&'l'i.し、そのi喜.n強さを測定した。
その際に、 1妾.:uJIlIを塗Hしコ ルドプレスで所定時間仮FE締したのちに、ポリエチレン

袋に密封したままふたたびi豆温誌に 1-5自主開放流して 、放立時間によるI.N'i強!さの変化
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をJ唱ベた。その結集会側4.5.および凶4.6.に犯した。関4.5.はユリ n封総i主.(;~J による結

泉であり 、関4.6.はメラミン ・ユリア似脂i霊行1ilJによる!tt~品である。

ユリア樹脂綾部1ilJi:liJ1Jしたときのfii.mでは、 111板合水曜が10-12%で17;溢の1:11仮では
長時間の放i也会行っても殴δ強さの低下は少なく、刊1仮面にき色付された接:;'iJ¥l1があまり変

化していないことが惟測された。しかるに tl1l!正治!交が50・Cになると長崎fllJ欣位するにした

が勺て}菱沼強さは低 Fし、放波中における緩i11ilJの硬化が進行していることb、示された。

しかし含7比率が18-20%のri¥桜そ使何したときは、常温 1j1板および50'Cのホット単板の

いずれの場合も 1~~"Hjl さに対する欽 i虚偽I1Uの影轡はみられなく必り 、 特にホット時1板を使

mした合H買をi長特ru11iJ(j7l したときの J~.jラ強さは、合水準が低い銅板を使用したときよりも

おい値を示し、ホット Ijl.板によるj哲Hをした効mが必められた。

またメラミノ ・ ユリア樹脂 J~ :i'lfill を使用したときの結集では、1(，話~111板についてはその

含水平の多少にかかわらず|主将強さに対する倣ぼ均l切の彬容は認められなか勺た。しかし

ホット '11仮をJilいた滋合は政沼崎!制品、 3iI寺!日i以 kにえEると l!i.(;強さのltIiIJ、ゑ激に低 Fする

傾向を示した。また合7l<i:flが~古い卦1 阪になるほと1íJ(iu' s与 l却の~持は大きくなり、この場合

li期待した鮎!誌が1.1られなか勺た。

ホット時H!正の効果に対するユリア樹脂およびメラミン ・ユリア樹脂後者J¥lIの相反する結

梁は、後4守1il1の性質の Il!によるものと二号えられる。す伝わちユリア倒防は比鮫的低鼠皮下

において樹絡の硬化liJe;1J、緩やかに滋行するのに弁iして、 jラミン ・ユリ 7t首脳は低泌度

におけるゲル化的r:自由、緩めて長〈、その硬化反応の進行はIU:Ii寺できないため Cある。

そのため、ユリ Y副総の場合は 、ホット 111.政ーの手IJHIによ勺て波打1ilJの硬化促進の効果か

絞られ、長いh主ii'1:&.'1 r.aにより i主JTf強さの紛がI河ヒする傾向を示した。
それに対してメラミン ・ユリア樹総後必斉1Iのi長合は、ホット !I!仮の{史mによってi童お応
の鈷I.J(が低下し、そのために長い時間放はしている仰にI1.'Zf1ilJが木材内部へ浸透していっ

たものと考えられた.メラミン ・ユリア樹HU1~~'lfillのゆ合は、ホァト m仮の手IJJ刊が逆効果

になったことが判明した。

以よの*àj!からユリ 7 樹脂 i葺 ~VI 1ilI をIíl!倒した場合に般白川 l百lの効 mが認められた。

そこで結果を再確認するために、会7l<~匹が'Jol なる tjl 仮を m いて l~lf 1ilJ を後 {寸、仮FE織し

たのちに階級欽iliして、所定時間を経過したあとに然圧し 、，uられた合板のi主71強さを'1Iii1
定して機般政前の影管を調べた。そのがi~ は凶4. 7. および関4. 8. にまでめて記した。
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これらの tJ，果より 、 二名前下にてJ1~綴bXio'iしたときでも合水準の向い惟板を{止:mしたとさ
は縫自由飲i[iを行うことによ勺てIft.?l強さのli1iはわずかながらも向上する傾向がみられた。

また、50・C下にJ1Ui'i欽ii1することによ勺てその効浪はより 1!fI鮫になる乙とから、ユリア樹

脂修正~1J明J1:-mいて尚含水指'11仮を後れする隊には、必ずJ1t.t，Vi主何時IllJをとるようにして1ft
(1することが必91でおるとの結;治会i!iた。

3.5. I喜行部jの改良

河合*ff.l'11板のIl~'1に際して)l-!也すべきことは 、 liij 主fi したように、!童-ûm縦波の給IJ(を

おめることであり、 11-u1ilJに含まれる綴水性の成分会減らすこと、および銭;j'ifillの綬イヒを

促進するなどの;r，点である。 t包含水ヰlljl 仮 ml~ :n fiiJ'を a討するに際しても、これらの務点

を組み込んで銭δ阪から木材内昔話へ浸透今しにくい縦脳会与えることが必喫である。

このような l~i'1 filJ に求められる'i!I伶を泌たすには、日韓詰合 gr の樹脂にすればよい。 ー般

にユリア樹脂の総合J交をおめると、縦波に配合したときに地粘しやすく、また水語通初性が

低下するので水との鋭利性会/1)'さえることができる。

そこで、次にぷすゐ法によ勺てユリア樹脂を合成し、河合本寺lt~ l!互に対する 1:&-i'I性会検

討した。

すなわち、十健作者葉、ii1i1.i冷去ili!'.>1:-備えた三つ[J7ラλコに41%狼皮の不ルマリンと尿~

を、ホルム rルデヒド [F)と尿ぷ[U ]とのモルlt([F]/[U))が2.0と江るよ

うな 1開会で配合し、 i:;l 水浴でlJu然して、まずアリカリ性下でが~30-60分 n日付加1反応を行わ

せた。なお、アルカリ反応する Ul，jijにあらかしめ反応縦の給J立{初期i粘JJOを抱.JJ:Eして、
粘m'の測定によって樹ij[i液の反応TIIlIli-行勺た。

縫いて反応}伎を様性にして縮合反応を ii わせ、反応液の~j立・が M l!JJ 紡 l度の 5 倍 liij後にitJ

~したとき、必干のアルカリ蝕総とlit<系金加えてホルムアルデヒドとのモル比 ([f) / 

[U 1 ) 1:-1.85純度にJUif して反応を続けた。そして反応減給 l交が ~JJj締結i交の約10倍になっ

たとき、反応被告中拘し、たたちに宅i:;li5;くまで冷却してお縮合JJ[樹防とした。

このユリア樹脂液1;1.、外観 tは臼色の手Li崎被になっていて、 J1 S K 6802に規定する

樹脂の水波布1性は約0.5 倍程度でみる。この晶jij旨液は洗浄伎がJぷくて 、 そのままでは I~お

1刊として利用できないが、これに市販のユリア樹脂後.{1fiijを10-20%添加lすることにより

洗浄性が改訴され、商会水平!11仮のi長打に適した11i:(1fiiJがi専られることがわかった。

はお、樹脂の反』正、については 、あらかじめ組々の予備試験を行い 、その*Ii果、iiil.i(sのよ
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うな反応処 Jらが~)Êされた。

関4.9.I土、乙こで試作したf妻都知!と一般に市販のユリア樹ijlH裏打邦jとを比鮫して、商会

水準!~板による fT仮を|童心し、その 11Ui性能を測定した結果である。

現在 般に市販されているユリア樹脂 ~n J'il1 は、合水事 8 -10%の111阪をI1iZiーしたとき

にbうとも尚いi毒n強さのがiを示す。そして111仮合水市がizIくなると!葺行性能は低下し、

20%以 kの合水唱の II1It>1では低調な IH1 強度しか ~f:;' さはい。

しかし、lIij述のん伐によゥてi!jたユリ r樹脂 i主将知iでは、五~úii(品販の合水場合 10-12%

にしたとき 、心板111阪の合水唱がおよそ25-30%でも高いIHi強さの偵を示し、高合成準

I~ 仮の!主 lf に越していることが i切らかには勺た。

さらに引さ続いてこの処みによる i主将J'iIIを大紋に試作して、合!fi工場において実際に試

験を行った。その鮎且!Iまぶ4.3.にぷしたごとく、おい合J主権の中仮に対しても後れたf妾n
性能を示すことが i~lEi測された。

" .まとめ

以k、尚tE水平111阪に対する 11i.(j)j t)，についての検品、jをiiった。まずはしめにお12水不
lìl l!Xを使用して I~ðするときの lt<;jj;k1のや動について俄測し、ずf効な対応;誌を検討した。

乾燥時に111仮の平均合水本をおいtl僚に設定すると、合水準のバラツキが大さくなるこ

とをぷし、限界をEIlえる会ノド本の Ijllt>1は f1i乾燥なとの処立が必饗でゐる乙とそ述べた。

続いて!主将条件により改』与するみは・について検 ~.I し、 i妻イ白蛇i の残仔水分が!喜lf ì'ill の硬化

速度や ;>l~査に i彩轡をうえることから、 11i 1'1泌が分をコントロ ー ルする桜 .{~条件の改持 )j 泌

を従来した。

さらに後行/1':*分の彫轡i:受けにくいユリ f樹脂!主将1ilIの改良について検討し、実際の

E滋試験によ勺てその効果令:疋必した。

ζれらの・i車の対応策により俗語正の乾土地そ少しでもiIEい会尿病口阪に設定して作業念行

い、合板工場の吃繰能力の向上、 f主席I't.の向上、および111板歩留まりの向上により 、より

おい経涜伎の合板を生践することを期待したい。
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切iさ

l~1f~f'l: 材 ラワン O.6mm+ 1. 4mlll +0. 61ll11l 
表lil'll仮の合'** IO~J2!'6 

化合;内合ノ'JOli板JIIユリア|占111行 loo;;g
小公務) 12" 
米 l5) 7 .， 
b正案 2 .， 

~ 15" 
且Uじアソモエウム粉末 0.5" 

~(.I .m:・ 225g /900clI1' 
冷fI-:: JOkg/cllI'. 15分
熱 IE: J 20'C. lOkg/clll'. 60f生
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;&4. 3. ìlo~j 合 l/<. 本 fjl.阪の l主 .{'!に関する;.!.liE試験結*

I~ :n i'ilJの絹Mi r附償問JI 改良された UF l:tiii1ilJ 

w仮合J島市 (KCII紛ω
10・ 12 10 -12 10‘ 12 10 -12 

心仮11¥仮(%) 10 -15 25、30 20‘ 30 25・30

常態 手均的 12.2(77) 14.4(96) 14.0(97) 13.1(93) 

i主将強さ 9.6 -16. 0 10.6‘ 18.6 10.0、216 9.6・ 16.6

( Kg(/c・，) (20)、(100) (60)・(100) (80)・(100) (70)、(100)
必冷水 .'l< ~Jillî 

|〈
12.8(24) 13.6(42) 

i妻」守強さ 5.9‘ 16.2 8. 1、17.4 8.9 ‘ 18.5 

( Kgflcm" ) (0) ‘ (30) (0) 句 (90) (0) ‘ (90) 

一一一
製品会水準(%) が~13 13 -15 14 -15 

(i上)俊，，"'1強さ，上段は平均il!i(n-24)、革E聞は級小{直 - j波大館、

カッコ内は，f.:&度不(%) 

援お条件;

合!.id韓bX ，0.6.. サ1.42u+0.6園田、 3 x 6}，;サイズ

援iHllJ配合，;l.リア必jJjl'i隠れlllJ 340 Kg 

小 d従事) 50 

米ち，) 25 

水 60 • 

f>1iX尿2位 7 • 

j語化アンモニウム 1.7 

.~HIJ 253 - 275 g/m' (両I函後十t)

仮陀締 ; 9 Kg/c聞2

然圧条件 ; IIO.C、 8Kg/c.'、 55抄 、
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第三~ 5 "'1';-'ぞ 助・品t~守 J十反の j袈:{?における Jj1 ;t反~ノk ヰ4

α::> l;t多色~

しは じめに

;帽}主材が rh く利J1Jè'tれるようにな〉てからヒラテキケイムンなどによる虫宵が i勾~とな

り、f'ì~や事~.u，r"の ~h'1，処1'11が必喫になってきた。日月初 .18 1ドに林野庁より「おんff.広三5
4司材写の ~Jj.!R主1.1:1'苦笑総喫l1iJがH1占れ、パネルメ カ や、プレハノメ カ などを中心

に紡虫処I'~に対するrIIl心か発くなりている。

合板の防虫処l'v.にtlIlしでは、幼虫剤!を fl1板や合従に会必ずるhi)，や、}者kil1Jに防虫剤そ

浪人し E処湾!する hiJiむと・がある。特!lIJな設備令必要とせず、また現t干の合板利治て符で

d坊に'主席でさることから 、後必のM士・が・般ftしつつあるように見受けられる。

しかし 、防虫剤J1-慢1'i J'ilJ に混入した場合に、合阪の中に合 H 占ねる~斉IJf.iそil・6軍に測定

することがむずかしく、おJEが緩めて大きいという日j泌がある。その双山は a 般に1毛布部i

によって防虫集責IJが包み込まれてしまうためと考えられている。

そこで、防虫j1filJとして少ロルヂンを使mして防虫PI僚を製造するh'rf.について緑々倹
討をしてきたが、その治混で、 IH1 時の f桂 ItU~*;がと.l~;I~効果との悩j に興妹ある関係を見

出したので、以下にその粘1長そ報告し、幼虫処l'v.にl刻する参考に供した次第である。

この結梨は、?担仮合*郁の高い~~仮i-JlJいて終析する倹討をii'-，ている 際に Q.H1された

らのであり、，237ミ*.範明板の1婁1'(を行う擦の・つの特長であるcJ';える。

2. ~正科およびぷ験 Jj扶

2. 1.使用した紛虫1，iiJ'ilJ

合板のめ虫処里Eには械々の':ieJ'il!がueIlJきれている。しかし、持者J'ilJに泌人して防虫処理

する与法では、 i妻。J'ilJへの影将が少はい、ニ J士、只気や人体に士、jする毒性がゆえtいことなど

の条件があって 、 佼Hlされる長~J'ilJ の舗 怒iが限定されてくる。

モζで、これらの条件にかなって 、かつ殺虫効!品がよいことのJ'j!白から 、クロルデンを

使用することにした。

合ロルデンは米凶のベルシコ ル悦で旬遣されたj反体そ愉人して、音量J'ilJメ カ 各aが
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~性の疑いがあることから市販は中止されているが、合板の防虫処IIIが ifわれた初期にお

いて各社から市販されていたクロルデン系防虫剤は、ク口ルデン似体の浪度が60-80%に

Uうているものが多かった。

この試験においては、t}j!.l!薬剤として日本政栄(紘}で調合したj反体濃度70%のもの 2

縫飯を試料とした。

2.2防虫台紙の桜{I

あらかしめ合水場を1854抵抗式ポ分針の討す示自立が4%以下、および11-12%となるよう

に誠滋したj事さ 3..のラワン!jl.仮(気乾比必 約0.46)をmぃ、次の条件によって厚さが

9..、30c.x 30c.サイス'の-;;;1以3プライ防虫合阪をi葺-l1した。

1~ :nJ'ílI 5:合ー ぷ5.1.のとおり

喰付r.t: 38阜/900c.2 (217iZ1)ci) 

仮 l王線 圧力10Xg/c.'、時間15分

然 花:圧力10Kg/clI'、縦JJl:120 .C、時WI4分30抄

ポ5.1.の I~i11¥111i!合のうち、 NO.IおよびNo.3の化合は糊被小のクロルデン合有{誌が0.78

%となり、 110.2とNO.4の配合では糊液中のクロルデン代行. .!が1.54 %となる。したがって

クロルデンの添加f.tは合板ril!iL存続あたり363&/ド、および720g/.'の計算滋に相当して

いる。

このような条件で様おした合似合約 1かJ1I:l1室内にh主流したのち、試料合壁互の対111線上

に、関5.1.に示すごとく、 3今所より 1CII X 2 c・の大主さのテ λ トピ ースを切りH1し、 7

ロルデン合干I肢の)Ef誌を行ゥた。

2.3.クロルデン合行1置の定情

測定tこi共したら式料合仮は、 t韓首記念水帯、クロルデン薬剤の械類、ならびに添加IQをそれ

ぞれ2水都ずつにとって後おしたものでめる。

sU事l合桜より切り取った 1Cm X 2 CIIの人・きさのテ λ トピース念、カッタ ナイ?を用

いて関5.2.のごとく銅板帰の中心誠にそゥて切断し、さらに谷区分ごとに紹iかい削片状に

削勺た。各区分ごとにまとめられた町11片は、金貨を))11々 の200mI f;・共怜{寸き三j1lフラスコ

に入れ、ついでメタノ ル10・t、およびノルマルヘキサン50・tを加えて15分間援とうして
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クロルデンの抽出合行った。

そして、 4時制以上そのまま欣{ぼしたのち、蒸溜水50・tを加えて10分間娠とうし、その
後ノルマルヘキサンlf1を取り lliして、そのゆに含まれるクロルデンfi!i:次の条件によるガ

λクロマ トグラ γィ によって測定した。

f!お、クロルデンのlIlI出に供した試料開t片は、;ri1、第 411'1についてはが，，0.15耳、 2再2

および買i3悩については約O.30gである。

ガスヲロマトグラフィ の条件

プi スクロマトグラフ淡町 .1;:lTl!~作所GC 6i¥M 

カラム

先焼却j

+ャリ fガス

カラム温度

法人$、検出部品品I支

ぷ料の注入:!il

検出Z.I・

1 m x 3・m骨のカ'ラスカラム
シリコ ンSE 30~を 3% コ チィングしたガスク口 一

ムQ

宝系jiス、圧力 2 Kg/CD‘ 

220・c

240・c
2.， 
E. C. D.、t.lN i、10.C

検tU患の作成はみ〈のみ法・によ勺た。すなわち、夕日ルデン似体をノルマルヘキサンに角寺

島干し、浪疫の ']Ui. る係継続}低金，~lI製した。その 2 ， 1 をIiってガ λ クロマトグラ 7 に注入し

て、リテンションタイム約6分のとこらに現れるほ尚ピ クのべ -_.l"ラインよりの高さを

測定して阿5.3. のごとき検 t，t~ 合作成した。

己の検liH患を矧いてテストピ λ のお例区分に合まれるク口ルデンのJEr.!を行った。さ

らに各賠K分のク口ルデン検出 t苫を1M!p:して、合仮の111仙存続あたりのクロルデン合作扱

とした。

3. !正重量結*と考察

4級王日の糊減配合でi主将した合仮に合まれるクロルデンの，;1'P:抗、災担Ijfili、およ びHn:

Iiiと実証~)fl直の百分$比(以下これそ問収不という)会炎5.2. に 示した。

会阪のfUt世?寺町iに合まれ るク μ ルデンは363g/・3 、およ び720g/ドとなるが、表5.2.の
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結果によると 、測定によって求められたク口ルデン庇は、 11A1;1するときにel!J.llした朗自正の

含水'f!によって!尽なり、よく乾土地したH1販のときは38-59gl・3 、または119-130g/町、
とむ勺た。£た尚い合水恨の'itlIi(のときは、災前l舗が計算怖に近い数fI/(とはった。

回収不ではると 、 ト分世主総した Cj1仮告別いたときは10-18%の向収帯に治ぎないが、高

い合水'1-1の'1¥阪になると 100%前後の['e]1民宿となった。回収準のバラツキはやや大きいも

のの、'1¥lIX会水本によ勺て i母収不に~・しいJlが見られた ζ とから、 11Æ(Ii a与の'1¥lIX合水準が

回収~に支配的な影轡を与えているものと写えられた。

また、必5.2.Iこはテストピ ーλの3rt:に合まれるクロルデンの木材ill蛍あたりの会n'fI

と分布合併記した.その*li!誌によると、各般に会まれるクロルデンの分散比率は'1¥板会水

準のi苛低に関係なく、全体の95%以 tがl主将 f..~ を含む第 2 、 îf， 3 1f: に存 ff し、主主仮腕や~

~般にはわずかな比曜のクロルデンしか{(.ff.しなか勺た.

クロルデンの合仔唱でIよると 、1<・3証仮院における合n:容が f]!仮合水準の附加lにつれて
t唱えている。

このような結架からも、 1韮.nJ'iij浪人法による防政処l'ffでは、少口ルデンを合越正の行燃に
より均 ーに分散させるためには点い合J民事の噌板を使J1Jするのが管ましいと考えられた。

合阪を緩むするときに使用する中板の合水彩によってヲロルデンの問収容がwなる理由
については炊のように~えられた。

十分に乾出揺された4¥lIX i-ffl いて合板を l畳"'，するとき、'j1仮 t に塗{ずされた I~ .j'l l明j の水分

は短時!討のうちにふ材の中へ吸収される2¥そのために後行庖の肉)t;分と純度が持問の経

過と共に~.}/.して、然 fE 自主に i長~'1J'iiJが木材内総へ浸透するのi-抑 11:する.したがって厚い

!l狩/'.1が形成されて、 l.lh'1P.'lに懸渇した状態で(f.在する夕日ルデンを包み込み、総J'liJl別出

の~にt由tUされにくくする。

いうぼう、尚い合水平の'11板をJ1iいて銭必したときは、 1B'i'11:凶水分の減少速度地、近くな

るために1)問形分と給伎の低い I~ お応となり、熱Ff.1P-tに !HI filf の浸透が J干しく起こる。

その結果、 i菱 ~'1Jß の似さは'Î\'i くなり 、 i葺 11filJに含まれる?ロルデンも木材内部へ鉱散しや

すくなる。また且1仮含水本が高いと、安I泌を多く合んだi葺.j'j応になりやすいため芯¥クロ

ルデンが俗剤t白山の際にrg出されやすくなる。その結果阿収事が向 1:するようになると考

えられた。

なお、本報伝の結果によれば、 卜分に乾燥した11¥板を用いて1産省した幼虫合仮は、殺虫

効果が低 Fする川I能性も」雪えられた。そこで、実際に災なる合水平の1:11仮を組み合わせて
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~{1した幼虫合仮によって、その殺虫効拠を調べた伊l 告示す。

.l!5.3. " は、 30~Eのイエシロアリの事者織を 、 1~ .(1I'f1J の中にクロルデンを浪人して防虫処

理した合板のp.lili、点在IiWiの中心l師、 I:tUす応尚、コア '1¥仮Mのrl'心l説、およびふ口切断面

にそれぞれ後触させ、 .m時間Jl去の生(7.状態i-観察した結決である。
その結 J襲 、 特に i主持病岨j に I~触 させた湯合に、 'ì1阪の合水引が低ドするにしたが勺て死

虫唱も低下する傾向が見られた。この結集は 、 夕日ルデンがI~-li K1中に闘し込められて活

怯が低下した状態にな勺ている乙と告示すものと忽われた。

合娠を1妾おする僚に、高い合水準の司1板をHJいるほどクロルデンの回収率か向 kするぷ

5.2.の結果は、 i要.. "'iil1J の綬~.!lì.5íI.と関込iづけて考えると、納得し，!jる結果であった。

~ .おわり に

幼虫合似合創造するにあた勺て、 i主将il1J に ~j) ~担当~I'fIJ;を混入する)) 法か特別iな設備を必w!

とせず、現任の合仮工場においても勺とも容易に取り組める )jj主である。しかし、このみ

法は添加した薬剤吹をあとでチ 五ツ9するのがむづかしい。

本報告ではクロルデンを ~ll河j に浪人する Mt に I!(I し 、 薬剤j の 1"11俣病と tj!飯合氷E艇との

関係を倹.;.1した。そして合仮を!主ねする際に矧いる '11板の会水本がクロルデンの回収率や

~虫効果に措王将をうえでいるらニとをぶした。 j~ ，(i il1J桜入F}.により防虫合絞を生産する擦に

匂ーな殺虫効果を干Iする ~)J 虫合仮をi，'}るためには 、 会ノ'JO艇のおい tl1仮を使用するのが適当

である、と45-えられるような結果になった。
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m 6 .I'x 多5位 tJJl"r ~ -(;;:rタノレインキイの 4陸互Z7・

I はじめに

ヲルイン (DiptcrocarpussPp. )は J-1 1)ピン では 7ピトンとも呼ばれ、東崩アジ 71こ

広〈分布する比ÕJiが ~ì <、.uttか"Iiい制純である 円。

組績によ勺ては樹脂を多く合み、唱u最中にRiTn全凶jbしくは -iliiに紛紛がにしみtI1るの
で、 I主イfに悶泌がある樹釘lである。そのために合仮Jti版本としてあまり利用されていない

が、近年、合仮工湯における雑木の使用点、.iyjえるにつれて、出荷人原水の中に浪人している

ことが多〈 、ト ラブルのb~ 凶にもはっている。

il近における i以本価指の高島量には ~i品 iiL材のやJt刊によって対応せざるを i:Jず、したがっ

て多樹脂合千'j .u~合仮 JFI1恥本としてやJj刊するための J:& ~"，'性改iS l二関する研究の必渡性がお

まゥている。

多樹脂合有材のi主むについての研究は、すでに幾つかの桜告がある。 ζれらの報告では

援活性図簸のぬI弱含 J~'(}.mに対するぬれや、 f涌出l成分の員三理事のI活から検討しているものが

多い。そして、 III 仮を有線長~JllJや Yルカリ総主主で処恕したり 2' j歪触戸1を小さくする硬化

剤としてQ'j酸 fンモニウムをユリア樹脂波打JllJに添加することによって多樹脂含む材の援

活性を改善する )i法 H なとが従案されている。

一般に木材の樹隠成分は滋青u旨iih酸、樹脂俗、i-1)グリセ ライド化合物、λテロイドお

よびトリテルペノイト、炭水化物およびi13級 fルコ ルはどの混合物といわれている"。

これらの成分はいすれも水との綴ね1性が少なく 、そのため 、乙れらの成分によって後z1函

の大部分が被滋された多樹脂合{iMは験成伎に乏しい。

したがって、そのような材簡に後芯.m，告を室付したと占、 t妻，j'j必における水分の常勤が通

常の本材に比べてかなり~はっている、ニと iJi 予想された。

そこで、多側目旨少ルイン Ijl lf;(を飼いて i妾 J守陪の水分場動の鋭l(か らクルイン材の I~ "，}性

を.;x~する検討を試みた。その結然 、!lt\ Ð"，ある知見合 i!J たので以下に報告する。

2. ~ 駿

2.1.銭ii)Mの水分情動と転写市
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2. 1. 1.試料

tl耐の竺分のこ以上を樹ijllで被t監されたJI'l.さ3.3m.のジルイン1j1仮と、同じJltさのレッ

ド ・ メランティ ー IJ~11;(を、さらに50.Cのi'JIIl下で 3a!1削減圧下で I存吃燥して試料111板とし

た.これらの 11\ 板の比蛋はクルイン1j1板でが~O. 87、レット ・メランティー明板では約0.46

であ今た。

これらの 111 板を 15c町、ド )j のサイズにカットし、玖:の 3 争~!惣での I十<11;(の組み合わせを周双

した。

係b.le.A 説明仮 レッド ・メランティ

心E担11;( クルイン

情城 B 表明仮 ・心11111;(ともにクルイン

t高成C: 2.(111&'心rll仮ともにレッド ・メランティー

I章者 ~I には多樹mum に改良したノエノ ル ・メラミン樹脂俊着剤lを使用し、樹脂液が

100・ijf-!ii郎、小4白島，}20 'T! f，l t1s、水10&沿線、溢化アンモニウム粉，j(O. 5 ifi情lifiの;羽合で配

合してj葺Zll'ill糊液金調烈した。

2. 1. 2. 11Ui Jt3の水分変化と転写本の測定h7-1， 

"1.ie 3禄綴の*"b.x.で紛み合わせた 1~ 1l互について、心II;( tl1仮の木おもて簡にゴムロ ルで

綾:nJliI縦波を 1平ぷメ トル(1 I書~'1Jci )あたり 1909、および220阜の;明j合でお聖付する。そ

の上へあらかしめ司llitをi!P1~主した.& 111板を、本うら而がj~ Zl ~1宅付面に I~するように、か

っ繊維)j向が1'i.いにi丙交するようにしてmね合わせる。そのようにして仕組んだ 2枚の単
阪の上下にf'l.さ 9..の合板を噴ねて、実験宅mコ ルドプレスで需品A下にて10Kg/c・2 の
圧力を加えて所定的WIJH躍する。

仮æ締終了後、ただちに íf! なり合勺た 2 枚の tì1仮をはく縫し、心仮t担仮上に ìll った俊 ~"'i:

舟lを硬質ゴム製へラでかきIiり、，1(!ol目玉知のアルミニウム箔製カップに移す。このとき表

情阪の ilj"岳地 jJ日を制定してそれ会 I~ Zl ~1 転写五日とする。

かき保った糊液を入れた アリミニウムioカップの'J!i誌を測定してから50:t1・Cに保った

減圧乾燥~中で 3 時間減圧乾織し、シリカゲル乾燥J'iH. 使閉したデシケ ー タ中で30分|切放
冷したのち、再度、・'ffbtをおJJ:i:する。

そして 、次式 (1 )、 ( 2 )により i韮む照の水分 !f，と陵 ~'1Jlil転写本を計算した。
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W， W. 

I~ 笥 J{jの水分 'f! (%) 

W， 

ここで、 Wl かき採った糊}伎の l[iほ(g ) 

W2 主主U:乾燥後の械液，]H立(g ) 

M. 

I~ .n iI1J，i1j:中(%) x 100 

M， 

x 100 

こ乙で、 M， 心仮111厳へのi主将JI1J塗十tifua(g) 

M 2 :.& I~\ l1iへの 1~~"1iIIJ転写f.t(g) 

2.2.多樹脂タルイ ンIfl仮の俊符条件につ いての検討

( 1 ) 

( 2) 

f備が1ts. o.t験を行った結果、多樹脂クルインli11f，iを絞れするとき、必6.しに記すように

クルイン憎仮JuJぷをi主流するよりも他樹初の市仮と総み合わせてIliiしたみが良好なi輩沼

性を示すことから、 l?i.n条件の倹討にあた勺てクルイン111仮とラツン系 lj11f，iとを仕組み、

3プライ合仮として検討会行った。

心仮IJ¥板には合板工滋より入手したf'l.さ 11..で4誌面iの2/3以上を紛紛でf買われたクル

インf!l阪 ($.t9l;ltill、約0.87)i: mい、ぷ ・・反E位仮にはfl-さ 2maのラソン系fj1叡(気乾比
蚤、約0.48)i:使期した。

11/.i'i iIIJには前記のように多樹脂材の!華清に過する 7Jι ノ ル ・メラミン樹脂隊Z1iIIJ(P 

鳩F)を..i::にHn'， -ffiiの実験には、多樹脂材のl:t1u丹iに改良したメラミン・ユリア樹総

接?i'l¥1J(M U F)をi吏mした。そして糊液配合は前日の化合苦1J会とした。

その他のI'~ ~"1条件は 、 Hに断りのはいかぎり次の条件を傑僧とした。

I世智正合水曜 7-9 % (干:!~{j証 jJÏ.:式水分計による)

11:(f iIIJ塗H滋 445g/・2 (2llli熔)
糊付け時間。 15分以内

仮庄締・ 圧力 IOKg/ca2 、時間 15分

然圧条件ー 温度 J 20 -C、圧力 IOKg/ca'、時間 3. 5分

援活したば料合板 は約 3日!日l室内に放流したの ち、 J^ S 普泌合!I;{.tQmの試験訟に相じ
て1l.!i1l、協冷水侵せ き、ならびにぷ湧くり返し|主活強さをアムスラ-1'l号''1長試敏織によっ
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ぷ6.1.ソ ェノ ル ・メラミン 樹ijljにより l藍おした合板の

I1Hi俗さに 'j える ril 日正樹将の~符

Moislure Veneer Tensi I e s lren glh (kg/cm
2
) 

contenl (必) specles dry shear 

4> 
*L+Kトし 205(16)材

K+K+K 13.2(34) 

7 -9 
L+K+L 197( 6) 

K+K+K 12.7(84 ) 

(*) L ラソ ン叩板、 K クルイ ... .djl仮

(11 )カッ コ内はみ破事の、lミ均Illi(%) 

加 iling

8.0(0) 

6. 3( 0) 

6.1 (0) 

5.5 (0) 



て測定した。

3. "'1* および~祭

3.1.綾.n防の水分変化とt.IHi)¥lJ転写't!

クルインおよびレッド ・メランティ 'p.板上にIl~ ~:l月l糊緩を~付債を変えて塗付し、所

定時mJ仮!E締したときの緩{1M水分変化事と仮ff続的r.:Jとの関係を凶6.1.に示した。

その結果によると 、レット ・メランティ ー'11板上にi妾m'ilJ会君主付したときは 5-10分の

圧織のinJにi書流低水分が急i卓に低ドしていく。それにあ!してクルイン僧板上のl葺:('1路は水

分の低下が緩やかであり、 4寺に'長十「ちtが少ないとさにその泥が明織にな勺た。

クルイン'rl振はl主li面晶、7)<:と初初しにくい樹自民によって被穏されているだけに後押Mの

水分を吸収しにくくは勺ていることが認められた。

ー般に、 11!~l<曲にはレ λチェックや!i1ff孔、白紙れはとがt?在し、半iitな状態i:lu

していな~'.そのような必簡にぬれのよい液体を聖書付すると、液体は毛細Trノ1 によって空

隙内に泌述していく現象をボす写'。

しかし9ルイノ !l1阪の幼合 li 、~J.!水性に之しい樹絡が tt111五点而に 8l.艇を形成しているた

めに|主将高IJとのぬれをJ干しく mねている.実際iこ、本実験に使用したクルイン t組仮とぷ溜

水とのi妄触角をJ_ルマ型ゴニオメ タで測定したところ、 I~触 j(1は92・でめった。

'cllonsらによる弱アルカリ水浴泌での測定結果.!)や、児玉らによるユリア樹脂液での

測定結果刊なとでも、クルイン'i1板の桜触JfJ1;J:90。を必えている.

l1i触角が90。を結えている場合は毛細管))が発生せず、加圧しはいかぎり後i'llIlJlまrilllA

内総へ浸透しな~'.結局、凶6. 1.の結果はぬれの:Il¥い恨阪にj喪主iJ甲jを塗付したときのi長:i'I

島水分の本動を，ul聾がjに示したことになるわけで、I葺.uk1水分併がおい乙とは仮l妾お性の

低Fや、熱ffB守におけるi主:f!)¥lJの過度のI'1.通告';1占起こし 、I藍.j'fカ低下・f.i.どの混象に結び

っく結果になる。

したが..，て、熱庄日与における i主流断水分唱を通l立にコントロ ルすることによってi妄お

性能は己主辺 されるはずである‘\クルイン '11板の I~ ~YI にめたってもその点に官1~ して i妾 71

すれば、良好なl毒:i'(がi!Jられるようになると予測された。

り:に、 I韮liJ'ilJ転写本の測定結果を凶6.2.に示した。 f妾llm転主主率は、|司じ紛争P同企:を仕

組んだときには50-60%の航になり 、相 手の'11i1iへほlif同貨の111:;'11甲jが転写していくこと

ー77ー



「
I
lli--

n
u
 
fo 
一一一 220gJm2 (SGL) 
・ーーー_190 g/m2 (") "Illt 

~ 40 
，斗

~ rg 
昆d
o 

EE20  

vl 

O 
::.: 。
o 5 10 1ラ 20
P阻 -PRE3SING'rI1但 (min.)

関6.1. ox 11:抑的の|喜行断水分の総II!I劣化

• Kcruing + Kcruing. 
o : Kcruing + Mcranti. 
o : McraJ¥ti + Mcranti. 



80 

，品、
'Il~ 

g 
ト・4

・可 60 

ハUaq
 

M
b
J
H
O

向。

同
町
足
自
由
z
d
d
-

。

一_-0 
s---，...(B二ニ二ーの
車、

思てきて二S
-，，--_・
一一一 220g/m2(SGL) 
ーーー-190 g/m2 ( " ) 

o 5 10 15 20 
PRE-P阻SSING'l'Ha(min.) 

l河6.2.(反 IU帝自主の I~{:t.m転写本の変化

• : Keruing + Keruing. 
0: Kcruing + M巴ranti.
0: Mcranti + Meranti. 



にむる。そしてレ - ，A.チェックがある木うら側に，tf千多くの~，白剤が移行していく。

クルイン1j1板I百l志を組lみ合わせたと占、上E締自主1mと共に転写本が減少したが、その版関

liJ~1 らかではない。クルイン flH&: 同ぷを仕組んだ場合は Iki7 Jiì1 に水分が多く銭(i. し、いつ

までも総動性を保符しているために木鋪仰jから綾li'.II11がiT.ifHした、ニとも巧えられた.

J足掛の 111仮令組み合わせたときは、クルイン 11\叡の }j に I~ お.1111を設付したにもかかわら

ず、レッド ・メランティ 1l¥1f，(側へ多くのi葺:111明jが転写した。 ζ れはl詞tj!板のぬれの去に

よるものであって 、続 ttl性のよいレッド ・ メランティ ー 恨仮のみへ 1~ -i'1.111J が吸収されたた

めと与えられた。

3.2銀行条件の倹;.f

援:j'j脳の水分犠童書について調べたま占よ匹、多紛ijiiクルイン!i1.厳令後J守する際でも、 i妾ZiJci

ホ分!fIを適正にコントロ ルして中りさえすれば良好なi婁符がねられるのではないか、と

考えられた。

そ乙で、多樹ijliクルイン'11阪とラワン系m板とを組み合わせた合援で、然庄日きの1董お陪
水分事に影停をうえる'i!!f，局、すなわち 141仮会水平、 tjt仮泌度、土佐邸時間などの影響そ検討

した。

3.2.1.1世相互合水市の影符

クルイン'i1板ならびにラワン糸111仮をそれぞれ所定の《水率に必厳し、同一合水準の!It

絞向41を絡み合わせて合仮を健tt.・した。そして引娠後お強さ会iulJ:iEした結果を図6.3.に記

した。

関6.3 の結巣では、常!ßlおよび点滅くり返し I~ :n 強さのいずれについても 、 全吃に近い

状11のときが鮫高の抗告示し 、'll.1f，i会水本のよ昂と共にl妾.a強さの{直が低下する傾向を示

した.

一般に、後zi時の.'i¥Ii会水事は 8-10%が段通といわれているが、多樹IUiクルイン t担仮

を使用するときは十分に乾燥した111厳令iJl!mする必波があった。このような一般の111仮を
府いたときと異なるIl::i1条件は、 i主将前水分を吸収しにくいクルイン tjl板の性質に起因す

るためである。

3.2.2. J.1Ij綴時間の盟三平手
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クルイン111仮の両l耐に11U"1.iIlJ;を検付したあと、ぷil1越正と i要する磁を大気中に所定時間暴

露し、しかるのち仮圧織、熱圧を行って i￥た合仮の常慾および点:古都くり返し~お霊長さの測

定thl長そ関6.~.に犯した。この結果はオ ー プン ・ アッセンブリ ・タイムの影轡を示すも

のである。

IH1P.習を 5自主1m、火災tに暴露しても1.11m1:&Z1強さにはt起草警がない。また、ぷ訴事くり返し

IHl強さは暴露崎1mを長くするほど尚い憾になった。

~に、 20'C ならびに 50'C の溺伎に保t与した '11仮に 1:&li.lilJを奇襲付してからぶ ・:.il母ljji(会事基

く .Tl ね、さらに同温度にて所Æ Ik~rmlr.皇内し、そのあとに仮!童話、然圧を行ってねた合担正の

接z1強さの測定結束を 閃6.5.に示した。

この結*でも放i1'li!;fllJがl孟くなるほと常態およびぷ湧くり返しIHl強さは向上し、特に

111仮溢皮がおいときは全般的に高い耐水強度になることが認められた。

これらの実験は、後i"'i倍水分を怠設がJに乾かして、その状態における影響を調べたもの

である。閃6.4.-図6.5.の給J1Ht.、いずれも後将射を乾燥させた fjが好%以ーになる、ことを

示していた.

凶6.6.には、仮If.締したのち、所定時f制定滋下に歓迎してから然If.した合仮の常態およ

びJ緑色事くり返しi産省強さを測定した結*を示した。

関6.6.の結果によると、設湧くりおし俊:o強iさは 2時間以よ欽自主することにより大きく

向上し、 5 的問まで飲íIïしても低下する ζ とはなか勺た。通常、仮 J韮~"'f後の h女 i詑 &;1聞の影

響は、 2-3時mlで後省後さの怖が段高{也にi重し、それ以上の級位時間をとることによっ

てE産省脳の乾燥が滋み、そのためにIIδ強さの!tt'iが低下する傾向になる円。

多桧j iJl1クルインt)!厳令捌いたふ う~尊重の結果では、従来の結果と災はる傾向が認められ、

後符j併の乾燥が進んだ)jが好ましいことが確認された。

3.2.3. W.仮滋fJrの影響

木材中における水分の鉱微速度は制度がおくなるほど大きくなる川ことから 、滋m:のお

い!I¥jji( (以下、ホット I旦阪という)令使用することによる多樹脂クルイン鎗阪の後活性改

善について検討した.

供以クルインi担板は、 j明さが 2".で M~比 îliが約0.62のものであり 、 樹脂がIj主仮表面に

幅広く筋状になゥて偏在している!11板(以下、ヲルイン Aという)と 、.&面会百自に樹絡が

絢かく点在している'11絞(以ド、クルイン白という)との2相級を用いた。
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これらの!lill正を心仮にj刊い、 4長・:誌'11担互にはj事さ1.45..のイエロ ー ・メ ランティ ー月1絞

を使用した。後才l!liiの樹脂汚染の純度は而l.id3の災験にueJl1したクルイン唱仮に比べて蜂微

であり、ジルイン Bはllizi'にやや支簡をきたすと思われる程度であった。いずれの tl1仮も

合水'担金 m S<H~抗;式水分 ~r のiI!IJj;Eにより 8-10%になるように剥諸説した。

ホット '11板として、クルイン '11 担記 念ポリエチレン初袋内に誌Z封して90 ・C に保ったm温~・

中に2時間終JJ!.'級位し、もe)IJul 前に恒漏~より取り UJ してすばやく l韮 /1 i'í1Hを E置付、仮1I締

後すくd に然1I後者した。

WC の詰~JJ!.'で 'IH!正友[而の樹脂はかなり熔融してベタついた:iXi!!lになる。このような方訟

によって、実際の合仮工~における条件に近い状況でホット 'ìll!正を使刻したときの効果を

lUJした。

i産省i'í1Jには、市販のユリア樹脂(~年~ilh 、 U L -002 )ならびにメラミン ・ユリア紛

賄 m年烈油、 ML 037)の陵おi'i1Jを使用した。

このような条件で1111した合仮の常態および;代古都くり返しjHi強さの測定結泉をぷ6.2.

に記した。

その結果は、 lih"1耐に樹脂が治仕iしている程度によって明らかは蕊があり、:&II雨ilj僚の

少ないクルインBはユ 1)ア樹脇lliZI i'í1J で緩況してかなり良好な l葺lH邑を f~ た。

加熱処恕したホ γ ト 'tt&を úëm して l妾符した場合 、 桜~.，i'i1Jの緩漁や、 f葺着而への樹締法

出の緩m:にかかわらずllizi'性改i警の効果が認められ、 関6.5.の結果と共にホット!j!板の使

用によって多樹絡?ルイン'11仮のi妾l1性が改善されることがわか勺た。

このような結果は、クルインtil./l正の表!Iiiに湯Hlしているj脆弱な紛紛賠がiil滋されやすく

怠ることによって11izi' i'i1Jと入り交しり、脆弱泌が強化されていること合ぷしている、とJf

えられた。

4. おわりに

以上、多樹脂ジルイ ンm仮をmいてIllt'ft主改善について検討を行った。

多樹Rnクルイン111阪のぷ凶iにf?{Iするt-li水性の樹脂婚が、 I主将胞のホ分i-本初内部へ吸

収させる作用を限~しているために、然応時点、において I~ 才f1!3Ji<分が治jJに残存する結果

をまねき、それがl長:ni'i11を治rJl:にちt逃せしめ、tHI性を低下させるひとつの原因になって

いることがわかった.

-86-



。。 ‘.， 

説
6
.
2
.
惜
崎
町
山
刷
肱
r.l.l
o
rf
l 
ß
、
間
酒
強
ミ
芸
品
'
_
'
_
~
る
級
品
唖

V
e
n
e
e
r
 
V
e
n
e
e
r
 

T
E
N
S
I
L
E
 S
T
R
E
N
G
T
H
Ck
g
/
c
m
: 勺

te
m
p
e
ra
t
u
re
 
sp
ec
le
s 
d
r
v
 
s
h
e
a
r
 
J
A
S
 T
y
p
c
-
2
 
d
r
y
 
s
h
e
a
r
 
J
A
S
 T
y
p
e
-
l
 
I
 

U.
p.
 
re
si
n 

M
 U
 p
.
 re
si
n 

K
e
r
u
in
g
 
1
2
1
(
5
4
)
 
G
 4
 (2
) 
1
1.
9
(
6
4
)
 
2.
1 
(0
) 

7.
2-
15
.5
 
2
.
5
-
1
1
4
 
8
.
6
-
1
3
.
8
 
。-5
.
8

A
 
(0
)
ベ
10
0)
(
0
)
-
(
10
)
 
(0
) 
-
(
1
 0
0)
 
(0
 )
 

R.
T
 

14
.3
( 
10
0
)
 
12
.5
(3
2)
 
15
.6
( 
1
0
0
)
 
5.
8(
 1
 
0)
 

K
e
r
u
i
n
g
 
13
.6
-1
5.
2 
1
1.
7
-
1
3.
5
 
14
.1
-
1
6
9
 
4.
6
-
7.
7 

B
 
(1
00
 )
 
(0
) 
-
(
8
0
)
 
(
 10
0)
 
(
0
)
-
(
2
0
)
 

13
.2
(
7
0
)
 
1
1.
0
(
4
6
)
 
1
1.
8
(
4
6
)
 
4.
9 
(2
) 

I<
e
r
u
i
n
g
 
1 1
.
6
-
1
7
.2
 
7.
1-
13
.5
 
8.
3-
16
.3
 
0
-
8.
6 

H
e
a
t
e
d
 

A
 
(2
0)
ベ
10
0)
(
0
)
-
(
8
0
)
 
(
 10
) 
-
(
8
0
)
 
(0
)
-
(
10
)
 

at
 
9
0
 'c
 

13
.7
 (
 10
0)
 
l t1
.8
(6
8)
 
14
.6
(
10
0
)
 
7.
2
(
 12
) 

Iく
e
ru
i
n
g
12
.5
-
1
5
.
2
 
12
.9
-1
6.
0 
13
.6
-1
6.
1 
5.
8
-
8.
0
 

B
 
(
 10
0)
 
(
6
0
)
 -
(
 80
) 
(
10
0
)
 
(0
)
-
(
2
0
)
 

カ
ッ
コ
内
は
木
破
場
(
%
)
 

}
芸
者
条
件
樹
遜
;
表
議
単
在
E
厚
さ
2
n
-
1
エ
ロ
ー
メ
ラ
ノ
テ
ィ
ー

心
単
綬

H
 
ク
ル
イ
ン

i主
近
郊
H
ie
合
.
ユ
リ
ア
樹
脂
ま
た
は

メ
ラ
ミ
ン
・
ユ
リ
ア
樹
筋
10
0
重
量
部

小
変
紛

20
 

水
10

I
 

h面
化
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
粉
米
0.
5 

I
 

仮
圧
線
IO
Kg
/c
lI
'
、
15
分

罪名
庄
条
件
12
0
・c
、
lO
Kg
/
c
m
o
、
2.
0
分



その知見合もとに巡記な!~お条件について検討した結果、りくの;者条件 i:組み合わせるこ

とによりクルイン材の!~.. ， 性会改選しi!}る可能性を見出した。
(1)クルイン小坂li災紛純rJl仮と割lみ合わせて{直HJする。

( 2) !主将時に、 111.板は卜分に乾燥したものを使mする。
(3) ~ l~&，'t の 11\ 桜の品Ulr は支怖のない段m:に日いものがよい。

( 4) !tζiJ¥lJをき色村したのち、もしくは仮f.E締後に放ii'i時1mをとり、阪.j'j1!.11I<分が減少し

た時点で熱i.Eする。

t占後に、実験問に Ij¥板を供給していただいた多数の合板工場のご協カに対して/'1.<感謝

する次第です。
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気吉 7 主主t ~苅主 fまE オエ1 ....tミ ..j<_;.j禽 4こ火~Í ーする m イ'f a有;Q、 ら0.::>

己と五!

1.はじめに

わか[司の木材工業における脱水市仰の将来は厳しく、針主ミ樹を合めてこれまでに{史fiJし

た経験のないj，)j料を使いこなしていかねばならない状泌にある。そのなかにはi菱沼トラノ

ルを多発し..pすい、いわゆる鴛1}-tVt木材が浪人するi泣険性が常にある。

滋!妻お木材とは、 1.1らかのぬ凶によ『てi主δできないふ材のことでゐ勺て、それは浸時

点において後IIのJittがわからはい樹純とJfえるべきであり、刻々の研究を&'1み ofiねるこ

とによって、いずれは Illl !iíjなく I~ .nできるようにはる木材ということもできる。それゆえ、

健芯技術の滋歩と共に鋭11U'l性木材は変わってくるらのでゐる。 この樋の木材の緩芯ーを

研究するに除しては 、 I~ .fi しない原因を iû >l<ーすることから検討会始める必須がある。

ー般に i韮8 トラプルのぬ闘会浸 ~l訴から大íJlJ すると、。〈の三つの攻討に分けること泊、で

きる。

( 1) I童 -í'1~ とノド"との界[面桜島砲

(2) IlH1P.'iの形成不良

( 3) 1.費ずilciでの桜JI.と破峨

これらの現象の発生b;i肉には手I!々 の肉寸こが与えられ、多 くの湯合は幾つかの製図が複合

して I~おトラブ Jしそ起こしている。したがって、延l主ね性木材を陵おするにあた勺ては 、

トラブルがどのように先生しているかをまず&l~貸し 、 その現役に関連する 1M 数の図チを解

明して、それらの要因をーっすっ除去していくことが必婆になる。この治枝は物Jle(1'1ある
いは化学的に、またさらに他面的な角度からの検討を行司て、その原因を明確に犯軽量する

ことがa援になる。
しかし、係国の正ãi，なæ:侭は極めて凶減であり 、 そのために実際面においては 、 阪 ~i:

怨定しながらIH1111Jをはじめとして、 t曽盟主剤や光線1I1Jの選択や改良i:11い、さらには巡切

担}童心条件のi孟択はどを行勺て、対象台走法的な手段を必じている。

本桜 i告においては、のようは実際的伝手t1. によって殻 IHl佐木材の I~お改良を fi った結

果について桜告する bのである。

なお、減l!i.jj;t主 木材には極々の樹舗があるが 、 本W~においては、その小でも特に℃業
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(l'jに多〈俊mされているシナ.uゃ、政水性の樹脂を多〈合むクルイン材あるいはアピトン

材、ならびにカプ ル材の 3額績の樹械についての後者絵改良の検討を行った。さらに針

葉樹材であるダグラ λ ・77 についても若干の I~活性改良を試みたので、その結巣につ

いても弓及することにした。

2. l正斜および以馬車)iiた

2. 1.シナ 材 に i則する接お性の改良~駿

2. 1. 1.試料

シナU (Tilfo iopanfca Sln )には、北海i{jの合仮工場において製造した/ll.さ 1..で、

合水準10-13%に乾燥した日 夕リ tj!阪会Iil!JIlした。またラツンtj!仮は、静岡県の合板

t.t品より入手したJ!lさが0.7..および1.25..で、会水率が 8-10%のものを使用した。

I~ 行1iIJ には市販のユリア樹 ijllj葺:ü'1iIJ cn王手製油、 EU 4)を開いた。また地震1iIJには
市販の小友特，} (凶内rn3 ~宇紛}会使用した。

充境刻1.:.は、総m:が104μm以 Fの工業用木粉、およびクレ 会 m いた。また~&:粉末

には、ベイツガの樹皮会 104μm以下に粉砕したのち、 150.C に係った m~託m品~~ゅにで

3時Il日加熱して凋却したものを使用した。

小麦粉および充浪1iIJは、それぞれ同滋比になるまで極々の割合で混合し、ユリア樹.Iil'il主

δmの100ill fo13flに対して色々 13ifUil部 C.l¥"lii1JJi1.13倍のとき) 、および22ill五1:if!(.l¥"Ifjl 
皮1.32111のとき)会配合してi藍lil¥1J糊泌とした。

なお、.1¥"1(.11慌が1.321昔のときは水を10ifl沿線加えて糊液紘j支をli'1沿皮1.13俗のときと戸l

織になるようJ毒殺した。

2.1.2.試験)j法

シナ.uは、鋭利1iIJが浸透しやすい木材として知られており、その 1~ :1'i'に際して、工業的

には 1mの紛 jilì と比べて、通常、塗付hl を 10-20% 附やして j~ .(1する )j法が行われている。

しかし、このみii:去ではl妾れ7ilJに裂するコストがよ対することから、前提付:ft.ii-.I¥"Iやさずに1:&

nするん法が管まれていた。

そこで、ラワン材と同様え正常付fa'(でI妾TI可能とするために、充域J'illを配合して1妾:u'l¥1Jの

浸透を防止することを試みた。
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その試験み法として次の|主将条件によってシナおよびラツン憎板4をそれぞれ11Zz1して合

板を調製し、 JASf~ .iúi合担正規絡に続):Ëする 2 須合仮の試験 Ji i主によってその 11dí 強度を

測定した。

un守条件 合仮峨b.x; ;_，ナ、1.0." ~草原 3 プライ

ラツン、 0.7・・ ト1.25園田 I0.7.・
塗i、tl.t ; 240 g / m ' (2 l1i将殿)

仮圧勝 . 陀ノJ 10Xg/ca去、 時間 15分、

然庄条件; ぼカ IOKg/c.'、 溢皮 110 -115 .C、時間 1.5分、

2.2.カプ ルuのl1i~'1性改持に l刻する以駿

2.2. 1. .. 占料

ぷ重量にi共したカプ ル (/)rYObolonopsorO'Ol ic，') 司自阪は 、各地の合仮工iJ，Jより入手し

たロ タ 1)-fIl仮であり、そのI'l-さは土に1.4 -2.6..で、会**が 8-12%のむのそ使

fjjした。また試験によゥてはj寧さ 1.25..の'11仮む 使用した。比較のために使用するうツン

噌lIlii>カプ ルuと向じ17.さで、憎仮合水準が8-12%のものを尉い、これも各地の合板
工場で製造したロ タリ .!s板を入手して{史JHした。

IHt剤はiTi販のメラミン ・ユリア樹脂、ノエノール ・メラミン樹脂、フ ェノール樹脂、

大豆グル 、およびアルカリ製の αオレフィン ・無水マレイン政共!.li合紛簡など、いずれ

もII 年製油製のむの~!JI!1'Ilした。その中で ".1"， ノ ルA討結後.((1¥11については 、低分チ位成

分を含ませる白的でソェノ ルを抄jjjl1反応中に分胃lJ添加して Fルカリ下にて反応させたア

ルカリ ・レゾ ル型のもの(分割l緑1m法樹脂とする)と、針JE樹などの綾.l{に越するレッ

ドファ ン ・9イプ1)と称されている 7;<.ノ ル樹脂の21滋 )Jiまで、 7 エノ ルを反応吋

初に全~加え必アルカリ下で商事告 l度まで反応させた樹総( 7エノール一信添加JT.去樹，ijllとす

る}の2緩郊の /Lノ ル紛Jill後:''1filJを用いた。

はお、試験に供した懐刀filJのぷ細を以下にまとめて記した。またこれらのIlliZ1貰lJの{il!期

h絵およびIHf条件は到浴l'J'・のIEEEするみ徐に従勺た。

( 1 )メラミン ・ユリア樹脂

毛主勾"~Ìlh より .fïl駁されている合板JIJl~m刊で 、 ML - 037 を使用した。

(2) ')ェノ ル ・メラ ミン紛紛
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n年~Ì!lJより市販されている合板JTi t安打1iIlで、 PL'160{を使J1jした。

(3 )大豆グル

n年製油より rl1l涙されている I~お :$1 で、 I， Y 703{を使用した。

(~ )α オレ 7ィン ・無水マレイン駿共ifi合樹脂

~年製 ilh より市販されている l妾::t1 1ílJ で、 TX 2010-i-el!f1lした。

(5) 7 ~ノ ル甚lOu

7:..ノ ル樹脂は~の製法によってJU:1した。

a) -;.:t.ノ ルの-1舌添加が2樹ijli

7ェノ ル100郎、 37.2%ホルマリン150部、水13部、 33%カセイソ ダ水浴液15.2

ffilを反応手李総中に加え、 90'Cで反応減給度が1500CS(30・'C)になるまで反応する。

その時点マさらに水46郎、 33%カセイソ ーダ水縦波54.5古事告添加し、 80.Cにて20分間反

応を続け、反応波紘grが80csとな勺たとさに急冷してIX応を停止させる。

b) フェノ ルの分割i添加l法樹脂

7ェノ ル100郎、 37.2%ホルマリン215郎、 J!<1 3 :ls、 33%カセイソ ダ水浴減15.2

ffilを反応容器中に加え、 90'Cにて反応する。

反応減給皮が900csに到達したときに二次 7ェノール21.5古都合添加、ふたたび反応泌粘

度が900csになったときに宅次 7 兵ノ ールを加え、ポ711部と33%カセイソ ダぷ熔液85

llfiを添加して80.Cにで以応を続ける。

反応波粘1交が100csにな勺たときに念、冷して反応を停止する。

これらの樹脂は不側発分が約40% で、 ~J司悦のある保存性を有する桜nmであった。

2.2.2.試験λi法

カプ ー ル!j1阪の tHI 性に関するP.~:.'fl lま、アルカリ ・ レゾール1'1のフェノール樹術後者1íIl

により IHJしたときに発生しやすいことが経験的に知られていた。そのため、カプ ルf11

阪に対する俊お性改善の研究はフェノ ー ル綴脂f主将知j を使用して j~~すする場合を中心にし

て騒々の検討会行った。
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:.t験に供する試料合仮は 、主に 7:s..ノ ル』封勝11Uli'i11を伺いて、下詑のj，f.i't条件を傑僧

として援;['1し、 この条件と nなる協合は試験結集に記載するようにした。また、試料合仮

の}書省強iI交の測定は J^ S 1待通合板線路の 1知合板以験β法にiI，Ijじた。しかし、フ ェ ノー
ル樹脂I.HI.1¥1j;を佼よ目した合仮の耐水IHi'tt1aを厳しく:r価するために、一線の試験では;夜
潟水に24-72時間進鋭校せきする試験をlrった。

綾.('1条件:I葺;(J.I¥1j塗付li1; ラワン!l1仮の品j合385g/cm2 (2 I妾おR!i)

カプ ル敏仮の場合 385 -440g/c.' (，，) 

仮圧締; 圧力 5Kg/cm'、 時間 10分、

熊圧条件 ; 泌lJ[ 135.C、 圧ノ1) 10KR/C・2 、
時間 ラワン fi1-H互のとき 合llil'lーさ 1..あたり0.7分、

カプ ルfll板のとさ /f 1118 あたり1.0分、

2.3.クルイン<<のItlll'l:改良に|刻する試験

2.3. 1.試料

クルイン (DipfcrocorplJSsPP.) 'il仮は中$地ノiの合板工場より 入手したfl)'.さ20、3.2

"のローヂリ fj¥板であり、念水z容は 6-12%、気乾比弔が0.8-0.9のものを使mし
た。また'il飯合入手した時期により't¥1IiぷI舗への疎水性樹脂の渉tl.llJ[が異なるため、試験

ごとに使い分けて使用した。

また、後者.I¥1jには、 RIJXsといl織の市販のユリア樹脂、メ ラミン ・ユリア斜路、 ノエノ

ル ・メラミン樹脈、 2組放ーのノエノール樹崎、大豆グル などを附いた。しかし~ 2 '!置に

おける検討結果より、 ζのぬの.-tc<<Iこ対してノ £ノ ル ・メ ラミン樹脂緩:j]il!jが比絞的良

好な接8性会期待できるので、1書.?'ll'ilJについては上にこの 1~ :n.l\1J を利mずることにした。

l¥"I"IIl狗jには合板mとして市販されている小J(...Iくち}およびフ ェノ ル樹脂 ~Iíffl J1'I !J JIIjを用

いた。そして後ll.l¥1jや幼虫剤jの使い )jは主にi主将河lメ ーカ の指定するみil査によった。

な布、クルイン市桜とのぬれを改得するために.f>Ji々 のrH壇溶剤lをmいたが、、この俗JIIjは
いずれも;正当ID 級品を使mした。

さらに -1鳴の試験には、ト ウモ u コシの不能性タンパク'l!であるコーン ・グルテンの粉

末を50-60%の;v，JJ合で添加した市販の術強JIIj (ll~手製品H 、 NS 101)をIJli<7剣100ifi 

量穏に対して 5-IOifl 沿線配合した糊液を調合し、それによって銭続試験を行った。、ニの

コ ン ・グルチンを緩，j'fJllJに添加することによ り、耐水i妄♂性能がri'J1:することが)Jljの以
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駿でiiii.aされている。

2.3.2試験h'i士

クルイン'11&のぷ踊lには 、乾土曜日告に樹脂が渉出して脆い樹脂院を形成している。このよ

うは巾板の I~活性改おについては 、 i章者条件会選定して i葺 ?ilM 水分会コント口 ルする己

とにより改埠するβ主士会すでに前衆において述べている。そこで本軍においては、 11Ui適

性を fjする 1~{i JllI の.i!択や 、 地強JllI~fiëm したときの効束、ならびに有機浴剤jを IHi JllI に

添加したときのぬれの改;'t.i効果など、主にIfc''(]JllIならびに草場主主配合面iからの改硲効果につ

いて倹討した。

したがって市販のj主将1111に己れらの添加llIlを争'Ti々 配合した|左打i!II糊液を潟裂し、それに

よってクルイン市飯を11Ulし、 J^ S狩i泊合証正規格に総定する lnlあるいは特級合越正の試
験刀法により I!'お性能のJ干{磁を行った。そして絞終的にはの仮工場において実用化試験を

行勺て、!裏打性改善の効身さを6(t.，aした。

ti.お、クルインtt¥l5i の l~ .nl'l:己主必のために検討した試般においては 、 多くの場合下dの

i童δ条件によ勺て合阪の 1~.i'J を行った。

.J:なIHl条件:合仮情llX : t<~量級 1.8maラツン可1仮 、会水率 7-8% 

心仮 3.2m・クルイン'11板 、 合ぷヰ~ 7-9% 

l華nJllI配合， 通常配合 .iVJ強配合

-; s.ノ ル ・メラミン樹桁

小必紛

地強知l

/J< 

出化アンモニウム~)ぷ

100重量S

20 

10 

o 5 
後 H 両:t: 400 -440g/m 2 (2俊δlci) 

仮庄締;圧力 10Kg/c田z、時1l:J 15分 、

100量量S

10 

10 

10 

O. 5 

熱庇条件 ;泌fJr 120・C、 圧力 1 OKg/ c・2 、 時間 3分10秒、
その{也符jjllは1章者条件全保悶したときは試験結果に併記 した。

2.4.針必樹材の緩才itti投書にi刻す る以験

2.4. 1.試料
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針jS絵J材としてスギ 、ヒノキ、 rカマツ 、カラマツ、エゾマ γ、ベイマツ、およびベイ

ッガなとの'11仮を然地の合桜工場より入手して{史JfJしたが、主にj妾zf性にIHI:mがあるベイ

マγ峨板を小心に11UI性改良試験会ir勺た。これらのIi1板は以さが16-3.6闘であり、
いずれも気乾合ホ唱のものを!JeJlJした。

It.umについては前述と向織なものを{必fjjした。

2.4.2.J..験ん r}1

針古E樹 '11 仮の l:1i tit主改選の検 J・1 に際しては、まず純々の樹舗の針~樹事t'11仮をメラミン ・

ユリア紛 iji1 l~ll~J 会 m いて i在行し、その J~.n強度を測定してアミノ系樹純 l~芯mにより i童

(1図録な樹争flをi起伏した。その結果としてIHIが閑簸なベイマツを選択し、_tにフ ιノー

ル樹脂およびノ エノ ル ・ メラミン樹脂 l~l，'~J会期いて、この樹泌の tf1板についての 1~1"l

ii己主ぎの必放を検川した。

また、ベイマツ rnIb(に対するぬれの.2手Idlihi士は、純水を'11H記2Ciiiiに話題下して、ゴニオメ

タ により後触角を測定するん抜によった。

なお、針葉樹 tj\板合後 11する際に~< IHlしたlHi条件は下記の条件である。また特別

な ~1'7条件については試験結梁に併記することにした。

上な|喜行条件・合板情b.l(:ベイマツ '1¥板 3 u:';l'/. 3プライ、会水準 5-6%、

i妾 1"'f ~J 7.r.ノ ル .j ラ ミン樹指およびアルカリ ・ レソ ー ル~ツエ

ノ ル樹脂

糊減配合.小J.:~i iiH止i'ílJ または専用地強~Jを+封勝 100 !Tir.lffliに虫、Iして10

-25iilL1$を配合、

'?!.Hi止:400 -460g/ m l (2 I妄.... ，ld ) 
仮圧締 .正)J 10Kg/c・2 、 自主111) 15分、
然圧条件/.r.ノ ル ・メラミン樹脂のゆ合

話~m: 120 "c、圧力 10Kg/cm'、持出J 4. 5 ~} 、

7.Lノ ル樹脂の場合

温度 135 'c、圧力 10Kg/cm'、時mJ 6.5分、

なお、この t~;(i条件は各試験に共通した傑僧条件会記したものであり、特別な条件を検

討する滋合には、その~駿結果に俊II条件合併記した。また 、 合板の 1:1i<'1強度の.TF価h法

liJASlm または特~jJJH告の以験 itーに従勺た。
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3.よ式属高結果および，)fJ主

3.1.シナ-Mに閲するtf-l1性の改政試駿

国Pl< U の中でシナ材は I霊 ~'ì が jlf しい樹秘といわれている。そのためシナUの i葺 :n に関す

る研究ら多 L、。絞験自のには、シナの i韮 II にあた勺て、 i主将知jのお金付 f置を通常のM を I~着す

るときにltべて10-20%上前やす心とによって緩.;'1不良の発生を防いでいる。

除下"はシナのI.lHlについて以験を行い、その1菱沼に際してきを付l7tを附す必要があるこ

と、 1%カセイソ ーダlkiW~査であらかしめ 111仮を処怨しておくと l!i lí強度が向上し、シナ

の後~VI にはアルカリ伎の弱い俊-l1 ~j を{史朗するのが好ましいことなと合報告している。

If~筒、 ' 1まシナ材の i妻将位低下の係閣を線網性の蘭から検討し、シナの昔話澗速度はカパや

プナに比べて低〈、それはシナに含まれる有線溶剤jや熱アルカリ水島幸泌にtiJ浴な物質がま通

組問者の飯肉になっていると述べている。

ユリア樹脂後-li・mを矧いてシナMを IJllするとき、シナ t~. lfi(をあらかしめ熱水で短い時

間処恕しておくと限.{'/f't.f患が向七する ことを山田ら"Iま示している。また、I'i口ら ちはシ

ナ併を水処隠するだけでi妾.{H主改必に効果があることを示し、シナHのIk抽出物をユリア

樹脂俊m刊に添加して合板をItiiすると、 i毒n強度に有怠RがH1るζ とを桜ZEしている。
シナ.uのIHiに際して、 It-li mのき長付[!ti'をよく級策していると、木材内部への綾.{1~jの
fl透が激しい織チがf.!.られ、そのために 4 般的には会付沿を地すことによ 勺て人・きな陪iJ;m

もなく後ねしている。

しかし、合Hírlの t曽加は合桜の~造コスト~ヒM させ、また禄々の悩獅 4号取り扱う合lfi(

工湯においては、 i也の樹緩からシナuのItどHIドJ院に切り換えたときに塗付恨のJ.'i'f宮などを
行わねばならず、それだけ作業管理に手Wl金援する。そのために緩ね条件を変更せずに111

-作業でシナ材の l~務が可能となる方法が主ZE置されていた。

そこで、 IHi~j の沿 J.lrの浸透を抑えるために光波測を使用することを考え、 I~.(11¥1Jl嶋放

を調合する際に小 J( 紛 t由r.l ~U: )毛に舗々の充検知Ij~æ合する ζ とを試みた。

関7.1.は、ベイツガ樹皮の和}ぷを加I然処理したものを小災紛地1it~j の30-50%~主主換え

て配合した t~ ;j'J1ilj糊液によ勺て!韮おしたシナ合仮の後~~強度を測定し 、 光線刻 l(( 倹 i交と t葺

12強度との関係を表した結決である。その結果、充lti~j の使 f日比 E院がよ百くなるにしたがっ

て、 l切らかに耐水E主将強度が向上する傾向が認められ、光協JIljの効果がi!lられた。
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ベイツガ創成事}は特殊な成分令含んでいるために、 ー般的にaffiされている光泌1rJに比

べて;起なる彬慢がある司能性b考えられる。そこで一般的に:leil11rJとして朋いられている

代4量的な純絹の充 il~1rJを小ぷ紛と共に 1対1の割合で混合し、それをJflいて調会したI菱沼

剣糊液によるシナ会仮のI&'.f'lを行った。そして関7.2.に示すような結梨がi!}られた。

この凶はラワンとシナをまったく悶ーの条件によってI&'おしたものであるが、この凶に

おいて小必特}刷1J1rJのみを似!日}したシナ合厳では、ラツンに比べて y ナ合仮のI.l~~'強度は

切らかに低い{向i:示していた。しかし、充lJO'ilJを使用することにより、そのきE組合間iわず

にシナ材の1.&'-1'1性能が大きく改 t'f.ーされた。絡にベイツア71封/s(紛を使用した羽合に後活性能

の改善効果は著しいことがわか勺た。

このようは効j誌は、光Jti1rJの弘子.)i(函に俊む1rJが級.nされ、それによ勺て援<1JIIJの木材
内への反逃が明らかに抑制されることが泌められた。特にベイツガ樹皮紛が有効なのは、

脱皮に合まれるフ ェノ ル性のゾラボノイド化合物がIJ.u1rJに合まれるホルムアルデヒド

と反応することが考えられるためであり、それだけ俊.n1rJ を I~ ~~ k'jに保狩する効果が強い

ことによるに起因すると考えられた。

以上の検討結果から、シナ<<のようはIt.lf1rJが浸透し申すいふ材に末、jしては充焼却jを配

合した j~ .i'r1rJ 糊液が有効であることが切らかになゥた。

3.2.カプール材のf主将位改苔に関する検対

3.2. 1.カプ ル合仮の後者における特徴

カプ ルuの阪本は瓜径が比敏郎j太く、材質がたJ.であるために、合板Jlil点木として多

く利filされている。しかし、カプ ル'1¥仮を後必したときに、 しばしば駿お不良が発生す

る問題があり、その俊活性改選については多くの努力がなされている。

波野心》や小i!!i7)らは、カプ ル材の後活性をぬれのl鋪から検討し、被溺楼による後触角

の測定を行い、カプール材の111触111はラワン材よりも小さな縦になることを示している。

しかし、後五語ら引は、 CWAHtl.によりカプールのぬれを検討し、カプールの粉A<を充複

したカラムの吸水速度について測定した結果からカプ h ル材の綬潤伎は他のuより劣るこ

とを示している。

水などとの 111 触 1句会制定すると、括主の浸透により見かけの ~1i触角が小さながl を示すこと

がある。実際にカプールuの十妻都に際しては、 I藍:i11rJのrl逃を行隠してき室付債をt曽すこと
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が必~であり."深沢ら引もカプ ル材の11i務には尚t柑r.t1Jrのユリア樹脂緩Dm糊液会多

』置に~付すること i: 勧めている。

そこで、合水皐の.w，なるJil.さ1.4..のカプ ール!:l1板をメラミン・ユリア樹防波打m糊液

を朗い、 ~'lH、「汲をまE えて I安打し、 1U られた合仮の耐水後お強度を測定した。試験片i:;夜梯

*に 4 時間以せき処fl したのちにiJltJ )gした結束を ~1. 3.に;己した。

l，iお、 l韮芯斉IJ糊泌には、メ ラミン ・ユリア樹絡100ill!il告j¥に、小麦粉20ill m部、水10.[宣

伝鋭、極化アンモニウム紛永O.5 if( 沿線を配合したものを使用した。また然皮条件は、温

1J{120 "c、圧力10Kg/c.' として 2分間然圧した。

この結果によると、1i1仮合水準の多少にかかわらず象付録会附やして緩おーしたJjが切ら

かにおい後必強度の値を13た。また、表 .llifll仮および心板恨板の合水準がいずれも低い

とさよりも、いずれか-)jが高いときの)jが優れた銭li強度合与えるという興味ある知見

HJられた。

カプ ル1111&をI:lHi昔る際にIt~'1 1IIJのあE付蛍を織やすことは合阪の後者コλ トを大きく

Ul-させることにはる。 !た、カプ ル材が混入したときに、そのI!fIIJr1:世十1Mをt怖やすこ

とは l韮お作業を m維にし、 ~E箆性を低下させる原因にもなる。

そこで、シナ材のIlイすといi憾に、カプ ルuをtlDするときにも懐石1111に充fji1IIJを配合

することが考えられた。そのため小衣粉峨鍛1111の一部をベイツガ脳波事}の充焼却jに泣き換

えてその効果を調べてみた。

議.耳!11仮に、I'l-さ0.7闘のラツンIrt板を使周し、心首長tf¥.!J正に防毒 1.3..のカプ ールIj!

!i(を組み合わせ、 I哲也lJrを~えた 2 科ìUiのユリア樹術後ðm糊員長を 242g/. ' (2 I壷芯倍}

の一定f誌をあ定付してl壷おした ときの合仮の耐水1左折銭i殴は関1.4.に/j，す ごとき結果にな ゥ

た。 その結果によると、地li'!:il[に関係なく光協1111の配合比率が向くはるにしたがって耐

水緩む強度が向上する傾向を示し、シナ"のとさと faj械に、充Jti1IIJ企画E合することによっ

て塗付Tli:ii'Iやさずに俊おすることが可能であることがわか勺た。

3.2.2. f自社Ib.J1分による俊治阻:-~と i妄 <"1mの p 11 

カプ ール材は比illがiP.i<力学院J性質に後れているために、4高治朗合板や足湯板などに利

期されている。このような用途の合仮は t~ð耐久性が必~であるために、 i韮 ð 1llJ としてア

ルカリ ・レゾ ル型の 7.Lノール樹脂が多くJJjいられていた。

7ルカリ型の 7.<.ノ ル樹ftJHHf1甲lが用い られた当初は 、tl者に問題が多く発生し 、そ
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の原因究明のために続々の検討がなされた。そのt古来、カプ ル材から抽出される成分に

は不飽和ポリエスチル樹脂の ifi 合 ~~n 11:する成分や 7:r..ノール樹絡の硬化阻;!iを起‘こす成

分が含まれていることが確かめれた， 0' 。またエ テルにより他出される成分の中に存在

する 7-"，ルラ般エチルエλテルが 7:r..ノ ル必iftnの硬化Ri13物質のひとつであることがやl

明した 1制。

さらに阿部ら 11' ，士、エーテル抽出物に中の強俄成分がフェノール樹防の硬化組百を起

こす乙とを~し、その仔在下で } .Lノ ル樹脂を硬化させるとジメチレンエ テル結合が

多tiI:に生成することをf括合している。また、 Ycllons ら12J は各組の浴剤による他出物を

7ルカリ型7ェノール樹ijl1に加え、試験管法によるゲル化時間を測定した。その結果、他

的物の添加lによゥて樹脂主主のゲル化自主Illlが健くなることから、 I'&Zi~J の木材中への浸透J!Ii

'J:がカプ ルuの後:n不良の原因である、としている。
4 のような検討会総み長ねることにより、カプール材の i婁~'1性不良の b互闘が把握された

としても、実際に|長荷役を己主将する ιとに結びっく )j7士を見出すことが市安である。その

ためにカプ ー ル材の 1主主?に通した l妾~'l ~Jの燦索や対応2誌の検討を行うことが必'J:!となる。

fcllons ら， }I は、カプールのl聾お・における/-'"ノール樹脂の反応j交の影響について調べ

たが、 1葺-i1強度が全般的にif1Fしてその影型車を知ることができなか勺た。

そこで、まずアルカリ ・レゾ ル型フェノ ル樹脂 t~';'H明l の p 11がカプール材のt産省に

どのような影響を与えるのか調べることにした。 7s..ノ ル桜路~.f'lJ'ílJ の p Hは、樹脂の

硬化速度をぶ心する 一つの肉子であることから、その影宇手会党l ることは~(!~であるとの汚

えのもとに、触燥にカセイソ ダを使用し、 γ .Lノ ル、ホルムアルデヒドおよびカセイ

ソーダの化合河j合を極々変えて合成したγAノ ル樹目訴を用いて、 一定のIHi条件にてカ

プ ル合緩を 1~~"'Iし、京協くり返し 1~:;H!ì!支と後.llJ'il1の p11との関係を調べた。

その結果は、関7.5. に示すように、 'IH~合水準によってやや災なる傾向が認められた。

す伝わち、!j1仮合成事が低い憎仮をrn.llしたときは、 p11が11前後のところにピ クを有
する上)jに凸砲の1細線になり、後ti1itJp Hが11より低くても、また213くはっても後行強度

が低下する傾向となった。また、 '11仮合成会艇が7-9%のときは、 1"t':;'(1itJの pHが向くな

るにしたがって~~'l強度はわずかながら低下し 、 p 11 が11.5~結えると ~lj強度の低下が

大きくなる必下がりのl1li線全協〈傾向が見られた。

7ルカリ鋭校において 7.<.ノ ル樹脂の硬化速度は、 pHが潟くなると共に低下してい

く傾向があり、 p11が11を越えたところで11W性能が次第に低下する鎖向は樹脂の磁化迷
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Iの影腎に起肉したものと~えられた.

また、樹脂の pHは触総にIlI!JUしたカセイソ ダ還に支配され、』のカセイソ ダ使用

r.1 1~ &j ijl'iのぷ ílíi~民力に~窃i.-与える。したが、 c カセイソ ダ使HlI置がli'lJMI4"ると剣勝の

~曲1 ~j< )Jは人・きくなる 1 -，. 0 nseはザザ Jパインのi妾おにおける JL ノ ル樹脂11a'1J'i1Jの

p 11 の彫軍事i.-検討し川 3 、 fE 水制が~ %以トのI}I阪について、 p11か10.5-11.0のときに

合 lJiの l喜符強度が必泌にはる結決金 i~ている.そし亡、その即.自として、。百 p 11のノェノ

11-樹sIl11どみ繭-a.力が尚くはり、それとJたに!jl板とも封絡との1裏触1(1IJ(人R 占〈えよるので、

l曜i'JfilIの，;.:Hへの泌浴j)(鈎えられ、 Wぃl毒l'ik号令形成するためにIttlf弘i皮が向上すると述

べている.

関'f.!>.のカプ ル材についてのね瓜 L"5(' の結集と同様であり、結川、被符Hの紛樋に

鳩{長なく l~ i"i J'íllの p Hが11 il[ i!J のところに I~冶悩があるような純泉でめった.また、|主将

制の p11がをの偵よりも低くなると、 l喜i'jJ'ilJの表向5長)Jが小さくなる。そのような係l111lJ

争以!JIJしてカノ ル.uなとやl主将4・ると、A-H内i沼への|喜llJ'i1Jの泌必が人占くはるために

1&1'1強l立は低 Fする傾向i.-，)、4卜」とが巧えられた.

3.2.3.IHi1ilJの』量級の組長著書

カプ 咽 ル ~;fの i葺 11・に際して i長持点刊の p 11の彫停をさらに広い範凶で碕m寸るために、後

i.1舟jのぬ泌を交えて、その後iJl1:に関する検討を以みた.関7.6.I主、 rhwiの7ルカリ系イ

ソゾチレン ・ 主要水マレイノ重量 J~!Ir合側目Ii;長1長lliilJi.-使Jliしてカプ ルf'111iおよびラツン合

散を!喜符し、その後者強度を比校した.，'i .r~ である。鋭化J'ílJ には ~'f)jjの .I;jl 1戸化合物を使

jijしたが、磁化J'ilJを混合しても、このl'，'j'/iI)ωp  11は12.51jij iまにはり、怖い fル力リ性会

不 L'n、た.

関7.6.のJt.*によると、校fttilJのr..加脱会Jy)，.，するにしたが司てヲソンf'11f，(の耐*'妻.. ~;・

!J.l.l;tjii] L tるが、い今 I?うプJゾ『ルf'1阪のゆ合t孟後者強度の向上はわrかであり、その

偵11"めて低調でめゥた.

fルJ/リj長のIH'i刻としてfU目的はものには低温校総大託事}ぞ鋭利とした入uグルーが

ある.、二の1主将J'iljIまー般に 白4*1韮-i1!'tWに乏しいl&!llJ'i1JとJtえられといる.しかし、この

l~ i"! iilJにエピコ 卜耳828のようはコポ tシ樹Rt1i.-5-15%添)J1I4ると、耐水恨む性能を著

しく.&i'H ることができる。止た 、己のムポ Iシ樹ijliと共にポ ，)Iミト例目IH固化7ilJをI"J:岱

添加dるιとにより 、耐水I.tU'lf'主fitはさらに向上し、 yェノ ル似RIîに p~ 倣 .r る縦れた耐
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ホi童z1性能をif}ることもできる。

このような改良された大豆グル を使用して、ラツン合板およびカプ ル合仮をIH'Iし

て、その i喪活性能を比鮫した。その結果~凶7.7. に J己したが、ラワン合厳の場合はエボキ

シ紛ijlHを添加しただけでむ 4時日IJの.1:¥携に耐える耐水後f1強度がi;Jられた。いっぽう、カ

プ ル合阪のときは、エポキシ樹怖を添加しただけでは糸線に耐える耐水性をii』ることが

できず、エポキシ樹脂と;u・にポリアミド樹脂令iuJfo¥添加することにより、はじめてラワン

合仮に近い耐水~Z1性能を í;j る ことができるようになった。

以上のように、樋額が'R，t..るi安打J'ii)でも、 fルカリ系のi妾-i'1~J を{史m してカプ ー ルu-.を

後{Iすると、耐水際お性能に問題がある結果であ勺た。

また、フェノ ル樹脂lfi:(l J'ii)について、アルカリ鋭化製のIfi.liJilJと変性タイプのフェノ

ル・メラミン樹脂、および餓鋭化lrl/~ ノ ル樹脂を俊mしてカプ ル合仮~I.実行し、

その lî~VI性能の比較を試みた。アルカリ磁j化被 7 ェノ ル樹蹄と 7.Lノ ル ・メラミン樹

脂とのIHi・性を比較した結束を ぷ7.1 に、また 7ルカリ鋭化型 J CLノ ル鉛胞と 民主鋭化当2

J:<.ノ ル樹脂との Ifi~1伎を比較したま占呆を];.7.2.にぷした。

はお、、二れらの結果はみ;の i妾 δ条件によって I~:(lされた合板によるヂ タである。

t担 担Iiカプル、Jll-さ 1.35-1.45・m、:手陣 3プライ 、
合水準;4%以下、および 6-8%、

i主必J'ilJ配合; rルカリ鋭化砲

樹ijlJ液 100 tTI ~北部

小J;.事} 5 

充毎lJ明l 8 

/1< 6 

硬化I'fIJ 。
ちを付!J; 300g/.' (2 I長.n1M) 

酸硬化型

100 j監査t部

10 

0 

仮1E締，圧力 10Kg/c町議 、自主IlJJ 15分、

然JE条件;圧力 10Kg/c・2

ツ，ιノ ル ・メラミン樹脂

100 I[!蛍部

20 

10 

0.5 " 

アルカリ磁化型フェノ ル樹絡のとき、温度 135 'c、自主1m 合板1'1-1..xO.9分

その他の 1~~"1J'il1 温度 120・C、時間 合板J!l-1..xO.3分
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目費税化P包ソ エJ - ル樹脂 l葺~"'1i'i!1Iこmいられる磁化?illは53%狼m:のパラ ・トルムン ・スル
;j<ン般の水俗滋であゥて、この硬化~J を添加したあとの践活知j の p 11 I;J: 2 "を下回る緩い酸

性を示す。また二ノェノ ル ・ メラミン樹脂 IlH'I ~J に使われる硬化mはI'.ï化 7 ンモニウムの

紛ぷであ『て、これを添加したI!Ul河lの p11 は約 6程度の弱駿伎である。

ぷ7.1. Iこ記した結果は 2fliUlのカプール叩桜について試験したものである。この結来

によると、 7ルカリ硬化型の Yェノ ル樹脂の場合は、情仮によ って極めて11iliしにくい

むのがあり、 24B.~ t:~j の.ð. ~部ノ伝授せ~により l妾行試験片が，f.Ij綴してしまうこともある。

それに対してフ工ノ ル ・メラ ミン樹slHHf?il1i-iJI! mしたときは、 7ルカリ硬化槽7ェ
ノ ル樹脂で>#J泌を生ずるようは jJプ ル"に対しても IOKgf/c.'以ヒの耐水l主将性能告

示し、安定したI:H'I性能を有していた。

また、ぷ7.2.Iこ示されるように、俊鋭化砲 7ェノ ル樹脂は、アルカリ硬化暫 7:t..Jー

ル蜂lal1に比べて絡段に高いぷ梯くり返しi藍お強度を有しており、低合水準の11¥仮に対して

も必いI葺.{l強度の{直を示している。

カプール材をアミノ系樹脂i菱沼海lによ q てI&dするときは、塗I-Ji，Hf曽やしてI.Htする

かぎり、特に大さな問泌らはく後;j'fするらことかできる。これらのアミノ系樹脂 I~{.'~Jは11i

.('1m糊液の pBが5-6の弱酸性であり、その:JIXと表7.J.および或7.2.に示されたよう
な結果を考慮すると、カプ ル材の段Jゴーには酸性系のI霊お?ilJを使用することによ q て安定

した I~お伎を得る乙とがでさると巧えられる。

さらに、関7.6.および関7.7.の結果によ q て明らかはように、カプ ルMの綾筏Iこrル

カリ硬化唱の 7;<.ノ ル樹版会合めて強アルカリタイプの1妾.(j;1ilJを使用すると、満足すべ

き耐水後活性能をねることがぜきない.

以上の結果を総合して宅後すると、カプ ルuのJlHiに際しては酸性系の1&l'tJ'ilJi:使用

するのが適当であり、その!H-I:において、カプール材の緩むに侵れた耐水i童i'J1ft:を{jする

7ェノール ・メラ ミン樹脂11i~'j ~J はイ'jm な l童心 ~l と判断される。

それでは強アルカリ性後.iUlが、なぜ、カプ ール材のl歪JTfに惑いのか、そのl'Il自は 、現

均点において明白ではないが、およそ次のような ζ とが~えられた。

( 1 )カプ ル材の p111ま一般的な1有i't材に比べて低〈 、 Yルカリt'I:下で1富山するf由出物

が多くあゥて、それがJi?imの硬化そ閣官している。
(2 )強アルカリtt緩都知jの硬化物は強い鋭氷伎を示し、そのために成主主せき処尽などの

際に硬化物が膨精し、 Jt~"'1 1旬の凝mカの低下をきたす。
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(3 )カプ 咽ル材は水分により膨級収織が大きく、そのために}産省阪に大きな応力企与え

る。この応カに対して凝tU::JJが低下したi妾将鰐が耐えられず、その給架I葺活字詰lJl:を

低下させる。

中村，.，は、アルカリ ・レゾ ル哲~ 7 ;Lノ ル樹絡を110"cで加熱硬化させ、そののち

その画面化物から冷水によっIlllHlさせる可線分のお:J~ を行った。その結果、向漏m:で30分以

上)JU熱しても10%校I交の水白li容分が#(fすることを報告している。

この事実をJT織すると、 - 般には短時間の然Æ5寺において合販のゆ心部I~{~婦の繊度が

切らかにホットプレスの熱絞滋l変より低くなるので、カプ ル材を然陀桜秘したときに~

ilíの磁化は十分に jj~ まない。それに加えて、カプ ル材の地111物により樹絡が磁化路筈を

受けることを考えると、援押黙の}"，ノ ル樹脂の硬化度は予想したよりも低〈、かなり

の水可溶性成分が残存している状態にあると俄定される。そのためにj主将鼠験時の水浸せ

き処恕において I~W併は容易に軟化して 、木材の彰級収書面に耐え られない ãJQt伎は十分に

考えられた。

3.2.4. 7 ;Lノ ール樹脂後約腕の耐水位

Chowらの報告 11)によると、合板の実用強度をf詰るためには、然外線吸収スベクトル桧

によって測定したフェノ ル樹脂緩将殿の硬化度は70%にilJi童していればよい。この事実

を考織すると、合板内協のソェノ ル樹脂緩持病は、まだ強い綬ホ性を保侍している状態

にある、と見なすのが~当である。

そこで、後者条件を初々に変えてカプ ル合板i-J妾ilし、その11<-i;]強度の弱からフェノ

ール樹絡E妻?t1f':のま量*悔の彫号事i-Ilt測した。

関7.8.は、カプール材をアルカリ硬化I¥'A7 .r..ノ ール桧lij詰後者i'ilJで11<-lfしたときの熱任時

間と緩お強度との関係会示したものである。肉中のftIi輸に â~ した熱原時間の係数 lま、熱圧

温度135・Cにおける合仮f9.さ(t) 1..あたりの然圧時間(分)である.この関の結果に

よると、ラワン合&の話通合は合IfHi.さ18mあたりに0.5分を乗じた然圧偽r.3で俊Zt強度は

-Aの水制に遺Ji草した。しかし、カプ ル合板のときは、熱A時間を合板'clさの1.5傍ま

で延ばしでもなおIHI強度は 1:lf.する傾向にある。すなわち、カプ ル材のi妾おに探して

は、ラワン合板に比べではるかに長い然万二時間を必裂とする、ということであ勺た。

また、日1)の実験で確認したが、カプ ル材には水を説透しやすい性質がある。そのため

にラワン材に比べて、カプ ル材の|霊行賠は、11<f1試験片を水泌せきしたときに、水の影
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訴を受けやすいことが考えられた。それゆえカプ ル合絞の後lfには、樹脂の硬化合進め

てそれだけ疎水化しておかないと、 一定点呼iの11i，j'f強度を í~i ることが難しい。

さらに、 *i:浸透しやすいカプ ルu に~:{l lIIJ を塗付すると、後者j必の濃度上昇と粘皮

の上昇を述める鉱泉、然圧時における~ifJl1Jが11i71 Iciに後する相手の俗世u耐へ転写し、浸

還して行く作朗が妨げられることになる。したがって制手の糸仮面に緩:(f剤が転写し浸透

するのを促巡するために、よりr:1i温度と長時間の加熱i:必混とすることになる。このよう

は現象があるゆえに、カプ ルuの111，(fに際してはト分な熱圧時間が必嬰になってくる。

また、 lJJJ/<伎の強いソェノ ル樹脂がJ:H1Ii司令形成していると 、その後:aJ(1まで水が浸

透したときに俊{1脳が欽化して、 1ft~守強度にも影響を与える可能性が心配される。そこで

援J守層への水の影轡を知るために、表t世話t尽きが~はる2l'H員の合板を 7ふノ ル必H旨t1i

<'11111を周いてI_&;，(fし、 f喜才7強伎を祖IJ~宣する riíiにあらかじめ減圧ドで 1 時間吸水させる処理

を~した場合と、何 b lÌiì 処E.Híiわず通常の条件でm必強度の jjpJ~を行う場合との 、 二 つ

のみ徐によって求めた.r-<沸くり返しi章者強度について比較を試みた。

その結集を図7.9. に~したが、 1ft.<'1試験的にあらかじめ吸水させたとき、また表面 !i¥t反

が紛い合板のとき 、いずれも桜TIll::iが水に触れやすい条件になるほど綾お強度は低い鱗に

は勺た。ただしぶ面地阪が溺い合板の場合は、 m員試験の際に試験片に回転モ メントが

加わるために、その影苦H々~せねばならないが、凶7.9. に示された結束は水によって後

<'1klの膨鴻が促進されている可能性を示唆するものであ勺た。

図7.10. は、 アルカリ型 7.<.ノール樹脂(P F')と耐冷水位をイiするメラミン ・ユリア

樹in(M U F) I_&; zi .tiIJで後おした合板の l1i ll~験片を笈溢水に長時間浸せきしたのちに、

ぬれたままの状!i!iで1l.<'1強度を測定したときの結集である。乙の図の結果によると、メラ

ミン ・ユリア樹脂で様おした合桜のI主将試験片は、 20臼問の述絞/.K浸せき中にIHi強度が

まったく変化していはい。それに対して 7.<.ノール樹脂で緩むした合仮の!産省試験片l:t、

連続氷~せき 3 日後に tl'i:(f強度の低下4をきたし、それ以後は低くい桜li強度をそのまま縫

符していた。

メラミン ・ ユリア I，\HIH妾才~1IIJ1ま、緩i合反応の滋行によって燦水位の鋭化物になりやすく

性質がある。そのために、乙の 1~ :j'f lllJ によって後者した合板は優れた耐冷水位を有する結

果、ラワン合仮のときもカプ ル合板のときでも長期間の冷水~せきによる後ね強度の主主

日変化はみられない。また、カプ ル合仮はラワン合仮に比べて材の比重が尚いので 、 I~
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・ .Ĵ S 1 Hi 

。
30 35 40 

i金ftm. (g/900cm2) 
図 7.9. アルカリド|フェノール樹脂で銭汗したカ

プールパネルのせんHル節度
(バ叩ヰ恥，川 2. lln川11I…11
バZネbルn O.GS'+2.1mm+O.65γ J 



100 

(

次

)

閉

町

相
官

M
官

50 

{-AM さ
o 6 本 敏~

、、
1 、、、
1 
¥ __--6-_← 
t::r---6------ーーー『企

‘a一一一ι . ι ~~~~_;_f). 

25 

20 

15 

(
"
5ミ
同
国
)
柑
絹
勾
強
盗
、
て
が
議
一
m
e
h
g
箆
羽

10 

(ーカプル

5 

。
20 10 15 

水以せき日数

5 。。

I~ .n試験 1:- の 水浸せき時mJ と引綴せん断 I~者強さの関係関 7.10. 



i't強IIIは正面い厳になり、長期Ilaのホ泌せきにおいてもそのままの総を総灼し Cいた.

い司 l王う、フェノール晶jijnl主将 ^"J の ~f守は、長時間の冷水浸せ占によ勺 .c !~ff [1がめ:化

したためか、 I~.v強度の低下会合たした. t.~ にカプ ル合散のと dは、ラソン合越正に比べ

て I~nwl a. C水が浸透しやすいために、水の影轡金銭〈受ける己とにむり、その|長谷強度

I!大占〈低下する結.!l!とえ正司た.

"/ ;:.ノール樹脂の硬化不足を11"うh'(Lとしと、ホットスタッキングという隠れがある.

これは、 角If:i.~ の余然i'.flJ JfJして樹新の fソデ キュ rをiiうむのでめり、第EIした合授

ゐ;f.ヲトゾレスから取り出したあと、すぐに地獄して敏託fるh1J;;である..u，iE後の会阪

の溢IfCi'測定したところ、 80・-100・Cの余月i't.'j 今ていたことから、実験況のホットプ

レλによ 3 て熱IT:した合桜を、 γルミユウムおによゥてiiHiし、 60.-100・Cに保持した

!.1t.l z.; '1'に所定時間放流し c，J，ット λfッ寸ングを行ゥて、その効鳴を1fI>i'した。

関7.11.は、倍々の然圧的1111で然U:I1<おしたカノ ル合阪を60・-100'cの品l支干にて

ホy トλ世ッキングをi1勺て、そのl1tf，~ 1." 1mと係者強度との関係を表したものである。こ

の結慌によると、然足時開会合板1'1 さ 1 ・・あたり1. 1 分として十分にu，~・ IAJえた合板では

す・ヲト A タッ干ングによる幼央が見られは t、.しかし、処LEi・~r.:1がそれより短い羽合は、

80'C以上の語品目E に 2 時間以上.If;繍することによって、 i童t'i強度 IJ( 向上寸る効!~ IJ~明らかに

L!められた.

カブール<<を懐刀する燃には、このような総i'~を加えることによ『て、例1[的問を短縮

することが uJ能になり、それ t' け 1長~.，1'J..次仰の効果を!!Jlj与することがで占る。

3.2.5. ItHJIilJのぬれと転写

般に、 Ijl板へIHiJllJを冷Htると、 1&符J¥1Jφの水分は的防iとRによ割以がjにふ村内総へ

吸収されて、 i葺:lfp';のialJ!'と給IlI:の司l:Hが起こる.また、合水争/)q奮い'n越正ではi童.t1底氷

う}のS量点温度11低下して11<:nJdの将，IJI:上 f~li~えられる.この 1&;'01重の裕度は1藍窃剣の浸

退役を/正Jjする.特に!!¥ti互にt翌十I占れた1葺符剤IJ'、喰付面から1藍:j1F~ に 1&する網干ヒの単 坂

崎に転写してその 111 桜内 íiì へl'i i晶~.る際に、粘fJ{の影響は大きく現れる.

モιで、!1<:{，(J'iIJの転写と泌 15 の鍛1 鳴を ái~起するために、次のようは実験を以みた。

すなわち、合水彩が'Rt... る Iずさ 2.5.. のカプール叩板を!JëJtlしてと~J'，. 3プ云イ合仮を綾

笥守る際に、 11<:nJ¥1Jを、従来とおりに心IUt~\ 仮 l{Jj にのみ所定慣をわ告 Hする )j・ 11， と 、心板と
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』置t幹板のIJU7iliiにそれぞれ所定hI:の平分ずつを塗付する )j'r};'ーとの、 二つのβ伐によって塗

付して合板の11ii1を行った。その際、合板を熱圧するときに熱I.E時閣を変え、それぞれの

β法による然I.E時間と後石室並区Eとの関係を調べてみた。

凶1.12. I主、その結集を哀したものである。 IHiする'11仮の片側のみに後;UJ¥1Jを塗付し

たときは、実m に 耐 える後者軍駐日E を í~ るために~い然皮時間が必~であった。特に、全乾

に近い111仮i-ulUfIしたときはさらに長崎mJの然圧をせねばならなかった.それに対して後

芯i'i1Jを後者する巾仮の両面にう}緩させて号室付すると、片ilii後付のときよりもかなり緩い然

任持r.llで1妾f1することができる心とがわかった。

両両塗{寸を行った場合、片i1ii1虫 Hのと古のように、 I妾m甲jが相手巾板の)~~室付面に転写

してその木材内総へ i:i~ していく治段を必要としないために、それだけ容易に様芯できる

ことになり、 l菱沼1iIIの塗付 h 'r:士会変えるだけでカプ ー ルuの援~'1伎に皆しい改善の効*が

符られた。また凶1.12. の結果は、 11i着剤lの転写と浸透を起こさせるためにかえ正り大きな

エネルギ i-必須とすることを示すものであった。

fi!仮に多少の成分があるときは、Ilδ脳の脱水速度が低下してその浪伎と給1立が低くな

るために、樹脂の流動性がt約す。それゆえ短時間の1)(1然によ っても11i都知lの転写と綬透が

容易に起こり、 i高いt葉;u強度がi!，られやすいことになる。

これらの結果を身えると、 t喜;UJ¥1Jの転写性や以i遥伎は、樹脂の流動性によってぶAiされ

る乙とであり、したがって流動性にiJむ後者tilJを調製すれば、カプ ル材との緩清性を改

善できる 111:(j剤がi!}られることになる。また、彼-atilJの流動設は樹脂の分子f畳分布を調殺

することによってコントロ ルすることができるので、結M、カプ ルuの緩:(jに適する

7ェノ ル樹脂援活 tillには、総動性に '~.í む低総合度成分を含む援~'( JIlI がよ~¥ ，と怨定する

ことができた。

そこで、この仮定を倹託するために、ノェノ ル[P)とホルムγルデヒド(F ]との

モル比 [F) / [P 1 -1. 15とし、カセイソ ーダ [NaOIl]とフェノ ールとのモル比を

[N a 0 11) / [P 1 -O. 5 に閤):Eしてフェノ ル樹防会合成した。

一指添加I決樹脂li、t止初から 7....ノールとホルムアルデヒドとを反応容器tに般人し、敏

~としてカセイソ 甲 ダを20" 添加して90 ・C にで反応を行い、反応液粘 j支が所定の 4/51こ

童iJi車したときに残りのカセイソ ーダを加えて所定斜if.lrまで反応を絞ける )j訟によってお総

合化した樹絡を調製した。

低総合成分を含む樹脂は、使期限料のモル比を上記とI司織にして、フェノ ールとカセイ
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ゾーダ1:分担日jして段入し、 90・Cにて反応を行った。前:2の樹脂とnなると乙ろは、反応途

中において Jェノ ール1:3自に分けて添加して、分子!tl分布を鉱げるようにした。

このようにして合成した 2 相類のフェノ ー ル樹脂そ使用して、 I左右i'iIJ~色付岱ならびにオ

，プン ・アッセンゾリ ・タイムそ変えて合泉市が災なるばさ2.6uのカプ ル!t1仮の緩

ま?を行った。

災1.3.はその結.lIHをまとめて示したものである。 7ェノ ルそー活添加してお総合した

7ェノ ル樹絡鋭利i'iIJは、オ プン ・アッセンブリ ・タイムの影殺を受けやすく、アッ

センプリ ・ タイムが長くなると、後~~Ii'iIIの転2主役が低下して後お強度の低下をきたす。

筏fH責のJt!IJJU処置Eによって、アッセンブリ ・ タイムの~聖書をある凝度仰えることが可能

とはるが、高絡会化した 7..<.ノ ル樹脂では、その効果には限界がある。

オ プン ・アッセンプザ ・タイムに対する安定住には、 m板含水準が大きは影聖書そ与
えている。~:Jに低紛合成分を合む 7:<. ノ ル樹IiI1を使伺した場合に、被zl材の!jl板合水準

がおくなると、オ ープン ・アッセン/リ ー・タイムの影容はほとんど見られなくなり、 1e:

定したi主将性能を示していた.

しかし、低総合成分を合む 7;εノ ル樹脂は、高縮合度分子よりなる γェノ ール鉛絡に

比べて硬化速度が1iくなり、また緩沼海!の訴i動性もJftlJ，則するために、低合水不のll!板を銭

~したときに、 1霊 .{1J事j の浸透が促進されるなどの彫聖書が現れて、極めて低調な 1章者性能を

示す結果になゥた。このような問題は樹脂の反応条件をさらに詩朝日に詰めることによ勺て

解決することが可能である。したがってその点を除けば、全般的に低総合成分を合むフェ

ノール樹脂後.n1ilJは、日縮会樹胞を主体とするものよりも、カプ ル材に対してより安定

したi主将位告示すものと与えられる。

3.3. ?ルイン材の銭活性己主湾に関する検討

前震において、主に懐zl条件を特定することによってジルインuの1主将改者を検討して
きたが、 一般に樹脂1:多僚に含むクルイン材については、孫々の表ffii処型によって銭約性

を改善するみ・挟が試みられていた。

本筋においては、 1喪主}郊jやl自主li'iIJの改良と選定によ勺て縦路合多憶に含むクルイン材の

後約性改善を検討した。すでに寺沢ら，.，によってi主将知lの箇からクルイン材の緩li性に

ついて後討した報告がなされている。
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その似itによると、クルインMI~対してはユリ 7 lÕÌ ã皆様.t'iJ'íl1よりむアルカリ系のフェノ

ル樹脂i喜:nJ'il1を飼いたゐが安yしたI&.?I1'1:を得ることがで~るとkEべといる.

立た!起j{ら1?) ，ま 、ユリ r制桁";1 ì'il1~ 1Ilいてお周波/.ftJ熱によるアヒトン~~の I~ .n をí'f

い、鋭化J'il1に目前後アンモニウム1-使用すると、 t.Hl性が改1存される心と1HII仏・している。

そしてIil1MlンεニウムはIlbHI 成分んよるユリ 7樹脂の硬化の1iれそ1l1Jえる効製品、あるた

めとJ'I'EIJづけしている.

ユリ γ 樹脂1~ .?IJ'ílI の鋭化i'l!JJI: 1_. ，r~ め cl.&nすると、おい後û強度自由が iリられることはー

続的に佼験していることであり、その"'， !I.!から、要は ~i"f強度1-全般的にレベル 7 ップし

ておけば、疎水位の樹脂~:1むふHのIHl に際しても有幼なの℃めろうと1ft測された.

そこで、必煽に&11旨の浸11l1.交が'Rなる少ルインlil仮を市販のユ，)J'副総、メラE.:/・ユ

1) 'Y悼Uli、アルカリレゾ ルmのフ zノ ル樹脂および大Ji.グル 1~:í'tJ'ílJ'を 1日いて Il {'Iし

C 、それぞれの 1&1~J\IIの耐ぷ性能 1:. 見;じて泌水浸せき処p.l)、点目帯くり返しj(llJ'll 、 72時間連

総派~処1'1' 、および常悠のj， J. '<'I~行総 l覧手揖'1J:Eして各践者J'ilJの7ルイン'1¥阪にまjするl童

書性の lt絞を:.tみた.その際、 It<.j"f ~~t は IHi J'ílI メ カーの計1A寸/.，); 71.によ今た。

その'.';!民1- ~7. 13 γ示したか、引iu，ll1ll変か多いfjllfiと少ない Ijl似との1喜おしたとき

のIHi姥俊足晶、'I、さ¥I妄δ7rJはど伶Uliの園長tH'，::{けにくいこと告示している.この凶の結

受によると、切らかにアルカリ奈の i長清浄lのゐが後ã~主に優れていることがi(認された。

その姥 11J は切らかでないが、 ~rnが泌d日に話出した単仮に対して， .:>. J .ル樹脂j重荷J'il1の

Ili1がよいことから、 J然圧品11立が目、いために'1¥仮表面の樹節約が欽1tしてIt?'iJ'illlf'!に浴出

したの刀はないか、と考えた.

4のt占拠にJ占づいて、 J'~ノ庁舎制 ijlilll: {í J\llへ木材に念品.rL る樹仰と純白Iff. 1-nするよう

なi81fiJや添加したならば、 1':'11'1<1':効鳴がi~ 1られるのではないかとのI1liUtlを行い、 γ .Lノ

ル.)ラミン樹脂IH'iJ'ilJに樋々の18J¥II ，を1u合し、それによってぷ曲iに樹脂D'iil出して照を

成す 9 ルイ /ll1lI互の後<<~!式みた.

はお、子エノ ー ル ・ メラミンらUlii-~注したl'i'自は、ひとつに 110 -120 "cの低温度で

~1[ll.nができることであり、{也の人~なl'f自は、浴剤との倒lÕt生がメうミン ・ユリア樹

!liよりもよく、荷予測を混合したのらに長崎ImR事託しておいても術部iの船長}緩が起乙りにく

いためとある。

K!々のi8J'i1Jを11ii't J¥IIに対して 5-10% 添加して、それらの効*1- .J~べ たね梨を 関 7. I~. 

iこ記した。
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0.5 

コー ングルテン粉米

1!1化アンモニウム粉A

-124-

水または浴剤i



関1.14. の t占~によると、いずれの浴剤lを加えることにより、クルイン!l1.l!互に対する後

活性が改選できることが認められた。そのなかでもftlWi族アルコール系の浴剤lの効果が特

に瀕者であった。また水にお雪解するアセトンの添加効果はほとんど見ることはできなかっ

た。もともと 7ェノ ル ・メラミン樹脂には少震のメタノールが含まれているが、この緩

:ll剣そのままではIJ-i'l性改浅の効5院はない。メタノ ルはぷに総島幸するので、その乙とを

考えると、アセトンに対して i菱石健改おの効~を期待することは縦l'I1であった。

さらにこれらの知見をもとに、 i蔓~'1~J との納分継が少なくかっ効果的な溶剤IJ 1:-滋定すべく、

EIJの実験によゥて検討した仏製、エチルセロソルプを約6%添加lした 7"，ノール ・メラミ

ン樹脂 i主 ~"HiIJがクルインuの i婁 lr に~当であることを知った。その桜ず1 1'íiJに小J( lう}上旬!..1 ~J

と共にコ ングルテン特}木を巨成分とする市販の地強~J (KR嶋 950)を配合して縦波を調製

し、それ1:-1!eJl]して友l到に樹脂泌出I.lrが民江るクルイン.!l1仮を俊ltして合阪とした。 そ

して、それらの合阪の 11UI 強度合測定した結果を関7. 1 5. に記した。このときの合板の~

i'I条件は以下によった。

!l芯条件:IlHbHlh主;返説明仮 j'/.さ1.8..レッドメランティ ー

心'11仮 Mさ3.3..クルイン

f担仮合成41;7-9%

t主将 ~I I記合;

ノェノ JI-. 

メラミン樹目旨

小J(紛

4'1強J'iiJ

* 

コントロ Jレ

100・R汲部
20 

0 

10 

lll:化アンモニウム粉本 0.5 

A金付鉱;440卑/.: (2 Ilお)(':)

仮圧締;圧力 10KR/CII'、防ih'l 15分

改良品

100 .'ll1a部

10 

10 

JO 

0.5 

然庄条件;i温度 120・C、圧力 10Kg/clI'、時間 3分10抄
なお、コントロ F ルの援おJ'iil には浴剤を ~)JIJ していない同じタイプの樹脂会尉いた。

関1.15. の結果によると、tiI.mJ合加えた改良タイプのi主主主J¥lJの場fTは、全般的におい後

窃強度告示し、特 lこ I担控正反面への樹脂のちHlI1交が sおくなるにしたがって 、 後者強度の~は

大きくなることが砿認された。
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以 1:のように、クルイ./<<に対 tる師寺s1J1.草加の効果が後認されたので、続いて合仮工場

において~fIl脱線の試験会 ír い、 その効鳴を，Iì確認した.その際、 1事n条件は以ドによ己す

条件によ ，t.ニ。

実JlJ!l} ."1ぷ験条件 :

'1¥板編成 ..長束111敬およひ。セン 7 コγ l'lさ1.0・・、カゾール<<

コア!jllfi( PI ~ 3. 0・・、 空ルイン<<

!jl 飯合水準:7 ~以ト

l主将s1J記合:改良市t7.z_ノ ル ・メヤミン街路

2曾強filJ(lR・950)

小手足紛

水

泡化7ンtトニウム持}ぶ

喰H魚:440g1・{2 !~{i 胤)

仮庄締;圧力 10Ig/c.: 、.~r.lJ 20-40分

100 ・j!.Iillli 
10 

7.5・8.0

o -6.0 

0.5 

処a条件:i:.l度 120 .c、lf::lJ 1 OKK/ c. z 、時間 4.5分
この1岳.，条件によって援活し介合抵の1喜71強度を JA S苫通合Ibiおよび鳩....JIi合後のぷ

験hiJ. fこ傾じて測定し、....*~ぞみ'1. 4 . f.;..ë した.その結果、はほ期待したとおりの I~.(1 性

能IJ'i!1られている ιとが穫dされ、 卜分に・J起用に耐えるむのである、ニとがわか勺た.

o(に、クルイン<<の|書.liにIlil:.'i!のあるユリア樹脂に浴剤とコ J グル 1 ./和}木とi-o己合

することにより、ぷ耐に樹目白が泌111した 9ルインIi¥板の!童Zfi!l<i'1に卦I4る効*がねられる

のでははいかと与え、その効!品会淘lるために仰さ 3.4..のクルイ./'11th<の:r，:''13プライ合

板i::疋絵本 ('!~Zf し、そのIUHJ: f迄~冷A<l'1 tt きおよび9{，燥のくり必しぷ験により凋へて

てみた..占*'孟凶7.16. に示したようには勺た.

この:正駿に使筋したユリ J'~I日は通常の合~nll妄.f1剣である. 15サイクルのくり返し訟

験の鈷思をみると、 i妾i1強度は〈り泡しサイクル数がl{1加するにしたが ').c徐々に低下し

た.そのllifの宮司会は両予知lとt拘鎗別手配合 したと占のβがゆるやか Cあり、ユリア樹iilH華

" 7ilJの場合でも、このようは処伐をとることによ『て多樹紛クルインuのi者符に(i効であ

ることがわか った。

.11 1偏に創iA<性の樹脂昨?を形成し℃い{，~ルイン '11仮は水を吸い込みにくいために、 4 般
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).(. 7， 4 . (~IJi. I)Wこ:t;.;¥，、てフェノ ーノレ ・メラミンIfl
JJ行J必li-trlJによって製造されたクルイン合仮
のJ以守強1I宣

I~~~免 ì}:. 

• ;;~. 11ぷ

両市可i 1 I 2 
1，1. 9(3リ) I 16.0(18) 

沢駅I 9~20 I 1 0~20 
( O)~(IOO)i ( 0)~(50) 

3 

18.7(61) 

1()~22 

(30)~(80) 

lG.O( 5) I 19.3(13) I 19.7(G5) 
UI~ (~水夜 ìli 試験 I 13~21 I 12~2G I 11~28 

( 0)~(20) I ( 0)~(80) I (20)~(I00) 

11. 4( 0) I 12.7( 8) I 14.2(36) 
れ iリ1;試験(:l削1J)I 7~14 

( 0) 

! 11. 8( 3) I 10. 1 ( 0) 
ポ ilJI:料返し試験I 8~IG I 3~1'1 
I ( O)~(IO) I ( 0) 

7211lj-lillil!f.]，:l1YI:試験

. .¥tん肺I獄凶:(ltg/c，n')， ( ) 1'1はホ熊井:(%) 

9~1 9 

( 0)~(80) 

12.8( 7) 

8~18 

( 0)~(20) 

12.4( 8) 

8~16 

( O)~(50) 

" 配;守:フ z ノール ・メヲミ:/It>l!111∞問1，強化剤 (KR・950)10臨;，

小~I.P.5 (i{l， 1111じ7γモン0.5f郁
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の耐iHt'l¥倣とおiみ合わせた合歓へ1*111宇るときに、!illf，iの組み合わせんによ勺て耐;水後

nt'U正が変わ勺てくることが与えられる.

そこで結後に、明仮の幸Hみ合わりん により、合販の耐 水位がス際に'p.はるか符か:J~べる

ことにした。{止矧したJlllb(は jll: ~3.4u (!ぷl偏に多!itに樹脂がちHl:lしCいるクルインu1阪

とir.常の予ツン111板であり、改J込押Jのノェノ ル ・メ ラミン樹脂 1喜 ~rifiiJ'をmいてそれらの

Il¥!f，i 1: '&誕板および心仮に自主い分C;'Ca I ノイ合板を I韮芯ーした.心歓に I~ùfiil争後付して

I;il・の館行条件で後δしたOA料合般のIH7後JJ('.を、 J^ S 1 m合tfdUIliのぷ験ん法によゥ
て測定した.I占拠はぷ1.5.Iι 止とめて犯した

ム7.~.の結果は、 3 プライ fj歓の lH誕 '11 散とし C7 ルイン Ij\ 似合後 JIJ する lól 合と、心叡

lそれを使用するときでは、 i轟i''ttl.艇に7:'R.かあり、クルイン'11tfx. ~を与!(j! 111板として使用

する )jがぬい l~.n強度の併'会 /J~-4 ~とがわか勺た。モのl'I由 c;t.~のように考えられた。

f' I.i.わら、水の浸透状況が食わ るため Cあり、俵m明IJ;を疎水rJ.の樹HliMかぶc(nにあるク

ルイ ;_-'lll&r.にを付すると、ゆH般に((fF4-6氷の'jl.仮内総へ7'.u'dる l'lil立がli.くなり、

そのためにi藍省総の浪l交がi尽く、 1&nfiiJc.t叫I玉川に総動しやすいtx悠になる.それゆえII

i1Jil1のJI:I nt の ol遥が起乙勺て欠U~!I. じ、 I~ .t'i 強度が低下する給処になる.

い可 l;rう、 I~ 者Jlilをラワン tnlbi l.:に f令 Hすると、 1It'1 k1の水分は本<<内II!へ極的問のう

ちに泌泌を始め、後奇矯の111m:(， U~ しやすい.そのために然Æ.~ における 1&i1剤の浸透

む仰制されて、 i'tぃt章者脳会形成して413いlHJ強度を示すようになる.それに加えて、表

裏散に9ルイノ身1板があるために、r.¥湯水に主主せきしていても水が1I&の後芯焔までに泌

述しにくく、そのま者j峰、 1墓石蝋の.y，化か1111えられることになる。したか)CI&.;'(強度は高

い舶にはり、またその低ドむ少はい釘 I叫にはる.

制 ~tí~ ~ <合むIfltf，(は、ジルイン.uに阪ら宇、 i也の樹鍾を使即したと<!(' {，耐水試験後

の 耐水 i裏.(';強度の低 f;~が小さくはる傾向か見られるが、そのl'I1rhは以 t:にi&へたように

俊明することができる.

3.4. n~llI<<の後者健改ぎに001 る倹 .4

か勺(";r:l è1~に入手できたけiTH，f{，'i'i 似の納品j が巡み、織 UJI封政I(.fの伐 tUQ 冊目j と 繍 i臼~止

政策により、 1以木として入手寸ることが次第に凶鎌にな勺て占ている。い-，c;rう、消'i'i者

側bJ働時s;I鳴の係議の劫きが也iよる にしたが司て、I拘t芋材のI*fTJn必そ行うようになって
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占た.

このような'fTEllに長1Jl.;4るために、f'1訟の製浴メ カ は1以本会尚il..f，jから針葉樹材に

切り f干える胞iuをとりはしめ Cいる.しかし、針葉樹"を似:jllしてみると、 f ミノ樹脂系

l &1 ll 買IJ i- CII.!t!Jしたと à に I~n に I::JJIJ1がある、ニと iこ%がH~、た。

米l吋なとでは 7 .Lノ ル鈴jijl'r illl.! JIJ し C ベイマツなどの銭おそ í( っ℃おり、 n~樹材の

11;守住民間するfmmli、l葺i'i1flJの械mによ 3て進勺てくる心とがJj'えられた.

そζで、わが民においてー般的'-1:士m占れているメラミ./'..:l. 1)γ 樹脂1l1i1iIJを府いて
岨々の針変樹材をIH'iし、まずはじめにf::Jm点の沼症を行った. そのためにれ勉の合復工

渇や関係省から λギ、ヒノ・1、711マツ、カラマツ、エゾマツ、ベイマツ、およびベイツ

ガはどの Iltlfi i-入手し、所般の j うミン・..:l.リ 7 樹脂t"Hi 1flJ を m~l ， .;gJ，正1¥11の1聾者条件

によ q て、それぞれ 3プフイ合阪をIti"fした.そして JA S 1矧合lfi.lllfflに県民:する後ぢ

試験ん、 iJ. にしたが今 E 画1*1主将 ololìl免令制 ü: し I~ • 

はお、入手した惜阪の刻々P/さがw.t.正.， 'C いたために、 P会{、Il，t と ~IEØ，~I:日はそれそれの

通11な条件を録閉したか、恨のf条件ι1 .).i:1こして互いに比絞で占るようにした，

..... ~誌を関 7 ， 17. にまとめて認したが、その Jt.~ によると、特にぺイマツの1Ii1伎に問遜

がある とか判明した.λ ギ、ヒノキ、 fカマツ、カラ'<'/、.Lゾ γ ッおよびベイツ刀'に

ついては、説漣によって後布告量l庄の簡は多少の大小があるものの、五W 1..1l清伎を示して

いた.

ベイマツ (PscutlO{sugo.cn;rlC.<11 FRANCO) は心材と辺.f，jによっ 'CItUH1:が'1Ui.り、特

に心.f，jの1主将性か低調 Cある ことかf.lfí~ll た.

I.Uj 、肉中にあるカッ i 内 I}) 欽 ~(H"" 般市の、|名~)Wiであり、 l ドに 111 た織は i喜 n 強度の

e小および必.kllliの箆捌を&.しといる.
関1.11. において後o怜が劣るベイマツ 111，bXについて、さら t・7 ノ ル・メラミン樹

脂It符1iIIi:飼いてf重荷し、そのI':t"t強度を測定したところ、2<7.6.1，.示すようむ絵'誌がl!l
ら(~た.この総~においてむ辺H織と心u絡によ q て後.ù強度にお l の&!が認められ、心

IH1!のIti1強度が低い数値に弘司た.しかし、必7.6.における心"と辺uとのl主δ強度の
"は、メァミン ・ユリア晶jlilillH;1fIJによ、て11h'lしたとさよりも ):Lノール ・メラミン樹

脂 l~ i' 1fI1 により i主将したt;l 0のんか資比したむのになった。

べイマツ 11¥lfi のこのようは I~ i'i l'b の J'~ の jボ肉を知るために、然水、 1 % カセイソ ダJ主

的泳、およびエ テルによるIlbIIlJ成分!01のJJ泌と、蒸溜水による11<汁1(1の自由Il.i:を行ゥた。

132-



γ 

<52) 

f 

}
 

T
|
'
ω
 t
 

】
マ
凋
喝
企

'a
tAa

。。t
 
}
 

T
4
m
i
 

t
 

MU F.-珂.1n.
20 

E

J

n

υ

C

3

 

3
H目
的
〈
『
れ

E
¥
Y
U切
符
凶
ヤ

?、~ ..，.決
~ ~~ト::;;:-­
¥トコ土--..
>t '( '( '( 

メラ， '/・ 3 リ7 t~jll日後新剤によって

奴j告された$1・業績l合板の接指強度
l韮:n条件

h
-
F小
品
、

h
e
F常
ト

山
引
¥
』

、、-
，{ 

。

図7.17，

. 1"7.さ 3.2刷、7;.1'/.:1プライ'11仮備1戊

ML 03i/，UL 002 iO/30総波打1甲l配{L~'-年;:!Ì1h~

10:'111、水18:111、小J.!t)

Ilfl償却I(NSIOI) 7ml 

0.4 l1l1 I主化 Fンモニウム

1，¥ : 440R/.' f
 
、{
 
"11 

，品1f.交120.C、IE))10Kg/'c.'、時H司5分t.~陀条件



発7，6， フェノーノレ ・メラミン附JJi'j'般若斉1Iによって
創造ーされたベイマツ介Itzにおける辺材と心
村のj金いによる J;~ヂf

|止1-lJRU
心川手料|心材l辺:fr
10.4(67) 1 13.1(95) 111.5(43) 112，7(97) 

'Î;~ 1l日以以I8.6-13. U 1. 1-15.71 9.0-15.0: 8.3-20.2 
(30-100)1 (90-100)1 (10-100)1 (90-100) 

1 10.2(48) 1 8.9(100)1 7.9(29) 1 12.1 (94) 
;u i'JI: 成以 In A ~ t t ，1 r I . 1.  ，..1 t'" '" '. ̂ . ....1 
(J八S'1川 | リ ~-1 1. 11 G. 1-11. 51 5.0-10.9;10.9-14.8 

(30-90) 1 (100) 1 (10-60) 1 (80-100) 

ー 6.8(38)1 8.4(95) 1 6.3(14) 110.2(93) 
72 11を1m辿紘Ir: r. ~ 'r¥-('¥1 ~ t n n I ... ^ n I i I 5.6-10.0' 6.1-9，8 I 4.2-8.1 I 7，7-12.7 ;(¥似1:試験I¥J. U' - J v. "}I v. J ---:J. 0 I '.t. "''-0. 1 I 

(20-70) I (90-100)j (10-20) I (80-100) 

せん断崎瓜 (I<g/cmり.( )内は本般市(%)
I't!n: lIohnc 内 1汁，ーHiIJ 1∞同t
。 NS-101 10// 
小 fι 扮 10"

7" 



その結果をぷ1.7.に示したが、 1妻触角tま全般的に心U協の)jが大きくなった。また、熱水

およびエ ーテルによるIll!H1成分1誌には特に差がみられった。しかし、 1%カセイソーダっ

水溶液によるIlIIIil成分設には、心u鋭と辺材部による.&が認められ、辺材部の摘出成分:!i!
が約 5%であるのに対して、心u尚iのそれは 10-15%のf置であゥた。
ベイマツ限緩のt菱総14にはかなりのバラツキが認められ、その後触jIJと 7;<.ノール・メ

ラミン樹桁による !tij'l強度とのmlには閃7.18. に示すような相関伎があった。

メラミン系樹』日後:(JJ'i!Jにおける lti.j'l 位低下の阪図は切らかではいが、その後71性i:改:g

するためのi主将条件をJ.!.tilすために、さらに若干の検討を加えてみた。そのために、まず

ベイマツに対してとくに後必伎のr.:)~が少ないアルカリレゾ ル型 7.<.ノ ル樹脂後者J'i!J

を使用して、 i藍尽条件の検討会if勺た。

s般に針~樹UIま桜欽な ~U部と Z民くて綴~;な夏材現i とから成る。そのために針采樹の

恨iiiにt喜お_A1Jを'をHすると、{1'Hffliと反材穏ではI藍i'1li1lの浸透性がまったく災なる。した

がって、とのお分に oii点を波いてl董お条件を決めるのか、というi均泌がある。

こ乙で、市販のアルカリレゾ ル砲のノェノ ル樹脂 i妾~'LAHm いて 3 プライのベイマ

γ合仮をE長谷する擦に、然fE圧力そ変えてt産省し、そのlti~，強度を測定した。そのときの

結束i:ぷ7.8.に示したが、然圧的の圧ノ'Ji: ，$めることによ勺て、より尚い緩お強度を得る

ことができた。このtSJ昼過、ら、ベイマツを!p:(Jするときには夏材ll!iの影轡を考慮に入れて

ltiお条件を設定する必要性があり、 1椅I羊材のf菱沼条件をそのまま適用できないことが判明

した。しかし辺.j;f郎と心H都との1:&.(j'強度に多少の.&はあるものの、いずれにしてもフェ

ノ ル樹脂後芯liIJがペイマツに対して安定した1:&i"'f 1企を行する ζ とを示している。

それでは、はぜYルカリレゾ ル型の];<.ノ ル樹術後.i'1J'i!JがベイマツのI妾おに優れて

いるのか、この疑問を島幸くために、ノェノ ル樹脂の製浴刀法を合めて考妓を行った。

Cho・ら17' は、主主水柑l仕i処理したペイマッ'1¥仮と米処艇の，>>阪とをそれぞれ Jエノ ル

樹脂 1藍:(JliIJ によって 1~7Iし、紫外線吸収スペクトル分折による 11i:(JJE)の磁化度合測定して

いる。その結果緩i'"l婦の樹脂の艇化;p動は ldt出処 PM によ勺て~容されていはいことから 、

ぺイマツの他出成分は 7;<.ノール樹脂の磁!イヒに何ら影努をうえはいことを報告している。

Cbowらの報告を考怨すると、少なくともベイマツにはカプール材のように、フェノ ル

街路の硬化学動に彫轡するような成分が合まれていないことがわかる。

そこで、次にフェノ ール樹脂の製活方法の途いによるi主活性への影縛を調べてみた。
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表・r.7.へイマツ'1¥Ibtの ltJl tI\成分と水に対する I~触戸1

ぷ料No. J" み 全唱え!tif! 然 JI< lUH1 f ユー テル l妾触角

(u) "Ii容分{耳} "1 i'8分(~) 可裕う}(草) (1JO 

3.2 0.39 1.2 10.5 0.3 19 

2 3.2 0.~3 ~.8 I~. 6 0.6 78 

3 3.2 0.39 2.6 13. 7 O. 5 35 

4 1.6 0.46 2.7 ~.9 0.5 32 

5 1.6 0.48 3.3 12 ~ 0.6 80 



1<.7.8 . ベ イマツ合i反の接:ff強度

烈圧JI!jの庇締IJ: 10kg/cm2 12.5kg/cIl1Z 

辺 10.0(81 ) 12.7(58) 

'じ 9.8(i3) 11. 7(86) 

• 'ltんl旬i'r1i10::ドJ!Jit.(i<g/clll'. i2 Ø 'i Jl 11(~ 鈍./(;.~. ，!A: ~~ 

•• ( ) l'jlJ..ドYJI、Itn:U~) 

... K.'ì íl~ : レゾ ー ル(フ s ノール INAI1)



わが肉における 7ふノ ル樹胞の~巡h 訟は、雨洋材の後.(11:目的に設計されているた

めに、樹脂の縮合皮をllllえて低分子:!ilu.x分1:ある程度9.J1し、然庄自主に樹脂の流動性会6i:保

するように行えられている。低分一千f託成分が存(:Eすると、樹脂の硬化i必皮が低下するため

に、甚J路の p11を下げて般化性会Itliゥている。

い勺ぼう、 JarVlの報告， )によると、針』高砂Jのi斐IIにはiZ縮合、 i話アルカリタイプの樹

絡が通しており 、日λ テ ジに近い J:x.ノ ル樹脂をおアルカリ 11<溶液に鋭角干させたよう

江後;n剤が{止われている。

7 .Lノ ル樹脂銭.j'，'JIlJでら、心のようにき4盗み法が退 ってくると、波打1IiJの性質や使い

}jに六きな途いが生してくると与えられた。そ乙で、 Jarvi の報告に基づいて目玉縮合かっ

高rルカリ憾の 7 ふノ ル樹脂 I~ 芯ì'iII (PF A) を試作: して、南iYq~ 筏δ周に市販され

ている 7 .L ノール樹~iîI妾7fAlI(PF ß) と共にベイマツ憎板を l~l1 して品，j 't;.の追いを以

下に示す俊ず7条件によ勺て比絞した。

波打条件:'11仮構成; ベイマツ、ト 6ma r 3. 2.. + 1.6刷、会水ヰ~ 5 %以下

1~71 JIlJ配合; P F -̂  
ノェノ ル樹脂液 100 ill盆lls

小変紛

i与問先焼却l 25 

金{、t!J; 407g/.二 ( 21妾イ1.IM) 

!bi圧締 JUJ 12.5Kg/c.2 、時WJ 15分

P F -B 

100 lnEl部
3 

16 

熱圧条件 i，鼠m:135 .C、以ブ} 10-15Kg/c.'、6.5分

伝お、 i主?iに探して然j玉j主力をIQ-15Kg/cm'の範簡で変え、その効果を併せて調べて

みたところ、 関7.19 に記したようは結果会ωた。
後7f舟!の1'1:状{よ関rtにぶしたが、高級i合かつ日アルカリ怜のi菱沼mのみが全般的に高い
後:a強度合示していた。l'F . A樹脂は、熱J:E圧力企IOKg/c.2 から 12.5Kg/cm'に高め

るζ とにより i韮d強度が大偏に上界し、それ以ヒのおい1正カではi主主主強度に大きな変化が

みられなかった。い勺ぼう l判i'P材i藍お汗iの PP ß では 、 ~ 1.EfE力を 12 . 5Kg/c・ 2 から 15

Kg/ c.2 に高めたところで後者強l立の向ヒが認められた。

このような傾向は 、 明らかに t~ :n ~1 の btA毒性のi皇い告示唆しているものと考えられ、新t

効性にK(む PF B 樹 nn(ま j: に .(j.u 掃において~:t j事に木材内総へ 1'1み込み、汚い I~ Zf泌を

-139-



18 

8 
2 
fぜ 16
;tr! 
>-;:J 

‘凶

£14 
・号

‘3 
:，，< 

f空12I・
!::::: 

e、.

I'F A 

PF日

同IHI25tM pll 

41 % 1. 5p 11. 8 

45% 1.7p 10.5 

0--ー_-0-_ __崎O

10 12 14 

?~口'ß干の圧力(kg/cm 2 )

100 

x 
--502 
4手

。

図7.19. ベイマツ{ì~反のJ以守強度に及ぼす熱何時
の川:締)1:の~!;'fJ，l



形成しているために、よりおい然圧圧力でIfl.j'j;する必要があるものと燃側主れた。

次tこ、 tニれらのアルカリレゾ ル裂7ェノ ル樹脂緩lrJl1Jを用いてペイツガとカプール

との '11阪を組み合わせて合仮を!主税したときの!芸者強度合調べてみた。その際に、関車女t粧

品，~i在日目を争'llh変化させて、 l主将強度とlJIj放J1tt，'1時mlとの関係会求めた。また主主1Jまでに、

カプ ルuのl安打に過したノェノ ル ・メラミン樹nu!妄.(IJIIJ(PMF)を使舟してらiし'il
1&を I~ .j'j;し、そのとさのデ タを併記した。

なお、この試験におけるi主.a条件は以下に記したとおりである。また11{'7に際して、心

仮'j1lfÆに!~.n JIII を喰付したのち 40・C に保持した恒縦器中 iこ立てかけて敗目し、所定 S寺院i終

過したのちに取り出して炎必 '11仮を1量ねて仮圧絡を1-1い 、このときの級位時間を土佐邸時削

としてその修得を，J~べてみた。

i産n条件: tll. 板情~正;ぷ'.i!1I1& カプ ル Bよさ1.4刷、合水:事 6-7% 

心証~11l& ベイツガ 以さ3.4・・、合成主将 8-9% 

!裏打JIII配合; P F AおよびPF Bは関7.19.のときに仏iし

P M Fの場合、 PMFレジン 100 ill茂樹

小友和;j 10 

m主主JIII(NS 101) 10 
，1< 

沼化アンモニウム 0.5

会HlJI; 440g!a' (2銭ずf1M) 

仮庄締; 圧力 12.5Kg/cぜ、時間20分

然庄条件 .AJJ 10Kg/cD'、PFのとき;溢I支 135 .C、持問 6分

I'Mド;" 120・C、" 2~45静

試験結果は術7.20. に示したとおりでめる。針必樹にカプ ルuが浪人すると、高総合
かつ尚アルカリタイプの PF Aは樹if.材JIjの PF Bに比べてi婁n性能がi正に低 Fする

総巣となった。またJUY時間の影轡は尚樹脂とも同じように受けている。そのような結巣

に対して PMドは、 PF - B と 1;;1 織におい i妾.j'j;強度合 n し 、 しかもJj~積時間の修平手ら緩め

て終微であり、'5<:1草したi妾:n性能を示していた。

わがiI'lの合仮工場では、将来的に針必樹と i釘洋材とを総合(止I日するケースが多くなり、

表選制緩には l輔iHtを使mし、また心lIJifl!仮には針出H討をuelilする総合会1&が多くなると
J7えられる。このようなときにいずれの 1~ .n ~1 を.il);択するのか 、 という i均泌がある。その
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選択をぷると、 百cllonsの報告 1:':) にもゐるように、践活トラブルの原因にもなり i与るの

で、そのときは南洋.-tのf1(11 にi1i点を i~l: いた f~lt~Jの i選択が必~になると Jすえる。

4.おわりに

以上は幾 f~ ;j'j性木材としてシナ、カプ ル、クルイン、および針必樹"を伊lにとり、後

(1mや地iotm、およびi主将条件紅どの商品、らそのi主将性己主必のん法について倹討し、併せ

C問題点を~~備した。

それらの検討結果より、重量 l韮 ~'i性木材の i主将に際しては、 いこj主主(]刊のちt述とiff.動惨動

にftlnして、できるかぎり均 ーなl主将照合形成するようなi産者殉jやWI!.iJiljの滋択、および

flU~条件のぷli!を行う乙とが .Ti~ である。

lt ~'7 JiljのUk重と流動伎は、ふ材へf.lh'i'1甲'j;をh色村した商事問から自主!日iと共に劣化することか

ら、常にそれらのt量的変化手々臆した動(J'-)t.i取り i及いが必援になる. このf，lJ!.'ijはニヒに後n

11'1に.ff.n:する水の動さに起IAIするものであり、その.t!ii!;において、今後、 I妾<1Mのぷの準

動を正確に氾i起するみが，1:検Q.tする必'i!!怜がある。

いずれにしても、熊tH1性ふ材の陵IIIこl附する問題には、まだまだ解決すべき点が多数

あり、その解決には各分野の研究f奇の協力が宝!まれる。

録後に、はははだ狙t断((.)な解釈のもとに考察を滋めてきたが、合絞業界が正liliiしたf主将

!問題に対して幾分かの((献4をしたと臼ねするものである。
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!:f'; 8 ぐ吐 コ リ ャ ン 嵯~ 色{! 只3 し fこ 7jご ド匂::>~

五~~ ，こ 衣'>'.J-之;nをイ"7-

1，はし めに

199211: 6 J.Iに綱貴tされた[J.j適用t晶l制定会よ互において祭休の保令、内総i'JIif. f..開発が決め
ち孔て、従;f.:のよう紅会外の{史t;:が[吋 ft にはり、ノt.:fH' 't;;偏に紛入 t る こ とがイ~uJfaに伝。

cdた.f..i;;: {f.Jには、 ii!界的に..j.;HI:定へもEわれるぬ本の不足と偏燃の高騒が心配吾れる

1古努にな勺 'Cきている.

-I-:UI，U:XifドJにやHIIされるよ c、/Jli.l"，の'，'いおt婚でも20-lf.以上のsrJl ~，必賓とする.そ

れ l、対して i 年縞物を木材の代行止し ct'IJfIしようとする動きが~J.られるようにはり、特

I:..ChTJ晶禁物の (j効利mが、このようはt.'I'拷をl''t)武に注目されるようになりて占た。
サ℃に'I'IVJ*、東南 I'/-rや<1'Ihl において、サトウキピの It りかす 'C' あるパプ~.^ i:佼淘
してパガλポ ドか実際に事~，jiされている.また中国におい (Ii竹そJIlいて合販を主li与し

てJ1tfo勾のLt:Ut.正どへ手lJi脅しているo scllcrli、竹、 Fシ、むみ殺、交わら、ピ トの絞

りか寸は どをやl隠したパ ・ティヲルポ ドの研究を行っている・ J. ~らに、 Ricblcr :i*事

の姦やイヰ村の，"，Y.aをぬf.:lとして 1)<jj・ う λ のパインダ 、 i: ffl いた事~rtt Ii. 耐i_t~U の試作を試

み Cい.62'・また、 80eblcliヒマリリの柑皮H託料にしてパ 子ィ 7ルポ ドi:.Aftして

いるが、その隙にl妾.amの彰縛1-検川し、 争j，t主のぷi偏にnhl'主I成分があるにもかかわらず、
』リ f倒RI1あるいはポリメリッ?M 1) IIιfr~1によって優れた n総会 (J .，.るホ ドが紛ら

れることを鍬告している¥

このようはlHU産業物や 1年純物4・ポ トllit科としてやIIliする総にflll:tJlとはることは 、

それらのぬれが大掻にかつ方弘ド人 f'(;占るか6か、ということである.ぬ科の魚釣憶保

の uJ能性や :弓えると、使用できるむ的は惨めて~られたむのにはると弓えられる.

サトウーfピと仏11:墨江椛物とし Cコ ・，)ャン (Sorgbu，norvoδ'us)がある.それは米国、
インドや中lo.l(;大 t置に.I1.1，"fされており、その :~再はあまりや1m する価前むなく、焼却された

り、その1.1:却lの IIll Iこ ñlc~ されている.この作物はサトウキピやトウ tυ " シと f..1 1若にfÃ

人fJ.1(11 mにまとめて植え付け られ、事i~~託に人 Fすることはそ hほどl材x(で1.1:f.iぃ。

そζc、コ リャンの.v，;を.f'IITIしCボ ドを烈造するみ訟につい C研究をIrい、主をR:
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いJ.ll. .~~. べて泌を作り、そのk'Í1ぞ{ê lι に i早か(1・i 交するように.[iわ C 然JE 寸る ζ とによって

~t!<と知似したポ ドが i~J られる ζ とそJ，!. IU した" . ζ のんìn~ によると、 r13 い強度を宵

4 o')、 ト i: 得ることがで~る.その反i凶、技会 .h ごと使Hlす C ホー ド，.tると、大sa中
の~~，によフて e/. さが大きく膨制 したり、 )J ピが'Êえやすいなどの欠点か必められた。

Aた、 v::のお1支だけを使HIし(，ド ドi寝泊すると、製浴・にあた').c !!:の舗を除去する

H鉱信設備を必要とし、さら， ，;.;/い泌伎を必殺枚敏郎せねばならず、 r.りが惚維になりか

っ ~恨の 1轟 n~1が必漢になるので.;.J..(トが尚いはとの欠点がぶめられた .

サトウ」トピIi.l"/.い表皮1:(，寸・ る員同ぜt な ‘事合的勺ていて、成分的に l>~<< と_m(j:l した組成

からh1i...，ている引ために、 木材の f~ 作物としては溺当である。しか し、 q から砂富島什泌を

Itると占に収録いがiiPhになるように，'Hをl'J<カットしている」とか~いので、長い~の

.11入手寸ることが廷しい。

それに対してコ リャン1;1.1:':'占か:1-4; トルの i並 LÜ で'"い R伎の抗告 t~1 ち、議その

むのはあ止りやJ)flされないために、んいよ止の .早を容易に入了する ことが(~る.また 、

中li.Iにおいては、地Jらによ吋てつ 1)ャンとトウモロコシの町令交'i'二1'1)'，(JV3してい
ると ζ ろがある.トウモロコシむ .;t丈がぬい広告跨っており、ヨ 「リ ャンの\l~を使用する

ことがuj能であれば、当長、トウ 4・日コ戸 山手をやiJiíi することむ ~λ られる.しかし、ト

ウ-t:1Jコン1;1:ioの途中でお突し、 君主のその郎会}がt令飽化しているために、説会並べてポ

ドにすることが弱震である。 ~l/:.，干;の京佼lJir.~ いために、 Cf.鋭的試験の .A尽によ って優れ

た強度のポ トになりにくいことが碕:2占れた.

したがって、 ζ れらの検討ね県にJ.iづい C、コ リャンの警は成分的にふuと~似して

おりルヘ!止がJにもまた形状的にら本<<の代併材料として過したもの(;あると刈断し、この

系企利JIJして‘ドgt.f.)} i主によ > .C "'H ，・Hわるホ ドを製iSサる研J.'.1;1 i った.併せて~

ff. ik: 1I1物の (i効利用を関る ことによ町て、 4.外資源の節約と地Lj(F寝泊の仏:全に威厳するこ

とそ考えた.

2. ..t島義1Jz土

2. 1.ぷ験に供したu斜

2. 1. 1.コ リャン主E
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試験にi比したコ ・リャンの:fiI孟中1>1の必可証省にある篇鈎，iiの近錦および符U，liの近郷よ

り入子したむので、争，~1II1i八自主方、熊岳2531]、ぽ2量4"'}、および循縫 2I} fJ ど~dtC し

て{企111した.

なむ、入品ーした:J 'Jヤ /"v:.から 100 がをランダム ・ サンプリンクして、その I~δ 、お

よび前花iciJIぶしたと ろ、~のようは足hJ:であ勺た.

¥!;のIミ占 'r-.r，値 231c・ M:)にi毛喜 241c. 主主小1kさ 190 c・
量自の制度 1;;己 1mあたりの、j;JI"iI!(l 4.3錨

¥¥;のJ;，¥ lii )t; 3i!の・V.tJill 18.0・・、 必.klif 24.0・.， n小UIi・ 11. 5・・
v高織の‘l'Jllfl'" 1 0.9・・、 15. O.旬、 7.0・・

2. 1. 2. J.<耐iH

ポ トのん1111が:. 'J ャン干のよまでは .nu上 11日泌もあるので、中 依存!.&~守することに

した。モの}<lIu~..jには、 '1 1[付より人 f したカパu"をロ タリ レ λ によりj¥11仮して1
"さ

1.0.. の 11\ 似 九したむの~ ， 調1'"(，止JIlした。 メ~ ;'rs分の日験には、合l!;(I.¥I.lより人 Fした1'1

さ1.8..のう'/アタパイン 111阪icuellJした.

i土た比絞のために、 0l1>i1:1品より入 Iした限さ 1.8..のl訂it材'J11bt{， ue mした.δ ら1':

Ili 販の f'/~2.1 -3.0・・のしタイ/のMDFic表Ilii材として佼瑚することらめり、 iた、

条件によ勺 (:1Ji:而H~ 似!JIJ しはい場合むあ勺た.

2. 1. 3. I喜?'i1ill

コ リャン長のJ.I偏にはツッ'lXがMIXに{、ti'1しているので、文猷 11J J を~ -~にして、

1喜δ1ilIには.ilifit'l1 %，より '1;"究会れ Cいる成分散俊のイソシアヰ ト系l蔓lil怖を測定した.

主た、 ..1mの試験には、 11'<1"1性能を向上させるために、 ruH土より市販されている λ チレ

'/ . fタジエン .".1パ ふ(S Il H系)の水位ラチック λをイソ'/Y ;{.早トJ長俊符fillとい1

形分Iftm比'C1 /1の:切合でrtt!0して{止mすることにした。

2. 1. ~ .:\r1 知l

J リ~ ./事;の悩耳目に合成しChfJ強と耐晶H可性会改必するために、 ノ£ノ ル似HIiのm

m紛作物令:'ibH1".:..<:にした。占らに.~Ilには 7..<. ノ ル ・ ユリア J~紛 fT似仰の検 f・1 も

行った。それらの品i~Ií 1.1.約 50% の水俗放の形態で 、 I~Dfill メ カーより l足IJH党けた.
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試験に{比した合islffl樹脂の物11..1ま次のとおり.

J>F ^ rF-s 

25.C給1!(

ィ，r4"発分
pU 

水lil初性

28c'I 

50% 

8.9 

10lfl以上

2.2.コ リ+ンボドのy五~JJ tJ. 

40cp 

53% 

9.3 

10倍以J

ロ リャ J ポ トの係..，-rr.J江別j，"，;IJ il. '-t玖〈の手朗自に従ゥた。

~ 4'、誌と符をnリ除いたコ リヤ Jのも1-ホv トサイズに合わせて 応の長さにカッ
ト4・る.tx.にその菜を 2-5..の !J ル liU M に ~ t告したプレバロ ルにSUiして、~の 1<8l.

および舗のセル般に細かい別れ喧入れ、続いて所淀の浪~に保勺たツ ι ノ ル紛桁の水浴

検に :l-5分m1浸けて樹絡を代泌する. "j r，rプレλ ロールを通して渦句えよ品IIIi被をl窄り出

したのち、 80-100-Cの温度で~録する.

:¥ *Il~が 5"以下になるまで乾僻したぷは、住いに平行に>Il!べながら :V，の~を糸または

紘i'h" ゾで結び付旬、すどれu;のシ トをf'rるo i!~ られた問主主のシ トド口 ルまたは

λゾレ ・により tHiJl!Jを冷f寸しながら、拡がりいに1Ft交するようにmみ 'Jrね C、所定の数
のシ 民 ト ~iE ね合わせたところ(: r，品，(l'1- 1~0 -Cに保ったホ γ トブレ λへ州人して、 5-9

Kg/ c.'の正力を11Uえて所定時1m例以し(I f(~'する。

，.j.;以験においては、熱庄町に λベ サ 合似!JIJして主にP/.さ12-18..のポ ド~:Jll~ し

たが、その幼合はシ トiRの渓をaゾうイに!.uねた.さらに必漫に応して後山に li¥緩また

は MDF~ ，nね、合 .;r5プライのポ ドにした.また然圧的mll:t15-20分とした.

'iむ、決へ合浅された樹E百の合録賞U (1)式に従って計p:し、:¥i'.l:fIとして表示する

ζとにした.

合反 ・ 乾総処 PI~ した広，[(r.t ，f主処E君主Eの全乾mrti
:¥i-，il料(%)・

x 100 ・・ ( 1 ) 

A-:処PI'~の ~I吃 '自主t
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2. 3. ~ dl JIJ I剖耐のう}{ I，t分めの測定

合泌舟!として倹111するツェノ ル制服の初紛総合物の分子慣分.j)j は GPC~ Jilぃ、ð.:の

吾作により謝辺した.

湖定災前 : 11也事Jflij訴潟、形式 655A-ll、

倹1Hz.; : i'I 'l7c:被 l~u v、測定校長 270閥 、

カラム 日弘事Hr"i ~ 、 ゲルパック GL 曹530とGL i550とや直結、

「占絞 りMF、1JIt!d 1.0・t、応力 30Kg/c.:、

MlH長ii'i， K~;11 製f'I目 的製 、 7ロマトパッ少 C R 4 A、

はお 、ポリ λF・レンによりて検r，tf;li! i-rt bJe:した。

2.4.ポ ド物"の糊).i_'

試験にiJt.，ずるポ ドIi 1 : に実験 ~~(JIl ホァトプレλ~使用してサイズが30c・ x30c・のむの

宇れ~した.ポ トモf'11 ~ したのら、 :';11，邑に*'~ 1必問:JJi主流し、 JI S A 5908 (パ 1'1 

7ルボ ド)にl!.t;i!する試験んはによ，て、IllJci強さ、幽げヤング午、はくり姥δ、吸水

軒、i'ld j膨i!'Illれについ C制定した.

むお、 fll さG;iliJ : ~1.1 /1潟水に 28Hu1rlせJきするん争裁によ勺て測定した. そのt:!lCζ、関

係温度~変化させたとさの "i ド'1'00ん1;')の、tT土安定性、および釘の側両紙IAの湖;gl.t、

I¥STM 1) 1037 に lQ~ する試験 hil に守じて fi うた.また、然伝導i.'の劇 i.i!l.i J I S 

， i 412にlJ.lm寸る平ltilt~ i}， に"' ~ し、栄弘続殺到の発伝導率測定袋置 HC 01111によ

り測定した.

3. .正駿)，'， !I!および考察

3. 1. ;.; リャ ンポ トの刻ふんが‘における問題点

将軍l!{;. 'f 節 m， :，取 の ll/i llu~ム l U J' ~Ii微鏡によ っ (50 1先 に 鉱大し て縦波すると 、リ列車. 1. に ボ

すような川.1.nには， (いる。 .阜の ぷ伎の:lil分はツ yクパ やデンプンf...どでj色lA占れた割m

*が紀州して い C、その内側には 'I' :~ の um*が~ん で い る。さらに 、 内 線 l.t扶の 髄郎に
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tJ， り、その在日分1;1:500 仰に鉱大した写l'18.2. にみられるように、~r<l! u.:の細胞があっ (1i. 

いに細胞叙で仏・切られ Cおり、ところど、ニろに弥行孔が({.イEしCいる4荷造になっている。

当初、コ リヤノ民をそのまま ~j甘し c ，j{ - トを~遊する、ニと金~えたが、3fの:&~に

ワック λ泌があるためにItnが住めて闘鴛であること、また内忽の胎(lj!1;l柔らかく、 IE縮

しても lJ<，分の影響を受けて7flJ~ に llt 元寸るために、ボードにしたときに，.，さ~籾が:えさく

はる乙と、およひ4 カピが'七えやすいなどのHiI:.Jiがあ q て、実J[jrt~ な;j( ドi-1UることがJf

1;tにxlしいらの Cあ ')た。

モ ι で、10';を械にゆl り、~の必Mにあるりック λ k:iと鎚を IIx り除占、来の8i.のみを似:111

してボ トftする hi)i全試みた.しかし、 このん法 Cは、リッ~^初と舗を除去するため

のぬ械化s、穫しくはり、 iたまが トに寸るためには汚いぷ皮i-何Mにも繍みj重ねる手r::li.I'

必変になり、そのために予祉の係省i'iH使JfIc4るなとの間通むめ..，'(、結).，1、乙のみiJd，
・応用的でない、ニとがI'1'Ylした.

」のようは試み4・総り必したt古来、コ リvンボー ドのχfliiヒのためには、リック λ泌

がri(fしたiA:'i!I (' {.， !H;で占るIlおかl争開允していくこと、むよひ併炊Ij，舗に対してはらj

ili~ 泌を(i勺てそのÆ分H必めてしまう ζ とが必要であるとの尚尚し、この」つの白から

の改良を進めることにした.

リック λ がか作 4 ると、ころへも I~n ('主る I~""imの品再発については、 l年t漬物のi皇どiに

はイソシ 7ネ ト糸 i喜 i守 ~Iが通していることけから、副総したょっ，*分散型のイソメ F

不 ト系筏否舟H-伐mし、後?l践とuH企JfIi~ t:llについて樋々の，(.偏以験をfTゥに結果から

その50%水分A:i~と S 8 Rラテック Aとを記事!iilll合したむのそl長行舟jとしてjj!j討すること

にした。

主た、終tj;IJ ~唱 'UBlì 寸るためには、価 r~泊、安価であり、カ l: ~)品約に対して強い!即伽j

効mをイiするノムノ ・ル樹脂"またはソ 2 ノ ル ・斗リア樹脂i-l必択し、 'fii原品のなかよ
り{r効な銘柄を必wした.

制絡会主止する ~Iι 、コ ー リャン~をそのまま樹脂泌に説せきする lijl; では容易にIliI lfi か

~浸されないことがわかリた.しかし、樹脂~泌する前に、コ リャノ事をロ ルによっ

(I(縮し、J(f.虻と舗の釧胸般に ~Iれを入れるこ止により、加日告Inl の dせきで樹脂が合泌さ

れていく ζ と舎は111し、そのような前処I引を1r 勺た拡を使用し ζ 、 4品jijll~ 浸}夜の話:3 1変、~

rli，'rt:il、および:¥泌:tltJ， との条件令検.，1した.
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3.2.コ リャン革の倒防~bl条件

3.2. 1.ぷの，;;，処湾、~必披 anr および合t量的 1:日の ;l bl't1への韓三容

コ リャン浮の舗 /IK.HO依ずるためにソエノ ル樹脂初期総合物を会己uるに際し℃、
合従条件の倹:41:・ii..，た.合員UPJには PF s樹脂(街oli浪lJr 54...，6)そtelllし、それ
を水'(;Ji， IRして神々の狼1主の合枝被告凋却した.

￡た~泌に!iIiJIIするコーリ vンぷは、災政金銭〈サ J ディングしたのち、 rmr司令10・・に

謝祭した仁ド 2 4-の ;~H 占口 = ルおよひ 1m隔 6..に調笈した手ロ ルによってJE絡して、

あらかじめ尽の '~皮などに細かい (Ú~ ゃ.\11れを入れたものを合従試験の以干i として éJUII し

た.

このよう 1，.:j([ll')' ~ lた J リ v ン :~色合 5~ からぬ被~1Jrまでの係々の浪 IJr1': :;:1 f;草した~

fl~主に宇治ト(:30~) 1m ~1 {l dしたのら、，，'，ちに乾織して誕の合泌斗lを晶Ijmした。そして、

合泌般の制服rn111:と五の ~Ûi~1 との関係会 JlIべた結束、関8. 1.に4 ずよ うな iXがJな11'1線

関係かs!められた.

~r1 1政調 l立が向くなるにしたが勺 ζ、それに比例して裳の~浸 :fIが榊 111することが判明

した. :'¥'反政の浪Iif.が30%以上になると$.の合浸ヨド，;1:100 %近くに~寸る S占拠にな q た.

それゆえ合;2明会Ol<仰えるためには、t¥w夜浪Itを 5-10%の低濃度に凋脅しておく必
要があり、 j'j段、 ;;-10%の低演}安の合法械を主導裂して茎の会主主をli今た. このと台、

薬の炎伎を彬〈ザンディングしたものと水処尽のままのものを使崩して合;H:ii勺た.

Ilj.，U長4・l よ..， c閃82，に，示すよう tj. 鈷!品が j~J られた.この場合 lal量 tt 志向 Im~を 30分に制

定したか、合己li量'，. .'$.~，' u ルロ!隔を 2..に保怜した手口 ・ル{締り口 ル)f:'.dしてl過

事iの合反政令 I~ り Ul 寸処1T.i-ii-，.たために、!/.，の合主量挙はほほ 10-20%の犯掬ん入るね!民

となゥ 1:.• 

また糸の災"oi'サン'1'~ ."グした』品合、木処l'gの!t.に比べて全般的に合反取が瓜いW!と

なるよ二とから、 ・'1J.ノ ル樹mが J草の内総へ泌透しやすい傾向がみられた.このことは事

の1<伎に(7([~るリツ合 λ の射が樹脂の fl~ に多少の防3とな q ていることを示峻し C い

るものである.

合波械のiI!'I ntが悼の ~d;tIと 次式 CぶされるようなMま曜に近い相関t'H ，j~ し C いる』

とから、 ;'H~械の浪1.0.i-J ント u ルすることによって茎の合俊明が谷坊に.I~'!¥lでさる こ

とがわか勺た。しかし、県の&l!-占的1mが30分では実用上あまりにも~すぎるの c、ーら

-152-



200ト

/ 
S‘t 

f.f 
100 

'I':S 
/0  

41l 

。/ 0 / 
1/ 。。 10 20 30 40 50 

ノ~ I ル桜町i:¥71 n主肩書ur00 

関8.1. }</:主4サ ，/，-' '{ -/タしたコ リ~ ./皐のノ ι ノ ル樹脂fT泌惜

濃IlI.と代r1: t~ との附 ~ý， (宅『詰ド、反せき時Iln30，J) 

-153-



20 

*-

/川
民ト

10 
'ち

骨2

。。 5 10 

ノムノ ル樹郎会ちt縦波I主(%) 

閃8.?っ ，) ~ ." '，'{，;;'伎のがl処PP.による合従乎への量;?f

条1'I:?i':尚下、浸 U 占 I.~ml 30分、

泌 l' ぷ i是、.(;~恥l t/) ~?i 放を u ルで 1'11仁緒i

し‘ζIClり 1114。

154 -



にちt せき B，~ 1mを短縮す ることか必要であり、引き続いて合浸液への 7~ せさ持聞の 1ii紡をぷ

みた。

あらかじめコ リャン芸をlIIiksのJi訟で尿縦して茶のぷ皮に苦11れを入れ、それを 5%か

ら 6;(泌の浪l変までの紙々の浪m:に調却した ~W夜にち2せきした。所定時間ごとに試料を取

りLUし、I!Iちに 2..の問阪に保持した予ロ ルによって過剰な合浸液を|窄り1:11したのち吃

縦し、合r，H.L~. iJiIl~ してその時mWJ:変化を調べた。

はお、その阪に宅の表皮を経〈サンディングして:&IIIIのツツジ λ11.'1を除去したものと、

全く未処聞の築士使期して、 IIi.j11 の Æ 5'H:J~べてみた。

関8.3ーはそれらの結果をまとめて示したものである。この結集から、含反F疫の濃度か弱

くなるにしたがってより知的 Il日の問で会Ì'~)艇は苧衡に i童し、濃度が 10%liiiiまの合反波の湯

合、反せ寺嶋聞は 5分以内 Cよい ιとがわかった。また、 l分間の浸せき時間でも含反液

の話:lll:tを高めることによって苓の合泌不を地やす乙とができるので、所定の合主H'iまで倒

防を短時f品i でi'~巡させようとするとさは、その分浪皮が向い合従 ifli~éëm すればよい乙と

が8Jlらかには q た.

肉8.3. の結果 lま、 4臣会合 ~i止に‘ドロ ・ ルで治動]I.ï合ち!i夜を除去しているので、 15分以上

浸せきしても会以予は一定のfl!iにili:づくたけで、それ以 tにil'tえることはない。また、占E

の &00 からサノディングによ勺てあらかじめワックスを除去した場合は、 A<処 EJí~に比べ

てHjjらかに会ちII与がt曲川lすることがGl認された。しかし、このような処EJlによ勺て含浸率

がとの位m:の割合で紛えるかという附iIiは、ヂ タにバラツキがあるために今防のぷ験だ

けでは明確な数値かi早られなかった。

位jij百合会主主後に手口 ルで過剰の合Ui伎を除去したときの合r.:J波濃度と茎の合反事との

関係を調べてみると、肉8.4.に示すような111紡!ll'1紅相関関係があ勺た。 ζ のような相関関

係は浸せき時間晶、 I分という向い時1::]でも必めることができた。

以上のような一連の検討結!l!から、コ リャン茶の合従は会ui訟の濃度を潟f査すること

によって、容易に合従準をコントロ ルすることができ、しかも過剰な会以液を除去する

係りて際会経ることにより数分という短時間での含浸処 jll~ がロ1 1m になるよ二とが1ift..2され、

この合反主将がコ リャンボ 卜の ':EflHを行う場合における生総伎を ~fi;Mしないことが判

明した。

コ リャン裂にあらかしめ朝日かい 亀裂を入れておくだけで 、木材のように樹防をJru圧低
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入寸る必要むなく、 1言語~1itlf: r 1 - おいて鯉jljl に樹脂i:~l:1 でさることは、コ リャンぷの

l高治的な特徴によるものである。さらに築に釧かい陥裂や;¥11れ手入れておくことは、?:に

しはやかさ 4をうえ、良地、iiiJの部分 C折れや寸い欠点i:bftlj勺ている。

3.2.2.コ 1 リャン干の制限含浸と寸，(--ド物性の関係

あらかじめ本の出Ikι軒〈サンディングし C従lluのりック λJciを除去したコ リャン干i

と例む処砕を行わないコ リャン町v;.とを淘いて、 J三ノ ール樹脂を極々のjt.rに含浸して

ポ ト4ト作製し、f!，Illi:'¥反'fIとボ ド物性との関係i:J14べてみた.

その阪、樹脂合;'1ゃirうlii，に、 ・I~ リャン誌はい rれも 10m.の口 ルml似の成{寸さ口

ルと 6..の口 ル問似のギロ ルでH:細菌処珂!し、当性に細かい亀裂や溺れを絡した. 

.lc8. 1. l:i樋々 のlt.lt'.で!ol総合後し たv;.を俊JIlして、f1.さ 12-14..の苓だけの 3プライふ

ート手./'，ト~し、その物件を調ll í.i!した*，l， !具を示したむのである。 ;d配合サ /PィJ グした誌

と-k処I'P.のJ{，との比.2i:しやすく寸るために、，，: ド I'';. み~祖母然してオ、 ドlt!l!泊、両lーに

なるように自己Iilした.

ぷ f主~サンディン '1 !el J'l~ した l~~・ 似UIlしたら10 、J<!Mの慌の.IU証 )jiolと・l三行になるよう

に{可 lrl~IHJ えて測定したtIltlf強志、 1111 げヤング i .: およびはくり的占は、樹Nü合反 f託の t泊加!

と1もにわずかに向上4・るようにむみられるが、明白な傾向は認められなか，た. しかし、

自民水中と，.，さ膨潤午は、主に樹Rii;'¥tlすることによって切らかに&;g.される傾向を示して

おり、水分によるτjr).安定住地、1:しく &3されていることがわかゥた.4.1 I よ ~i';i;事が 17.9

%のと色、それ以ムの ~rl't' のむのと大差ない&ï"効果i: ボL"C いた.

また、J，(1Ii.i:ioJb処ppせずにロ ールで圧縮して縮かい亀裂や潟れを入れたどけの業を111

いて、それに樹ijli'.を代，.1した場合、 }<kヨの司o植軒!とがi'TJJ仏IのIjJllf強さ、 Itllげヤング市お

よびはくり強さは、い1れも:本の似.11会浸取のt曽川lと共に強肢が向上する傾向晶、必められ

た.J. f- 、吸水，鮮や"さ~籾~b~ü本ヵ、 t首えるにしたがって ct~ される傾向会示してお

り、 1;Lノ ル制.nI~ よる警の合泌処l'llは明らかにポ ドの物性および耐Ij(1'1の向上に (j
効であることが磁必占れた。

?; .u8. 3. はサ J ヂィ J グ処l'llしたコーリャン I~. I.'" よるポ ドから切り出した叙験片そり

したもので、 24時ml冷水に浸せ占したのちの"/占膨加のi式首，'.i'J、したものである.樹総合

浸をし Cいない本を悦!JT1したボ皿 トlよ、吸水によって症がW/t;し、かまぼミニlA:のmtl:には 3
ている.それに対して、樹脂を :\ill した釜 i: 使fIIしたときは、冷本説せき i主 b~圧的の /H
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必8.1. J リャンムjo トの;"i;HIとぶ ト?相性の関係
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IH・f'll与しており、ぶ ・ド表的Iの‘l'rit伎に)¥きは変化はない.

3.3. ~üm .l ぷノ ル樹加の tl~ とボ ド物役

コ リヤ/ .l/..の ~6 始効果には:-ì;1にもeJfiするノエノ ル街桁の終決が人・~ <影符する.

本研究に111いたが般の合泌JIIソ ι ノール樹脂は前注したとおりの 4 鍛fi以である.しかし

叶il'UA:1.ごりではぷの ~n91l 効 '11 との閃.t1:-妃似し簸いので 、 乙こでは G l' Cそmいてソ z
ノール樹mのう}-(処分Ilirtll線i':J!Iへてみた。

7ェノ ル樹 Rli ぞ ()M ド tH~1ご ìfl解して分 'J'.r.t分衡を測定するljiilこ、 :f.1)λチレン惚AJ

.. ，t:l-H 1) M ドに iflM し C 分 J~M と似怜i.~ml との関係1:- J耳べ、関8.5. に示 4卜ょうは検前線を
i!lた。

IX に 2純mの:'¥t，t Jff } ，ノ ル&UIl、 PドーAおよび PF sについ'Cの分{'.Iil分.I)，i'

測定し、関8.6.Iらぷ 4J うむ GPCllû~ 令 1:1 た。凶H封脳の G P C 1111*裁は械めて似た ifg~l­

な勺ており、およそ34.5分のCt!1主的聞のと ιろに最大のピ クがあった。 ζのピ クIJ.分

子悦が約650の成分の({(1 i: ，j; 4'むのでゐり、 l向泌総はほとんどのものがそれ以ドの低分

子喰成分から弘 ，c いる』と1:iI'しCいた.

さらに、両以ヰlと{，{草灼附1::1約11.5~ì のと乙ろに小さなピ - '.IIJ'みられた.このピ ジ

1;1分子位が約100IJのbX分のか(1'1:-示しているむのである.しかし、ノ易/-ル樹脂初JIJj

笥合物のJtlfi、およそ 100lJに側、'i寸る e説会ifb1分が存lEすることはー与えられに<¥、.

/1ノ ル路IIl1の分，:li1分ffi1:-GPCによ勺て測定する場合、分示内必よひ、分 f問のl1<

議結合の量3 ・ 4骨~.寸る必安がある、とI(j líl ら削は述べている.また、 ß ßI" は、 Jι ノ

ルゑ鯵1mの場合UT 11 f 全員H~ にtl!mずるのが好ましい 、 とさっている .

ζ れらの綴抗告 ~m唱ると、 '1 .Lノ ル樹胞の初期縮会物を DMF'向車銚に的解してGP 

C曲線を調べたとさ、尚分・(-Cfi岐に111現寸るピ クの部分は樹脂分子が!iいに会合して ~J.

i量け上1}1;分子にな勺 ‘Cいることそ'1、している、と考えるのが妥当でゐる.

ζのようは傾向が他の/，ノ ル糸樹脂についてむ・般的にみられるか湾か告知るため

に、 .1...ノ ル .'.1，リ f似紛争合めて他の樹脂試料を入手して、 GI'C曲線の制定金行『

その乱'，.!l.!は閃8.'1.にぶしたように、f也の樹脂試料について測定した Gl' C 1111*裁において

も同級な傾向がaめられ Cいる.閃8.1.は、総合反応j立が民なるノエノ ル畠ullおよび /1
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ノ ル ・斗，)'y樹脂について測定したGJ>C曲線全記したむのであるが、i'+!1品川仰が約34

分の低金}(. 成分のところと 17.Ó分前後のぬ分了倣峻の鋼所に特徴的 fi.~. 7かみられた。

、れらの怯jijljのー鍛性状tまり〈によとめ C'J~ しておく.

~料 l'開発会} fil.lil: (2S'C) p 11 J主泌知性

l' F 1 54.6 % 189 cp. 9.32 5 ， ~ m 
l' F 2 50.0 41.5 8.96 ;.5 
p uド 59. 1 141 10.3 2.0 
l' Uド 2 42.8 28 10.2 10 以と
P U F 3 45.6 48.5 10.4 .1 0 

紛RIiの者if1) J;(濃度は樹脂tI，m:とイ〈仰免分によ勺て判断され、fx.le.d草地、1ftくてむ1'Ai発分

が刈ければ鈷Jcab ，nj くなる」とが-~い。

G l' C ~IJ 織の制定に鋭い C 、これらの似Rij~ 脱ツックスしていないコ ・ リャンぷに合反

して、コ ・ リ令ン苓のみの~ /ライォ: ドを作製し、 i04ヨih向が災l両議の織制lh向に手行

にはるようにして幽Ijぷ後 とはくり以験会iiぃ、それぞれの強度値のlttH ii'った.

そ l て、分子貨が650 以トの係分 f'成分の~{f比:告とボ ド物伐との関係を求めたとこ

ろ、 関8.8.に4すような結果がi!lられた.

そのt占拠では 、デ タに多少のパワッ・tがあるものの、分r'1が6bO以ドの低分子成分
~~<~{j 4 る樹胞を合泌するはど、 1!1 られたボ ドの物性はおくなる傾向があることが

わかヲた。ホ トのfl.さ膨潤 'f! には祉;'.'J!が~...られはかったが 、 G 1・ C 1111線において保持時

n:1か17.;，分前後に大きなピ-7がJJJ.れるようは 樹脱会使用す るほと、 1!1りれたポ ー トの物

性li低ドするような傾向に紅勺た. 

.+:Uにγ.:Lノ ル鋭絡を合従したi拍合でも、低分子宣告討絡を使用tるほど、水分に対す

る寸71.安定住は地加し、tI!Jlf強m:I.iども向 1:するという 8 .コ リャン長.の合泌につい

ても、 ，.+..uと1，，1憾に低分 Fの'/.<.ノ ル樹齢tのゐが合後効果が大さくな，た.

以 lのねllHt、コ リャン事に ~"H るノ￡ノ ル樹衡の分子Q品、人・占くはると共にポ

ドの hlì 強や寸法安定性に式。j する効~が減少すること告示したが、 7 ェノ ル樹脂初期総

合物の水前F伎は長い自主問r.t!(j.ずる ζ と九よ今てそれだけ縮合が巡むむ のであり 、分 fI置が
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徐々，~人ぷくなる性\'iがある.それゆえ、ボ ド物性に影容をうえること似しに、どの校

f置の.1011::1~l'~ m ~封絡を保存するととが C 占るかという問舗が災JtI 1:巾変であり、 (jl占絞い

C倹3・，1:i r ..，た。ノェノ ル樹N1t MIUI総合物の{止m限界を担~JIIl し C おくことは、ボードの

M.¥'!?"， . 見'ん保つためにら必 la~1.(、二と Cめる。

モ、 'C、 rF A樹ijifをコ リvン東の合rlに適する濃度、す伝わち12.5%に{ji釈した

水筒泌を減却して、気温がefJjい 7)1から!)11 j.でのmJ常滋 Fにh支局した.そのI:llに、通当

'.1 1.~ 101.を i嵩んで .~への合，}.j ^トl'i i勺てコ リャンボードをI'F'-Jし、ポ ト物性への膨

.~調べてみた.

本末、~ :r.ノ ルfo.iilinはD1I11賓のJjr.rit i伎に品択して保存すると、樹脂の締ut.i.le>が抑制・

されてその{'.f;{(性が延びる傾向がある.したが勺て、夏場のが~3 ヶ JI I::I という般しい時繍

にその;iJ. liX ii'iしておいても、本JlI1 1m凶はいらのと J~怨していた.

そのと占ど主に r~ 烈したポ トは、 J" ~ l. 8.. のラジ Y タパイン '1\ 担~~ l<，fliH として~

Jtjし、心Mにはコ リャン生を行jωが1，いにu'，交ずるように!Tlね fTわせ(:1ヅヮイとし、

サイズカ(900.. x 1800..、I'}~ /)、15・・の5・/うずのボ トである.そしn古川町lに日作し
たボ ドのlItJIt 強さ、幽ザヤ ン グ L軒、はくり悼会および気~Jjr.へのrl せきによる l}. さ膨潤

棋などの物性I!lを漏定してフ ェノ ル紛紛合泌般の保存期間との関係争調べた.

関8.9.にはポ ートの的げ室長むと樹仰のα(fJJmJとの関係を、まt..閃810. に幽'tヤング

t!と樹耳目のrf.fr期間との関係そそれ骨札示したo ~れらの結果では、 '1 かJl'::1 {.'i:がした

樹脂1:1淀川して b、ポ ド物性の111.f はあまりよ君められなか今た。 lかし、モれ以.1:の期

間以 i汗した樹~IH: 似:周すると、 1111 げ必己および出I げヤンク f私とむ に低ト4る似li，)1:示し、

これらの p タから、樹ijljの似({IUII::I I，t か11が似!主である 4とがわか円た.

正た、 関8.11. にはポ ドのはくり鉛占と樹脂の{'.f;{-長期間との関係会不した.さらに、

関8.12. には1'1.さii.l<潤 J容の変化~:;L!した.そのね:~具、これらの物性舶には鉛胞の性能が量産

しく彫待合与え、およそ 2湾問の{'.!(f 101 '::1 で、はくり強さやJfIさ膨潤 lt~I :t (ltド寸る傾向を

示し℃いた.、ニれらの J者総尽を主主合寸ると、合泌tiIの .~ :Lノ ル樹Iili沿li、足以において

約2週1m以内に使い切る必寝があることが儀認された.

ζのようむ*'"!I! li、ノ£ノ ル制限1のI'LUによ勺 C右干の迎いが111ると Jj.;t.られ、，y，

ド物tll，('の変化は主に縦断の分 rr.t分めによ勺 ζ/r.ふされると与えられた.そ ζ で、 4二の

Cf，(r IUI UlI における樹胞の分子仇分 11，の~化合 GPC によゥて調べ Cみたと ζ ろ、関8. 13. 

のようは車占拠にな勺た。
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tl!I8.13. のt';慢によると、フ J ノ ル樹ilHトJ告訴した水裕被の状態で尚泌ドに飲むして

おい Cb 樹 .11 の Ix 応が進み、低分 ' f~l.t 成分が減少してお分チ宣t成分がli1l.則していることか

りjらかにな司た。約 2週間以内したとさに、 11U分{-_lilb.x分はかなりの比W'CWIJJl!しCいる
ために 、 コ ー リャン苓への樹ßlí の~.ìht'F か低下し Cボードの IID俄 ~IJ!誌がィ、|分になったと

~λ られた.

1た、 iiHIJ.に DMFを似:Illした Cl' c 11~ 1!i!によるツェノ ル樹脂の分析は、制胞の分チ

鴻分街4是正:e膏に示しているわけ Cはないが、必分 f成分のピ クと低金}チ成分のピ』クの
比i艇がボ ードの物性値とよく対比している ιとから、 Jェノ ルlliI郎の性能がGPC曲線

のIihAによ q て緩めて簡便にf4mすることがで占るむのであり、実1Il1: fJ ~坊は判別法とい

うふとがでさる.

3. ~ .吋 リャンボ ドのお物性

以上1;;.述べたような };I土にJAイ占、仲々の条件でコ リャンボー ドの以約金繰り返した

が、それらの結集を総合的に11.とめて，11・ドの:荷物性や特徴について検討した.(1.:にそれ

らの検討....~について順次総告寸る .

3.4. 1.コ リャンホードと他の ~r! ポ ・ ドとの比絞

まずめめに、ボ ー ドぷ耐に1l11fiIi.と俊民1，りのわせず、コ ・リャン 1事のみ品 3脳に組み合

わせ亡作列したコ リャンぷボ ドと、 I症符刻に{./シ rネ トぷ倒sIi0{ ~JlJ lた市販の

低Jt'[iパーサイクルポート、 'j _L.ノ ル制附 l長 ~"í ~J i: 使崩したr1jl訟の o S B、および市販

の JAS1ljf~板のそれぞれについてぷ物併合描'1 ，主した結集会 .k 8.2. に .è L t.こ.

~ ，)ャンv.;ホ ドについては、:lIIiヰ;--ドに限定したため、 Jt!ili:尚めるためにはa
~J変i-必めてそれどけ"-みの i奇いボ ド九せればならむか勺た. 

.l1 8.2. の.H~から、コ リャン抗"' ~ ドの特徴とむるところは、苦1 ・ 1こパ - 7' {クルポ

トやOSBに比べて低比!f1'Cありはがらも幽げ強さや偽けヤング取がおしく高いことで

ある。それらの僚は合仮には放tまないが、 m互の繊維を!u傷させトずにt1ll11している特徴晶、

明らかに;~められている。止たこのつ ー リャン堤ポ ド1;1.3ゾライ 1.rIII，主にはっているため

に、んli'J性が耳lJi-'"になる結*がmられたの b吋然である.
J リャン苓ボ ドの第二の特徴IJ.納{ぷ槻併が低いことである.これはコ リャノ茎の
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ぷ8.2.口 リャン':i.ボ I と{自のみ ~'t，t! ドとの物性!t絞

:J リャ/-v.."、 ド 低比焔 Ps o S B 合仮
一

1'1..み(..) 12司 l 10 1 7.9 26 I1 12 

比ffi O. ~ 2 0.45 O. 57 O. 41 O. 67 0.55 

7吉態 (llkg/aI) 213 357 316 11 360 450 

仙げ強占(1 103 131 158 200 420 

r，.~ (/1 " 151 236 3J.1 31 160 

曲げ強さ(I 91 

dlIげヤ /7宰:

(llxlO・kglaI) 5. :1 1. I 9.7 t. 0 .1.8 5.3 

( I O.S 0.6 1.0 2.0 4. 9 

1.1.くり強さ (kg/aI) 2.3 2.6 2. 1 4 6 3. 4 9.5 

本ねじ保持力 (kg) 23.2 30 5 35.2 30.7 50 2 60 

吸水稲 (20・c %) 83 65 51 88 29 

(IJ:さ~潤ド(殺綿"') 6 s 9 8 12 3 

情伝導11

(Kcalf.・h・.C) 0.056 0.071 0.076 0.090 0.08‘O. 1 

(必)コ リャン ，'t:_ボート.J ~ リ γ ン'{のみの 3 プヌイポ

OI!t!ll ;I(・ト イソシ 11- 卜糸l長谷部I{止JIj;I! ド

OSs • Iェノ ル樹AIiI~ ;官~J{並JIj，I; .ド

f'ilf，i J A S 1 m合敏
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舗の {f{l:によるもの'Cゐり、セル栂.o'.c・f.iゥているために優れた厳然性を，ょしている.

しかし、舗のそのような情必がはくり強さや本ねし似防力においてi見にマイナ λの結!おと

なり、そのためにはくり鍛さやみねし保鈎力のWi・u木材に比べC!Jlくなる。

気自串'*に 2i.'rru9 bl t!占したと~の r!~ 膨潤引はバ ティクル;f-: ドやOSBよりも小さ

くはるか、{';仮と比べると li下人占い敏併にな，ている。ただ、1'1~膨澗ヂ CJ ポ トの比

îfì に I{-i.(r し、 !t 怖か低いと 1引さ膨州市が小さくなる/.~\Iよパ ティクルホ' ドや f~! のポ ト

と同級 Eめる.

3.4.2.ホー ドlt.rfiと 1111If絡さ

表00kYIさト 6-1. R.・のラジ Fタパイン'1¥低金貼り合わせたロ リャンポ ドとコ

リャン事のみの 3~ ;f. ドについて、必印材のt量級ゐ向とがirおよび凶鈎 }J可1-fjける比

OJiと曲l'強さとの関係を止とめると、関8.14. 1 ，，; 4ような制限1関係がみられt:。

このl渇1:むいて、!l¥いi1:り演しの点Ii必IIOにIjllh<~ f~止 1討したが ー トのもの( ，)，り、自ぬ

きの点I，t.コ リャン益たけのボ ドの幽1，強占である.

(~ .if!のん1"1がぶUD<<の織総ノb向止、ドげに加わると占は、比.. ~ IYJ主主偵のパうツキ l.t/j、さく

なり、 <<1曲に'l'lb{を{世JIlしてむま介コ リャンJi，のみのポ ドのijj{7でも、 I.l.I.l.'I;.]-の向
倍前線によ 3 とその鮒間性b、表された.

また街中んloJがぶ1(1日<<の鎗縫ゐ停JJ. 1(1交する場合I.t、デ ?のパラツ子がややJにきくは

るか、やはり [0]f.tf I(l線によヲて 1Æ~ れるような Ii の fll 校i役会示した。しかし ζ の~合は、

表面に I/tIh< i:-俊周した It! トとy，.t: けのホ トのと占 (1孟、 10)ーの伊];奇iiH事.C}<tことか

鴛しい. !たコ リャ/，主の 311'':.1': ドで表面1にlil似合使用したボ ドに比べてぬげ強さ

が全般的にIIIい数がいなる傾向がみられた。

パ y ィクルポ ト'やMDFなと九ついても!t!Eと幽If強l立との1mに相関併があり、向

車語低級で次されている.しかし、コ リャンホ トの[nJ婦げUli!はそれらと比べると、緩や

かな勾配令t，?つ直線にはっているのが人占江特徴である.

3...3. .:J リャンボ ドの比置と掛lCiヤング唱との関係

関8.15. にコーリャンポ ドのlt，r(と仰げヤノグ 1ドとの関係会まとめて叫した.

コーリャンポ トのぷllu<<の織軒thl;'Jと街吊ゐ1;'1が手行にはると占は 、1<，fuが'11越正でも

またコ A リヤノ宅の城公でも、比，J(/)、?J.<なるにしたがって幽げヤング~b ，:'ljくはる傾向
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を示し 、比.nとrtlJげヤングヰtとのrmには相l政11世If，y，が成り立つ。主た、必116Mの材質に関係

員ii<一本のl"IMI，'i鰍 (;1目されるような納1111悦があると見交けられた.

しかし 、必而iMの鰍縦}j[句とイ;;iillh [;，[かli'(3(寸るときは、XlatJ. ゆ助金不している. 4ー

はわら、 3腕の 3 リャン業ポ ー トでは、次伽に'11艇が存任4ると比Jf(と幽げヤング，.;と

の問に相関伎ははられはい.

また表nnが塾にはるボ ドの場合'i、ホ. ドの比'J!がおくなる I二したが勺て曲げヤング

ドb["11:し、わ JかにIE111[まlのIl1j係を司、寸ようにはる。それはJt!I(がl¥'IIJiJすると jたに}，(k1

の浮ーが樹くはるためん、 11:縦応力に耐え句れるようにはるためであろう.

ところが心"に コ リャン茎の 2婚を 1;'いに平行に重ね合わせて必iiliに'n!fiを鮎り合わ
せた渇合に、ボ ー ドのltiTI がおくむるほ どdlJCf ヤング予は小 δ 〈江り、白の』智関吟~，兵す

ようになる.そのl'l~llJは次のように考えられる.

-般に、.&凶1Mと心MのWi!il、災なる1Qf1ボ ードにおいて、モのボ ドの曲げヤング ~.t

1よ、 ( 1 )式 c.1~p c4 ' /."二とができる 111
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ζζ で;E.2:以山'i¥Ib(の繊維ゐ向と iu交ん向のコ リャンポ F ドのII!Jげヤノグ ; t~

E V2 :織割lh、(0'1に也交)J[河の'1¥似のIIblfヤング.t1

E.・心Mコ リャ J 基悩の織割{ん101と'f.ii'んlulの1111けlヤング事

1 I ..(，、Hのnさ

1 2 ::J リ ャンボ ー ド全1+の，，~

いま、コ ・リャノボ トの比1lを刈めるためにf1'紛を強める と、.l(ooの'i¥仮彪よりも心

uの;J 'J ャン平，k1が弛〈花絡されてJtJ;!:，が減少寸る。それゆえ N凶iの '11 歓 j訟の相対 lt ~H

が榊えるために(1 1 /1. )の他が小占くはる。また E，. ，よ Ev"， よりも大さくなるため

に (E. Ev.) >0とはり、それゆえ() )式の;r.2!Jiはホ ト比仰がl1'Ilnするにした

が勺て小さくはり、モれと共にコ リャ J ポ ド全体の的けヤング*の航泊、小さくな司て

いくのである.

3.4.4.コ リャ/* トの比必とはくり姶i占のl刈u¥ミ

関8.16. にコ リy./ホ トの比 'lì とはくり強さとの関係 ~'J; した. :f..ド.&Ifuに'Il/b(
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~.・ {企 JII した~合そ烈に会りつぶした点(;、主たコ リャン装のみの 3~1 :1: ドの場合z自
民主の.'!.¥.c-; uットしたか、吋然はがらポ ドのはくり強度は、浪曲の状!思に関係代〈、

.It )1;のよ11にしたがって*iiやかに[;'11'する Itの軒I閉そ示していた-

1.1:くり怜肢は::J リャン長への絡Islj;'l; r.t 1M)!関係していることは必8.1.の*，1:*でも示さ

れているが、」の関8.16.におい (IJ制ijij合泌悦のJJz熊w.して;' 'lの /uット 4をして

いるため、特に，:"f，tt ifl 岐におい ζ五 少のパノソキが大きくな..，ている.

コ リャンポ ドのtまくり強さ It、パ ティクルホ トやOSsなどの本n:t:ー ト'に比

べ C 全般的にやや低い強度水慨にあるが、 ζ 札Cj:幸量鉄え正信の~'i警がそのよよ強度に彫響し

ている ζ とがぬ闘に1..ゥている.

3. 4 .~. コ リャンポ ドの比 ，[(と;本ねじcl11力の関係

コ リャン，t: トの比唱とみねし i記 I~ :JJとの関係を 関8. 17. に記し1.:• この閃において

ら:J ')，.ン本のみの3/tヨホ ト仁関4・る戸 ー?を白抜きの点でゾ υγ 卜した.

コ リャノポートの木1:1し保"i)J(:1ボ ドltAの 1:持と共に11'(綴IYJ'二1;')i:し、紛らかな

π:IlIMゃぶしている.そのうえ、 ，tr! ドJ.<U'日が俗世tのときとコ りャン誌だけの似合では
明白年足があり、!j!豊臣の品:ttMか介。J寸るんが保持)JIJ; 約 10KRr~i立高くは『た.

コ リャ J 事.にら~い変 Bi.が{{花寸るが、モのMのP1.さがわずかに0.5・・前後の溺い厄-

Cあるために、ぶねじ係f寺力の[..J1:にあ¥lり入、占な影容を与えていむいことが、二の*，';!I.!か

らtiJ断占れた.

したが， (、‘ニのようはボ ド 4・ III~、るにして木ねじで関注する l述 1'1・1: if う止占には 、

lIf，')古の形状のみねしの符わ りにfi'Jλu:'lッ l;"ンねしのようならのi，他HIして、保持)Jの向
上に配1"-tる、二とが1量妥であるとL31めら れた.

本ねしClI与)Jが本材に比べ℃低いよとIt、コ リャン茎の斡軟な悩が{[(1:寸るためであ

り、はくり強度の問題と共に今後己主F寄金i刈るべき課題である.

3.4，6. J リ令ンボードの ~tH;友jj~性

J<8.3，は20'Cの溢皮において関係1111立令50%および90%と変化させて、コ リャンホ'

トの干rfuh[..J Is.らびに仰さん["1に 'JiJ.かとのように変化するのかJlIベた.，';!I.!cある.4占料

には、 &IILiにi￥さ 1.8..のヲ ;)1タパ イン'1¥似合防 勺たものと:J ')，.ンぷそのままのも

のとや似!!Ilした。また 、手diiんいlの、yは変化1J:t<，tiiHの駿維ゐ|句 に、1'.行 )j1;') (11) とほIf)
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/j ~1・，1 ( ， )について測定し、ボ ー ドのf育成市が 1"地減したとa-の寸法変化の前合?:算出

しcJ<8 3.に;;.示した.

その'1.*、IvW.<<合仮と比絞してNさみ向の寸法変化唱は、 17さ12..'(:比'11Il.約0.5の
つウ リャンポ ドの場合は{ll!(よりもやや火~ぃ:明l合になった。しかし lt!I(が0.4 に近

い低い1'/主18闘 のコ リvンボ トClJ.、合仮とほぼful織は寸法劣化，料 Cあ 9た。

まt.、‘!}由Jhl司の線膨品良市は全般的に合歓よりも小さな激備にはり、合水併による寸法

変化It{l!btよりむ安定している"';!~に f.( )た.

こ の結~，孟コ リャンポ ー トのひとつの1Hiiにはるむのと.F，え.(，.

&J モの:.t験のJ7-でに、川第iすドに放置Tしたポ ト.の会水'V.変化合潮jj!して、モのthE時

'hQ8.4.に，)ミした。

J リヤノポ ・ ドの予衡~水 ílH~ 、 fT 依 I 比べて関係首~1Jl:によ司 C変化が人占〈、彼Itf.

~II立が50% のときは合阪より b :1-4 %低いr'¥ホ，ドになり、またfI11l.y，tillvか90%と尚いと

占には合板よりも 4-5%む向いf¥本1¥1には，た.

こ のようにぶ材よりむλ 主 I.~ ~ 1)< ..1 の :金助金 'J~ 寸 E草創は、コ リャ/，・'{:_とA-!-tとの組l去

の足によるむのと~えられる . コ リャ ン長には、 ...，_uにi:i:へて、より与くのぬおよびへ
押ルロ ス成分が含ま nているために、強い吸が tt~ 有することが1;'えられる . この佐

賀かみ8.4. の結果に現れたらのと~えている.

:1 ，)ャンボ ドのこのような性'lHt、?ょuとして俊朗したときに猟Mの川西dを瓦) .に

ct!つヅラ λ効製品、与えられる反山、雨前nrt'ドにおいてはカピの発生会潟弘に t、mlワしゃ
4・いというマイナ，，1.1踊b.Jtえられる。したか)Cコ リャンポ ド?-il¥築材料としと使用

tる際には防府~h!担処I'Vに卜分なぬ:I.tt.f4'る必‘反がある。

3.4.7. J ・ リャンボード結節の性質

J リャンボ ー ド金広いm 途に{企 111 して何々の加[~とする際に、ボ ド~l舗の本ねじ係

怜ゾJや側他iI抵抗が合ltZはどに比べてどのよう 11.~堅いがあるのか、おおよその傾向全信保し

ておく、ニと過し必裳である.

そiニで、コ リャンポ ドの~;;:Illiに、 JI S A 5908の本ねし保怜)Jの以験以に規定す

る.+.~，I しそホ トの治面にrrちlbん C、その'11占1&さl伝統を$Ii.どした。その際に木ねじを
J リvン拡のt量級h向に沿?.c 1 r ら込む i針。と、~の織絃}j向と 11'( 炎 J るように打ち込

181-
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むI品fTについて試験全行勺た.

時jiY:HO散とlt絞して自由1mした鉱泉争点8.S.にまとめて示した。

Olf<の糊合は、 m板の繊維h向に討}~ 'C '"ねし念行ち込むときとt雄総h[.'1に11'1:交するよ

うんみ~，I し 会Ifち込んだとJ!では、ぬ: I.~)J に lJがあり、 l前打のケ λ のみ か".r.い保持ノ]を

，)もした.

いっぱう、コ リャンボ トのil.I合l.l、阜の総純h戸1に沿勺てふねじ.Ufらîむと、合

磁の 1/2rn立の~鈴カに伐る o :t た、 :~の織誕ih 向に的交してノトn じを Hら込むと、~

い夜肢をホねじがtrち抜くために'，);¥ I.lt :) IlHi.か地し、合駁のと iきに近い1'1 1主力 ~'l~ して

いた.Jtiif，H合板のJ.;l合はJi¥依に締々の樹線全使用しているために、紛争Bによって木ねじ

UI'I)Jに烈があるむのと怒われるが、コ ・リャンホ' ドの主主 l扇におけるホねじ~灼力はンK

uにltへてやや劣る結果であ，た。
今後、このようなケ λに配慮し C、コ リャンギ ド消l耐の116鈍ぞ巧えていく必要が

あることかわかうた.

また、情泊j甘合歓として使jI)するケ λ会怠12ζして、^S T M D 1037にi見定1る釘の

側面IlUiL飴を8制定した.~Iiiiよりの ï{i漏1:変えて iTHTち込み、合 tiiと比 ・2 して測定した

側面 l丘 IÅ備は関8.18. に示すよう江..~!具には勺た.

いずれの不 トむ釘の打ち込む{屯慣が溶 dJî より綴れていくにしたが今て剣山首~lÅiI'iは"k

bくはる鰍[.，)がある。そしてfi't!(のll.If'1l.t、 }<r陶'1¥阪の綾車重点r.，]と・nfJilulにIfを<;1さut

いたと~よりむ災直面僧板の級車t ん ';'J と ，，'111，h [仰に ijj さ!J..c いたと占のんがJd い i時抗 f~(を示し

ていfニ.

しかし、ご1 'リャンポ ドについとは、必uJIに陣占 J.8..のうジγタパインを貼勺てい

るにむかかわら昔、 4賢函併の織挺tん"'Jによる);[uJI宅地、あまり.uられはか勺た.そしてその

IIHoi:織は、泌I踊より 12・・以上内側にff1:灯ら込んたときに、ぷIiii'i1 i1iの線総)j向と事行Jj

1'.)にifi: ';J ~ぬいたときの fiftiの t丘 IA鰍とはは luJt基な値に t.i. ..，た.

、ニれらのF占拠から、コ リャンポ ドの均合はOltiに比べてま画面より内備にif1:打つの

が絹f刊であると u えるか、この以験では 慌時の傾向告知ることを判的としたために、今後

与らに村々の:A験を繰り返し て、ヂ タモJUIうしていくことが必裂である.
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" .おわりに

以 1lin~'l'自信JI!物であり、 1 "1 wl物('1，あるコ リャンの生をふuω件わりにeemして
fi!btに仰わるポ ド1:1号る、ニと 1:111下lに研究した....来である。

』の倹 :.1 の 1'. 目的は 、』也~R: l直の似合のために綴1*を~謙司る助主に対比、宇る ζ と C あ

り、併 t~て民 Aiを延期間間定し (JJ< 乙とにより炭酸ガλの発生会 11Ilぇ、 IQ 終的に li.it!!Iま

の溢暖化1~Jhtl;するというねらいがある.

コーリャンのY;1-使用するに lあた q ての入ef.;I:'Hilli、3色の4長d討にリッ '1^f~がわり 、

，..~!した以.1二に I~tlすることがf1.l鴛でゐ今fζ.主f二、茎の内aには帯主欽fHーがあり、その
ftß 分の tま術的かっ t霊前的な処I'~h It.に附する1mfljもわ q た.さ らtニカピの党'七や届週刊を防

ぐhυ.についても検討せねばならなか円".. 
旅行か凶 jfc あるというIill~ に対しては、奴 1書，?J怜木材の i妾 .{t に問主11-.) る餅 32J寝泊であ

り、その城県会コ ー リャンホ ドの副f'í'~ I・r，f， JIlすることによっ c、イソシγよ トRd韮a
fiH改良し C解決することヵ、でさた.

iた、コ リャン;茎の鍋濁H号I!fi'}iliるmllJlに関しては、 i足分チ鼠の J~ノ ル樹ili初期

総合物会合泌することによって~の縄強と、カピの発生および.c:mの防止と併せて解決す

るn途を付けた.
その障に、コ 」リャン系の合浸に渦するツ'"ノール樹脂の後対そff¥、、うi:f.Iliが650以

ドのIlt分子成分を主体とする鋭illが足時吋 Cめる‘ニとを見出し、されにそのttl志の鮪g側諸iJ

1};として GP C曲線によるパタ J 分約によるん法会保察した。

それらの.~の検，:-1結果にJ占づい(.1 リヤノボ トを作製し C、ホ トのl'..ttl:につい

ても検討全加え、終F買でぬい強IU:i: {i 4・ J.，~と、ノト材より高い紙特件 .H，ずる」と、およ

び寸弘安定!1に優れている ζ となどのいくつかの特徴があることを紛らかにした.しかし

はくり強Ilt:やAねじ係符JJのli.J1:はど、さらに検，;"すへき深組があることについての給矯

むii勺た.

コーリャンホ' ドは茎の線総会ゐ tりIilf~ わすに g然ののまま v.: 理!;'Ctlllll している点、は

~It{における本u のやJm rr.と矧似していると ζ ろであり、そのために《散に近い級々の特
徴1: fj~ るボ ドをぬる ζ とが 'Cdた.ごのように、本米その材料がぬ Cる特徴合生かす

h tJ.~' μlliすことによってJ:UVJ免禁物やが 1脈なリグノセルロ ー λil鯨としと (dlJ にt.5ffJす

る乙とが uJI~になると与える.
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パカ A ;t;' ドのように廃棄物会細かく粉僻して.flJfflするのでなく、コ 「リャンボードの

ように、 I先棄物i:"1能江かさりの:るが止まのIiHl:c利用することによ q て、新しいぬ能を

(jする官fオwとしてのボ ドに生かすことがで占ると与える。
このようは 与えんに立ゥて~~Y711.施策物i:{J!QJにやJmすると川時に、今後、 fグロベイ λ

ドポ トとし Cの発i長会期待する次第 Cある .
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:::i'; 9 ぐを 奉占

IJ~ の合倣工業の発展に伴、 c 企化した I& i'í .m への改ぎ2!!;Rに芥える努力の，'，から、疑

似~'I'h'-+-U に長i寸る ~ll性伐汚への研究 i:1 rってさた。

I+i iY H ~をぬふとしてæJtlし、ル物 ft 敏から党似してい勺た合以 ι;主において、"'j初は、

耐久性九俺れた合板を製浴するため 1: J J.ノ ル樹脂11'近郊j令導入すベ〈、組々の倹dを

ii勺て占た.その動さのrt'(:、ツムノ ル切 iji:i ll~"iÏllJ により後符したみ物合歓の耐久性ぷ

偏 i: C~娠し C その後:ã耐久性~碕 tS したが、 1・."与に耐久性を尚めるためには合散の2<00処

I'I'n;!前漉であることを認めることにな司た.

Jェノ ール樹脂IH1JIIJの縛れたIHI耐久性会絡めたものの、 7 ~ノ系&1脳 1長?rIIlj.を伎い

1慣れていたf'lIti工業にあ・いては、 r はl :ll:紛1.の!日I~ もあゥてヌェノ ー ル樹 .11i-eI!いこはす

ことが'C'~なかゥた。また、fJ;tみに IJ/ ルuか語t入されるようにな勺て、フ J，ノ ル樹

'，iによるl喜符ィ、政か多数発'j:し C、fY仮4・長|するlum問題にま '(:}Utiするう<{i!ーになった。

そJで、 J L ノ ルIMi旨l葺符7iIJf.iみの持行耐久伎を有し、 Tミノ糸樹.l;t.:みの{企いやす

占とそ.IItね備え符つ1妻u1i1jへのT15・長からフ...ノ ル ・メラミン樹脂係者剣の研究会行い、

フェノール樹脂に近い後者耐久性+ri寸るl長omの開発に成功した.

しかし、その後者淘i の銀将耐久性~Hi々の以験ん法によ今てよ手舗を rr い、 ltét"I 的の明飯

合水~l'や JO% 以 F に仰えること、や吋，，j;いt1':f・1沼とすること、および然JLlH::Ji・十分にと

る心となどの限定されたItli条例 ・ドにおい Clti i'，する必要性がある乙とや総めた.

己のIHi条例の検，;.ti品f't1ニ，fJ いて、 1{1"'1 mの*材|村自民へのち!jßil、 1{ i"Í'の安定性に，r(~ で

あることに~が付くと共 iこ、乙の Itõ 1i11かカノ ル材などの終ねがむづかlい木材へのl藍

a性に俺れ Cいることにも気が付いた.

I{ tt剣のrli;毒性をコント口 ール寸る ζ とによってIl.j主主主を己主諒するために、 aEif言尽J笹!il

阪のI{.nにi絞り範み、ユリア樹脂It<i守1i1Jにおいても、あらかしめ悩舶の績の}空会品一めるこ

とVよ").c I~色合水恕叩仮に対するJ{1vi ぬかI;'Jtすることを認めた.在らに、1(i"i条件につ

い'Cb 検討を加えて、 I~ :(j1i1Jの泌i五i:IJ1Iえるための条件を設定した。

iた、その過保で防E担当iiJ'ilJ'をIt1Vj' fillに泌人して合肢の幼虫処JlI'i:lTうと占に、日合水準

'1¥依i:1史HJすると防虫剤治、1&.'1filJ 小に {!11~! されにくいことを見出した.
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I{"守高却の-+;u内線への浸透償金コントロ ル寸ることのE亀裂伎は樹ilt(ヤニ)を多蛍に

合む 9 ルイン Uf~ との i葺おにおいてt.l2めりれた.樹脂を多〈合み、 1裏打 ~J とのぬれか・~

い -+;u の1<凶i に|産者舟l を噌 f寸したと主に、 I~n k.1の水分が長い &!fmJ I~ {i Iciに伐ftlし、その
ためん然n:叫においても I~"'I 剤がぬいiIot ~)JfIl i:誕Hiiしていることが問:m.(.'、 lti.ft性の低下
はhH11ilJのi:lu泌が大Jきな係i碍-(ゐる4とをIli11商した. 'Jルイン材なとのふuに対しては、

i喜符fiiJの-+;1-1内泌への浸透1:仰えるような I~{i条件を係ることにより、その I~ 行性合Õ! i専

C占ること/，i-ボした.

以前よりl密行がま2しい切とされていたシナHやカプ ル.uについてむ、 j霊行剣のぷ透位

令制御宇るん訟によ勺て後活性会&ilI.，.るために、|主主'11ilJの配合について検討し、州議配

合同に允~;'j1Jを添加するゐ法 IJ' fj 効である こと~;f， すと共に、合仮r.染抗l にむいて|主将が

餓しい といわれたクルインMや針均制H，'対 JるIt.ll性己主持の研究をill:め、それらの簸It

ηf'1.:A-HのI&nに泊したl藍i'J1i1Jの改良研ft1: t. lr勺た。

9ルインHのように樹紛(ヤユ) ?・~む「本H に対しては、 i毒4'1 1il1へ前mふ少 1，\添加する

ことによ>(点"にまJするぬ礼金改何で占ること1:Jl tおした.また、 i喜?f7clJ~桜に水に不

治t主の世ンパクf1であるコ J ンダルテン1:1'l!合する 4二とによゥてl喜清純度をt骨強寸る ζ と

がiiJ能にはり、これらの)j誌によ q てシルイン<<の係湾住1:.:.crJC:さることを，Rした. 

. :: ~、て、力プ ル材のIHJ に満する~...ノ ル樹脂i吏δJ'iIJの研究1:.dt>めて、 ・舗に低分

(. blt~) 1: ~む樹脂がカプ ル"のIOiによいこと合住42し、また ζのようは I ~ / ~ ル樹

脂 I~fi剤iよ、 i止にダグラ.1， J -， fs. .... : の針ゑ制u に夫、I する!韮nnを{正トさせることをèi1I~

した.

さらに、カプ ル材への後おれがよいツ zノ ル ・ メラミン峰Ul1 l~ i"'l fiiJに勺いての検 ~.t

1: .d!.め、この i皇位1íIJ は針 i定説"に対しても I~i't 11がよく、I.H7耐久作はソ zノ ル樹粉i藍

符舟j に Jk'正ないものの縞広い~摘に対して良好な IHí性を有することを'W認した.

4Hf.:に、~境保護の動きが自主免にはるにしたがって木材代将として ~~m続安物の1i主力事i

1II?-Y，式、コ リャン長の利mについて検討した.コ リャノ皐It必k'l，・ソック.1，1Mがあ
り、 I~ 行 b、 )1 常に附緩である.正た、心の郎会}にはj; fL!宅の縫かあり、鈍い験，"1'1 1:行ず

るの C夫JjJ1'1のあるボ ドモi司るためにむI:lWIかあ勺た.

」のようはM料を利j召するに際し C、、ニれよでの研究成果に}[;づいた|耳打併の改良研究

-189 



を.dLめるとr;，j叫にUrtの情強に問4る研完全if勺た。

I~ 符1f1 の己H!については 、 リッ'l^の(r(J によ q てもItitにあ止 りえ附にならはいlti-a

1iIJ の~!Nや íi い、そ れ にはイソ;/ T -<， ト糸 I~limが適当であるS占拠i-iリた。

止た、 J リャン業の.urr&J速のために).s.ノ ル樹脂初I到着fifT物 1- 早 I~ ~Ì'1 して利 fii

Jるιとにした。 ζの合成Jll紛ijijの116911効!I.!について検討し、低分(.，成分合 Li1>とする持j

mが泌している乙とを，~し 、 仰せて(， P C I よる ~f司がj な簡便 flJ!JIJ t). 1-L'i .~・した.

さらに、コ リャン主色合{企mして以fl'したポ トの物性について調べ、 事~!A T: ，::;い強度

~. (，する ζと、-'f'，.<<より優れた鋭、I'H:(;寸る.と、および優れた寸iJ，安定件A:れするな

どの特徴あるポ ドがねられることふぷした.

鑓j長r，1'1木材の1韮riについて巧λる止占、 1産i'i1ilJあるいは係芯総水分のとJ.11¥!1か唄'J;}!な

波i刈I 1.( ，'Cいることである。その似100ん払4モ1主将1ilJのuiiから 、あるいは|喜 i"条件のt踊か

ら~.;( C íi くことが J!i 本であるごとや改め C 磁~するお来とな『た.

kた この対l J..!.は 、木材の怜わり t己 ~lr1! I克.'l!物やがIi甘する際にら1..1じように♂えること

であり、 ζの)ijJ..!.に穆づいて倹:'}したつ、リャンポ トは、将来のアグnベイ λ ドポ ド

の研究にとって {jffl ，~示唆をうえるむのと期待寸ると乙ろである.






